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突然の裏切り




　定時を過ぎたオフィスはひと気がなくがらんとしていた。そんな中、私はパソコンのディスプレイを見ながらキーボードを叩たたく。

「早はや川かわさん、悪いね。急な残業をお願いして」

　申し訳なさそうな顔をする部長に、「いえ。もう終わりますから」と笑顔で首を横に振った。

　私、早川日ひ菜な子こが勤めているのは中ちゅう堅けんの専門商社だ。半はん導どう体たいなどの電子部品を輸入し業界向けに販売している。

　国内外に事業所があり、取引先とのやり取りは英語がメインだ。私は正社員ではなく契約社員で、貿易関係の書類や輸送手配、契約書などの翻ほん訳やくをしている。完全に裏方で、他の社員をサポートするのが私の役目だ。

「お待たせしました」

　できあがった書類を部長へ手渡す。

　部長に頼まれたのは、輸出業者から受け取った仕入書や貨物の梱こん包ぽう明細書などの輸入関係書類の翻訳だ。税関に申告しなければならない大事な書類。

　記載内容に不備があれば、密輸としてとられ、関税以外に加算税が課せられることもある。

　そんな大きな不備はめったにないけれど、万が一に備えいつもきっちりと確認をしている。

「早川さんの仕事は丁寧だから助かるよ」

「ありがとうございます」

　ねぎらいの言葉に、少し照れながら頭を下げた。

「早川さんは契約社員だったよね。九月末で雇用契約の更新時期だったと思うけど、この先どうするか決めてるのかい？」

「できれば更新したいと思っています」

「もし正社員になる気があるなら、私から人事の方に話しておくけど」

「本当ですか？」

　ありがたい提案に表情が明るくなる。

　私は小さな頃から海外で暮らすことに憧れていた。

　きっかけは小学生の時にサンタさんがプレゼントしてくれた地球儀。くるくる回る青い球体を覗のぞき込んだ私は、日に本ほんの小ささに驚いた。世界はこんなにも広いんだと知り、衝撃を受けると同時にものすごくわくわくした。

　両親にお願いして英会話教室に通い、いつか海外で働きたいと英語の勉強を頑張ってきた。

　けれどその夢が叶かなうことはなかった。事情があって海外生活をあきらめた私は、大学卒業後は英語とは関係のない事務職についた。

　そんな中、たまたま貿易事務の求人を見つけ、ここなら身につけた英語のスキルを活いかせると思い契約社員として働き始めたのは一年半前。気付けばもうすぐ二十五歳になる。

　このままずっと契約社員でいいのか、迷っていたところだった。

「契約終了まではまだ一カ月あるから、考えておいて」

「はい。ありがとうございます」と深く頭を下げる。そんな私を見て部長がなにかに気がついたように手を止めた。

「早川さん、もしかして今日は用事があった？」

「え？」

「今日は金曜だしおしゃれをしているから、デートの約束でもあったのかなと思って」

「あ、ええと。その……」

　部長の言う通り、今日の私は普段よりもちょっとおしゃれをしていた。

　綺き麗れいめのワンピースに小さなダイヤのピアス。いつもはひとつにまとめているセミロングの髪も、軽く巻いて下ろしている。

　実は今日は恋人とデートの約束があり、会社の近くにあるオープンしたてのレストランを十九時に予約していた。

　言い当てられて言葉に詰まると、部長が「やっぱり」と申し訳なさそうに眉を下げた。

「頼んだ私が言うことじゃないけど、デートの約束があるのに残業を引き受けてくれるなんて、早川さんは本当にお人よしだな」

「そんな、お仕事ですから」

「でも、野の口ぐちさんにはそっけなく断られたよ」

　部長は最初、野口さんという正社員の女の子に残業をお願いしていた。けれど彼女に『今日は無理です』と断られ、困っていたので私が引き受けたのだ。

　税関への書類の提出が遅れれば輸入が滞り、取引先に迷惑がかかってしまう。重要な仕事を優先するのは当然だと思ったから。

「悪いね。早川さんの恋人は営業の内ない藤とうだったよな。あいつにも私から謝っておくよ」

　そこまで気遣ってくれるなんて、部長の方こそお人よしだ。

「いえ、大丈夫です」と苦笑しながら首を横に振った。

　私は社内恋愛をしている。相手は私より三つ年上の先輩、内藤康こう介すけ。

　彼と付き合っていることを内緒にしているわけじゃないけれど、部長にまで知られているんだとわかりちょっと恥ずかしくなる。

　きっかけは一年前。営業をしている彼から翻訳を頼まれた書類に、スマホの電話番号が書かれた付ふ箋せんが貼られていた。

　社交的な彼は誰とでも気軽に話すタイプで、私にもよく声をかけてくれた。仕事中に世間話をしたり、ちょっとした愚ぐ痴ちを言い合ったり。話しやすい先輩だなと思っていた。

　それまで恋愛経験がなかった私は、こんな風に異性からアプローチされたのははじめてで、付箋を見た時はとても驚いた。

　どうしていいのかわからず戸惑っていると、次の日、仕事を終え会社を出た私を彼が待っていた。

『連絡くれるのを待ちきれなかった』と照れながら言われ、彼の遊びなれた雰囲気とのギャップに好感を持った。

　今まで男性と付き合ったことがなかったと言うと驚いていたけど、はじめてのことだらけの私を優しくリードしてくれた。

　付き合って一年になる彼は、来年には結婚したいねと言ってくれている。近いうちに我が家に挨拶に来てくれる予定だ。

　恋愛は順調だし、正社員にもなれそうだし。順じゅん風ぷう満まん帆ぱんってこういうことを言うんだろうな。

「引き留めて悪かったね。今日はもう帰っていいよ」

　部長にそう言われ、「お先に失礼します」と頭を下げた。

　エレベーターに乗り込み腕時計を見る。時間は二十時を少し過ぎた辺りだった。

　康介は今頃なにをしているだろう。

　定時過ぎに会社を出ようとする康介を見つけ、『部長から残業を頼まれたから今日は遅くなりそう』と伝えると、彼は不満気な顔をした。

『予約したお店に時間をずらせるか聞いてみるから……』と私が続けると、『面倒だからキャンセルしといて』とだけ言って先に帰っていった。

　なんだかここのところ、康介の機嫌が悪い気がする。仕事が忙しいからだろうか。

　エレベーター内に取り付けられた鏡を見る。薄い紫とライトグレーの中間のような淡い色のワンピースは、腰の辺りがきゅっと締まっていてスタイルがよく見えた。

　私は色白で髪も瞳の色も薄めだから、はっきりとした色やかわいらしいデザインよりもシンプルで落ち着いたトーンが似合うとよく言われる。

　康介にかわいいと思ってもらいたくて、お気に入りのものを身に着けてきたのにな。

　部長に『用事があるので』と言って残業は断るべきだったかな。でも、誰かがやらなきゃいけない仕事だったし、ちゃんと話して謝れば彼もわかってくれるはず。

　康介は今週仕事が立て込んでいて疲れているようだったから、きっと自分の家に帰っているだろう。デートをドタキャンしてしまったおわびに、彼の好きなものを買って会いに行ってみよう。

　スマホを取り出し【残業が終わったから、これから行くね】とメッセージを送る。

　既読にはならなかったけれど、とりあえず向かってみようと歩き出した。

　ちゃんと話して仲直りできたらいいなと思いながら、途中のお店でスイーツと康介の好みのワインを買う。

　彼のマンションにつき、インターフォンを押すが、しばらく待っても返答がなく、ドアの前で首を傾かしげた。

「あれ、帰ってないのかな……？」

　もう一度スマホを確認する。メッセージは未読のままだった。

　もしかしたら、疲れて寝ているのかもしれない。

　このまま帰った方がいいかなと思い、手に持ったスイーツを見て悩む。

　せっかく彼の好きな濃厚なチーズケーキを買ったから、置いていってあげようかな。後で【冷蔵庫にスイーツを入れておいたよ】とメッセージを送っておけばいいよね。

　彼からもらった合い鍵を取り出す。康介が寝ていても起こさないようにそっとドアを開け玄関に入ると、そこには彼の革靴があった。

　やっぱり部屋にいるんだ。そう思ってから気がついた。

　革靴の隣に女性ものの靴が並んでいた。ピンク色のかわいらしいパンプス。どこかで見た覚えがある。

　誰のだっけ……。と首をひねった時、部屋の中から人の気配がした。

　思わず動きを止め、息をのんだ。

　ギシギシとなにかがきしむ音。そして乱れた呼吸。生々しい空気を肌で感じ、背筋が凍りつく。

「あ、いい……。康介さん、すごぉい……」

　鼻にかかった甘い声を聞いて、中でなにが行われているのか悟った。いっきに血の気が引き、指先が冷たくなる。

「やば……。野口。お前、ほんと声でかすぎ」

「えー。ひどぉい。リサの声きらいですかぁ？」

「いや、エロくて興奮する」

　康介がそう言うと同時に、きしむ音が激しくなる。

「あ、あ、あ……っ！」

　獣のようなあえぎ声が聞こえ、耳を塞ぎたくなった。

　嘘うそ、なにこれ……。

　私は玄関で呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　康介が浮気をしている。しかも、相手は同じ会社の野口さんだ。

　語尾が上がる甘えた話し方もそうだし、部長から残業を頼まれ『今日は無理です』と帰っていった彼女が、このピンクのパンプスをはいているのを見た。

　物音が止まりしばらくすると、再びふたりの会話が聞こえてくる。

「ねぇ康介さん。早川さんと私、どっちが気持ちいいですかぁ？」

「そりゃお前だよ。あいつは抱いてやっても反応は悪いし声も出さないし、退屈でしかない」

　その言葉が胸に突き刺さる。思わず口もとを手で押さえた。

　確かに私は恋愛経験がなく、康介がはじめての彼氏だ。セックスはもちろん、キスしたのも手を繋いだのもはじめてで、戸惑って照れてばかりだった。

　康介はそんな私をかわいいと言ってくれていたのに。本当はつまらないと思っていたんだ……。

「日菜子よりお前の方が断然いいわ」

「わー、早川さんと結婚の約束してるのに最低」

「それな。ほんとダルイ」

　野口さんの言葉に、康介は心底いやそうに呟つぶやいた。

「あいつの家、両親が死んでて兄貴しかいないんだよ。その兄貴がめちゃくちゃ過保護らしくてさ、一度挨拶に来てほしいって、すげぇうるさくて」

「そうなんだぁ」

「それで仕方なく結婚の挨拶に行くって言ったんだけど、めんどくさくなってきた」

　兄は事故で亡くなった両親のかわりに、まだ高校生だった私を支えてくれた。そのせいか、私が二十四歳になった今でも、いまだに心配していろいろ口を出してくる。

　恋人ができたと教えたら、一度家に連れてきてどんな男か見定めさせろとうるさいくらい言われた。そのやり取りを康介にやんわりと伝えたこともある。

　だけど、結婚しようと言ってくれたのは間違いなく康介だった。私が勝手に話を進めたわけじゃないのに……。

「もう日菜子と別れようかなぁ」

「いいんですか？　同じ職場だから気まずいですよ？」

「いいよ。あいつどうせ契約社員だろ。部長に『使えないから更新しないでくれ』って言えばそれで切れるし」

「まぁ、契約社員なんていくらでも代わりはいますしね。それなのにまじめに残業していい子ぶってバカみたい」

　あはは、と楽し気な笑い声が聞こえる。

　仕事も恋愛も、すべてを否定された気がした。

　あまりのみじめさに、ものすごい脱力感に襲われる。手から力が抜け持っていた袋が指先から滑り落ちた。

　玄関の固い床にワインの瓶がぶつかり鈍い音をたてる。その瞬間、笑い声がやんだ。焦ったように体を起こす気配。せわしない衣きぬ擦ずれの音。そして康介の声がした。

「日菜子？」

　明らかな動揺が浮かぶ声で私の名前を呼ぶ。

　ドアが開き、上半身裸の康介がこちらを見る。その奥には、シーツで体を隠した野口さんがいた。

　生々しい現場をこの目で見て、絶望感に襲われる。

「く、来るなら来るって連絡しろよ……っ！」

　康介は焦りを隠すように乱暴に言った。

　私はメッセージを送ったし、ちゃんとインターフォンも鳴らしたのに。気付かなかったのは康介の方だ。

　その音が耳に入らないくらい、夢中で抱き合っていたんだろう。

　叫びだしたい衝動にかられながらも、必死に冷静になろうと奥歯を強く噛みしめる。

「康介、これはどういうこと……？」

「どういうことって。見てわかりません？」

　私の質問に、康介ではなく野口さんが答えた。

「ほんと鈍いですねー。康介さんはもう早川さんのことなんて好きじゃないんですよ」

「そんな」

「康介さん、あんなつまんない女と早く別れたいって言ってましたよ」

　康介の顔を見ると、気まずそうに目をそらされた。真実なんだと察して、ショックを受ける。

「まじめで頭が固いから付き合ったことを後悔してる。しかも二十四歳にもなって処女だったなんて重すぎるって」

　見下すような視線を向けられた。康介と付き合った一年間を否定するかのような言葉に、耳を塞ぎたくなる。

　幸せだと思っていたのは私だけで、康介は最初から私のことを愛していなかったんだ……。

「職場でもまじめでいい子アピールして、正直うっとうしいんですよね。今日だって彼氏より仕事を優先して残業引き受けちゃって、バカみたい」

「でも、大事な仕事を優先するのは当たり前だから……」

「大事な仕事って、意識高くて笑える。しょせん契約社員なのに。あ、もしかして頑張れば正社員になれるとか思ってます？」

　野口さんが高い声で笑った。容赦ない言葉に、心がずたずたにされていく。悔しくて情けなくて視界がにじみそうになった。

　涙を見せたくなくて、無言できびすを返す。

　玄関のドアノブに手をかけた時、康介にうしろから手首を掴つかまれた。振りほどこうとしたけれど、その手はびくともしない。

「日菜子、待ってくれ」

　振り返ると、康介が焦った表情で私を引き留めていた。涙を浮かべた私を見て、彼はぐっと言葉に詰まる。

　その様子を見て少しだけ期待してしまった。

　悪かった。全部誤解だ。俺が好きなのは日菜子だけだ。そう言ってくれるんじゃないかって……。

　けれど康介は言い訳を探すように視線を彷徨さまよわせるだけだった。

「……離して」

「話を聞いてくれ」

「話ってなにを？　私のことなんかはじめから好きじゃなかったって康介の口から言いたいの？」

「そ、そうじゃなくて」

　康介は冷や汗をかきながら、しどろもどろになっている。そんな彼のうしろで、野口さんがにっこりと笑った。

「康介さん、早川さんに別れてくれってはっきり言った方がいいですよ。あと、もう顔を合わせるのもいやだから、仕事も辞めてくれって。契約社員なんていくらでも代わりがいるし」

「野口」

　康介がため息をつきながら野口さんを振り返る。

　悲しさとみじめさが込み上げてくる。ふたりの顔を見ているのがつらかった。今すぐこの場から立ち去りたい。

「……わかった」

　私が呟くと、康介は驚いたようにこちらを見る。その表情には戸惑いと怒りがまじっているようだった。

「日菜子。わかったって、本気か？」

「本気もなにも、こんなことになったら別れるしかないよ。仕事だって、康介が部長に言えば私なんて簡単に辞めさせられるんでしょう？」

　私の今までの仕事の頑張りは、康介のひと言ですべてなかったことになるんだ。

　そう思うと、どうしようもなくむなしくなる。

「康介とは別れるし、一カ月後の契約更新はしないで辞めるから。……だからもう離して」

　こんなことを聞かされて、あの職場で働き続けるのは無理だと思った。私のすべてを否定されて、ボロボロに傷つけられて。それでも何事もなかったように振舞うなんて、私には無理だ。

　今すぐ声をあげて泣きたかった。でもそんなみっともない姿を見せたくない。

　必死にプライドを奮い立たせ涙をこらえる。泣くのは、ひとりきりになるまで我慢するんだ。

　うるんだ瞳で康介を睨にらむと、彼は眉を寄せ視線を泳がせた。何度か口を開いて言いかけ、けれど結局黙り込む。

　そして私の手首を掴んでいた指を、ゆっくりと緩めた。

　自由になった私の腕には、康介の指の跡がついていた。

　私はそのまま前を向き、玄関から出る。背後で扉が閉まる音がすると同時に、涙が溢れてきた。

　頬を伝う涙を無視して、必死に足を進めエレベーターに乗り、マンションの外に出る。ぽろぽろと涙をこぼしながらひとり夜の街を歩いた。

　さっきまで仕事も恋愛も順調だと浮かれていたのに、こんなことになるなんて……。鈍感な自分が情けなくなる。

　彼に愛されていると信じていた自分がみじめで仕方ない。

　康介はちょっと気分屋なところもあったけど、優しい彼氏だった。

　この一年間一緒にいられて楽しかったし、本当に結婚したいと思っていた。でも、そう思っていたのは私だけだったんだ。

　信じていた人に裏切られ、仕事さえ失った。これからどうすればいいんだろう……。どん底に突き落とされたような気分だった。

　泣きながら歩く私を、道行く人が振り返る。涙を止めようとしたけれど、ひっくひっくと呼吸が乱れ余計に視線を集めてしまう。

　こんな顔じゃ電車に乗れない。タクシーで帰ろうかと思ったけれど、上げかけた手が止まった。

　このまま家に帰ったら、兄を心配させてしまう。泣きはらした顔を見て、『なにがあったんだ』と問い詰めてくるだろう。

　あの過保護の兄のことだ。事情を話したら、康介のもとへ殴り込みかねない。

　それに……。

「結婚の話がなくなったって知ったら、がっかりするだろうな」

　呟くとまた涙が込み上げてきた。

　高校生の時に、私の両親は海外旅行先で交通事故に巻き込まれ亡くなった。それからは五歳年上の兄が親代わりになってくれた。

　兄のおかげで大学を卒業できたし、こうやって就職し立派な社会人になれた。けれど、兄から見れば妹の私はまだまだ頼りなく思えるらしく、いまだに過保護なくらい私を気にかけている。

　私に彼氏ができたと知った時は『どんな男か今すぐ会わせろ』と大騒ぎし、『付き合ったばかりなのに家族に挨拶なんてしないよ』と私が反論すると『そんな無責任な男に日菜子を任せられない』と大激怒された。

　兄に反対されながらも交際を続け、『来年くらいに彼との結婚を考えているんだ』と報告した時は素直によろこんでくれた。

『うちに挨拶に来たら、信頼できる男かどうか俺が厳しい目で見極めてやるからな』なんて、肩慣らしするように腕を回しながら無駄に気合を入れていたけれど。

　それなのに、浮気をされて別れた上に仕事も辞めることになったなんて。

　兄が知ったらあきれるに違いない。そして、情けない私を放っておけないと今以上に過保護になるかもしれない。

　大手繊維メーカーで働く兄には、早さ苗なえさんという素敵な恋人がいる。早苗さんは兄の同僚で、姉御肌のさっぱりとした性格の人だ。付き合ってもう四年になるのに、ふたりはまだ結婚する予定はない。その原因は私だ。

　過保護な兄は、『日菜子をひとりにして自分だけが結婚するなんて、天国の両親に申し訳ない』と言い張っている。

　私なんか気にせず、ふたりには幸せになってほしい。何度そう言っても、頑固な兄は頷うなずいてはくれなかった。全部、私が頼りないせいだ。

　私なんて、誰にも必要とされていないのに。このままじゃ、大好きな兄の足あし枷かせになってしまう。

「どうすればいいんだろう……」

　途方に暮れながら歩いていると、大きな橋に差しかかった。

　誘われるように欄らん干かんに手を置き一段高い石のブロックにのぼる。見下ろすと足もとを川の水が勢いよく流れていく。その激しい流れを見ていると、自分がなんの価値もない存在に思えた。

　ぽつりと水滴が腕に落ちる。

　なんだろうと視線を上げると同時に、空から大粒の雨が降ってきた。橋の欄干もアスファルトも、辺りのものは一気に濡れ、雨音で周囲の音がかき消される。

　あっという間に私はずぶ濡れになってしまった。体温が下がり、体が震える。

　彼氏に裏切られ、雨にも降られるなんて。どこまでついてないんだろう。

　悲しみと喪失感が膨れ上がり、そこから動けなくなった。私はひとりで立ち尽くし、冷たい雨に打たれながら流れる川を見下ろす。

　前にもこんな気持ちになったことがあった。どうにかしたいのに、どうすればいいのかわからず、ただ泣いていた日々。

　両親が亡くなった直後のことだ。あの時悲しみにくれる私のそばで、ずっと見守ってくれた人がいた。

「亮りょう一いちさん……」

　脳裏に浮かんだその人の名前を呟いてみたけれど、彼はもう日本にはいない。名前を呼んだところで会えるはずがない。

　夜の川は暗く底が見えなくて、無数の雨粒が打ち付けられた水面が激しく波打っていた。ずっと見入っていると、平へい衡こう感覚が失われ吸い込まれていくような気がする。

　自然とつま先立ちになり、身を乗り出した。

　いっそこのまま飛び込んでしまえば、なにも考えずにすむのかな……。

　なんてバカげたことを思った時、私の名前を呼ぶ声がした。

「日菜子ちゃん……！」

　よく通る低い声だった。

　驚いて顔を上げると、たった今思い描いていた人がそこにいた。

　精せい悍かんな顔立ちに、艶のある黒髪。手足が長く胸板が厚い、引き締まった体つき。そんな王子様みたいな彼が、私のもとへと駆け寄ってくる。

　どうして亮一さんがここに……。

　信じられなくて目を見開くと同時に、強い風が吹いた。セミロングの髪が風に煽あおられ視界を遮さえぎる。

　慌てて欄干から手を離した時、足が滑りバランスを崩した。

　つま先立ちをしていたせいで、体勢を立て直せず体が車道側に傾く。背中に通り過ぎる車の風圧を感じ背筋が冷たくなった。

　恐怖を感じ固く目をつぶる。衝撃を覚悟したけれど、私を包んだのは温もりだった。

　おそるおそる目を開ける。視界に映ったのはこちらを見下ろす端正な顔。

「大丈夫か？」

　真剣な表情で私に向かってたずねるのは、間違いなく亮一さんだった。彼はバランスを崩した私を引き寄せ抱きしめてくれていた。

「亮一さん……？」

　呟くと同時に緊張の糸が切れた。胸に安あん堵どが押し寄せ涙が込み上げてくる。

「こんなずぶ濡れで、いったいなにをしていたんだ」

「いえ、あの……」

　厳しい声で問われたけれど、うまく言葉がでてこなかった。

　亮一さんが現れなければ川に身投げしていたかもしれないと気付き、今さら怖くなった。体がガタガタと震え出す。

　やけになって魔が差したとはいえ、なんてことをしようとしたんだろう……。

「ごめんなさい、亮一さん……」

　私は震える声で謝る。亮一さんは大きくため息を吐き出し、そして私を抱きしめる腕に力を込めた。










契約結婚の提案




　五歳年上の瀬せ名な亮一さんは、私の憧れの人だった。

　彼は兄の高校時代からの友人で、はじめて会ったのは私が中学にあがったばかりの頃。

　高校時代から兄は勉強よりもスポーツが好きで、友人が多かった。

　対する亮一さんはスポーツも勉強もでき、文武両道、品行方正、眉び目もく秀しゅう麗れいなんて賛辞の言葉が似合う完璧な人だった。学校内どころか他校の生徒も彼を知っている、王子様的存在だったそうだ。

　テスト前になるといつも兄は亮一さんを家に呼び、勉強を教えてもらっていた。

　中学生だった私には、高校のブレザーの制服を着た亮一さんはすごく大人でかっこよく見えた。

　長いまつげと通った鼻筋。きゅっと引き結ばれた唇に、精悍な輪郭。サラサラの黒髪や長い指や落ち着いた柔らかい声。

　黙っていると近寄りがたく感じるのに、実際の彼はとても優しかった。

　私がこっそり兄の部屋を覗くと、いつも気付いて笑いかけてくれた。

『日菜子ちゃん、おいで』と手招きしてくれる彼を見ると、うれしくて胸が高鳴った。

　話を聞いてくれたり、お菓子を買ってきてくれたり、友人の妹としてかわいがってくれた。

　彼は政治家や官僚を多く輩出する最難関の国立大学を志望していた。

　将来は日本を代表して各国と交渉し、国益や邦人を守る外交官を目指しているんだと教えてくれた。世界で活躍する外交官。それは知的で社交的な彼にぴったりのお仕事だと思った。

　そんな彼に憧れて、私も外交官になりたいと夢を抱くようになった。

　亮一さんに自分の夢を打ち明けると、彼は『将来は外交官として一緒に働けたらいいね』と応援してくれた。

　難関校に受かるための勉強のコツを教えてくれて、私の成績はどんどん上がっていった。亮一さんは見事日本の最高学府に合格し大学生になってからも、私のことを気にかけいろいろ相談にのってくれた。

　けれど、結局私の夢が叶うことはなかった。私が高校三年になった冬、両親が海外旅行中に交通事故に巻き込まれ亡くなったからだ。

　海外で亡くなったせいで、両親の遺体を日本に搬はん送そうするにも複雑な手続きが必要だった。

　兄と私は突然両親を失った悲しみと絶望の中で、なにから手をつけていいのかわからず途方にくれていた。

　そんな私たちを支えてくれたのは、外交官になるという夢を叶え、当時外務省に入省一年目だった亮一さんだった。

　彼は総合職、いわゆるキャリア外交官として霞かすみが関せきにある本省で実務をこなしながら語学研修を受けていた。

　亮一さんは多忙な中、現地の在外公館とのやり取りを一手に引き受け私たち兄妹を助けてくれた。

『大丈夫。俺がそばにいるから』

　両親を失ったショックで涙すら流せなかった私に、彼はそう言って隣にいてくれた。彼に大きな手で頭を優しく撫なでられ、私はようやく泣くことができた。

　悲しみを吐き出すように声をあげて泣き続ける私を、亮一さんはしっかりと抱きしめてくれた。

　私たち兄妹が今こうやって前向きでいられるのは、亮一さんのおかげだ。

　その後私はなんとか立ち直ったものの、両親を亡くしたショックで遅れた勉強を取り戻すことはできず、第一志望の大学に落ちた。

　そして私は夢をあきらめてしまった……。




「――日菜子ちゃん」

　柔らかな声で名前を呼ばれ、眠りから覚めた。

　体を起こそうとしたけれど、目を開けると眩まぶしくて光から逃げるようにシーツにもぐる。

　まぶたが重たい。もう少し寝ていたい。そう思いながらベッドの中で丸くなる。

　そんな私の頭上から、くすくすと笑う声が聞こえた。シーツ越しに私の頭をそっと撫でる。

「もうすぐ朝食が届くから、そろそろ起きようか」

　あれ、この声は……。

「亮一さん……？」

　くぐもった声でたずねるとゆっくりとシーツをめくられた。整った顔が私を覗き込み優しく微笑む。

　やっぱり亮一さんだ。でも、どうして亮一さんがここに？

「またお兄ちゃんにテストの勉強を教えてって頼まれたんですか？」

　きっと図々しい兄が、亮一さんに無理を言って家に呼んだんだろう。

『亮一さんだって、自分のテスト勉強があるんだから迷惑だよ』と私が注意しても、『俺は親友だから問題ない』と謎の持論を展開して胸を張っていた。

　亮一さんは優しくて人がいいから、強引に頼まれると断れないんだろうな。

　いつも兄が迷惑をかけてすみません。なんて申し訳なく思っていると、亮一さんがぷっと噴き出した。

「テストって。日菜子ちゃん、寝ぼけてる？」

「え？」

「俺が高校生に見える？」

　そう言われ、ぱちぱちと瞬きをして改めて彼を見る。

　出会った頃から変わらず端正で理知的な顔をしているけれど、高校時代より大人びていて落ち着きが増していた。

　制服を着ていた頃は百七十センチ半ばくらいだった彼の身長は、今はさらに伸び百八十センチ以上あると思う。長身で細身なのに貧弱なイメージがないのは、筋肉がしっかりとついているからだろう。

　表情にも仕草にも色気があって、とても高校生には見えない大人の魅力があった。

「あれ……」

　混乱しながらシーツから出る。

　どうやら学生時代の夢を見て寝ぼけていたようだ。私は中学生ではなくもう二十四歳の社会人で、兄と同級生の亮一さんは今年で三十歳のはずだ。

　記憶を整理しながらベッドの上に座り辺りを見回すと、見覚えのない部屋にいた。

　高い天井に大きなベッド。レースのカーテンがかかった窓の向こうには、朝の街が広がっている。生活感が一切ない上品なこの部屋は多分ホテルだ。しかもリビングとベッドルームが分かれている、高級なお部屋。

　なんでこんなところにいるんだろう……。と不思議に思いながら自分の体を見下ろし、驚きで肩が跳ねた。

　私はレースがあしらわれた薄いスリップ姿だった。

　なんで服を着ていないの……!?

　自分の置かれた状況に気付いた私はパニックに陥る。

　朝起きたら亮一さんとホテルにいて、私は下着姿って……。それって、もしかして……！

　ひとりで焦る私を見て、亮一さんは冷静に言った。

「傷ついて泣いている女の子を強引に抱く趣味はないから、安心していい。雨に打たれて濡れた服のまま寝かせるわけにはいかないから、ワンピースは脱がしてクリーニングに出したけど」

「……じゃ、じゃあ昨夜はなにもなかったってことですか？」

　困惑しながら問いかける。

　亮一さんはくすりと笑い、「なにもなくて残念だった？」とちょっと意地悪な視線をこちらに向けた。

　私は慌てて首を左右に大きく振る。

「そんなに必死に否定しなくてもいいだろ」

　懸命な私を見て亮一さんが苦笑した。

「いえ、あの。寝ぼけて混乱していただけで、亮一さんが私なんかと間違いを起こすわけがないって、ちゃんとわかってますから！」

「私なんか？」

「亮一さんにとって私は、友達の妹で家族同然ですもんね」

　一瞬でもなにかあったんじゃないかと疑ってしまった自分が恥ずかしい。

　彼みたいな魅力的すぎる大人の男の人が、私を相手にするわけがない。自意識過剰にもほどがある。

「まぁ、確かに日菜子ちゃんは俺にとって家族みたいに大切な存在だけど……」

　亮一さんはそう言いながらベッドに手をつき身を乗り出した。そして私の肩に触れた。

　肌に亮一さんの指先の温度を感じ、ぴくんと背筋が跳ねる。

「ん……っ」と小さな吐息が漏れた。

「その格好は目に毒だから、上になにか羽織ってくれると助かる」

　彼は優しく微笑みながら言い、私のスリップの肩ひもを直してくれた。

　パニックになったり首を大きく振ったりしていたから、ずり落ちていたらしい。

　ということは、今までブラや胸もとが丸見えだったのでは……！

「み、見苦しいものを見せてすみません……っ！」

　慌ててシーツを引っ張り上げ胸もとを隠したけれど、動揺のあまり心臓がバクバクしていた。

　羞恥のせいで顔も首も真っ赤だし、視界もうるんでいる。もう、穴があったら入りたい。

　そんな私を見て、亮一さんが目もとを細めた。その視線が熱をはらむ。

「……そうやって恥じらいながら隠されると、じっくり追い詰めてすべて暴いてみたくなる」

　低い囁ささやきに目を瞬かせる。いつも王子様みたいに優しい亮一さんの発言とは思えない。

「え……？」

　驚いて亮一さんの顔を見た時には、いつもの柔らかい笑みを浮かべていた。

「ルームサービスがもうすぐ届くから、今のうちにシャワーを浴びておいで」

「は、はい……！」

　亮一さんの言葉に頷き、私は逃げるようにバスルームへと向かった。

　温かいシャワーを浴びながら少しずつ冷静さを取り戻す。

　昨日は康介の浮気にショックを受け、雨に打たれながらひとり橋を見下ろしていた。そこになぜか亮一さんが現れて……。

　そこからの記憶が曖あい昧まいだ。

　どうして亮一さんが日本にいるんだろう。

　彼は一年前からワシントンにある在ざいアメリカ合がっ衆しゅう国こく日本国大使館に赴任していた。

　外交官は数年ごとに本省勤務と海外にある在外公館勤務を繰り返す。今はまだ海外赴任中のはずだ。

　それなのに、こうやって出会えるなんて……。

　ものすごい偶然に驚きつつバスルームを出る。

　タオルで体を拭きながら、なにを着ればいいんだろうと辺りを見回した。

　昨夜着ていたワンピースは、亮一さんがクリーニングに出してくれたらしい。他に着るものがないとはいえ、またあのスリップ姿になるわけにはいかないし……。

　どうしようと考えていると、ふかふかのバスローブが用意されているのに気がついた。

　ありがたくお借りして、胸もとがはだけないようにしっかりと腰ひもを結ぶ。バスローブなんて着なれないから、ちょっと恥ずかしい。

　部屋に戻ると、亮一さんが私を待っていた。

「あの、亮一さんはどうして日本に……」

　たずねようとすると、「先に食事にしよう」とテーブルに案内された。

　そこには美味しそうな朝食が用意されていた。亮一さんがルームサービスで頼んでくれていたものだ。

　焼きたてのパンにおしゃれな瓶に入ったバターやジャム。彩りの豊かなサラダ。ウインナーにオムレツ、温かい湯気を立てるスープ。そして、みずみずしいフルーツ。フォアグラを使ったパテまである。

　視覚も嗅覚も刺激され、空腹だったことに気付く。そういえば、昨日のお昼からなにも食べていない。

「美味しそう……」

　思わず呟いた私を見て、亮一さんは優しく笑った。

「食欲があってよかった」

　そう言って、私のために椅い子すを引いてくれる。

「あ、ありがとうございます」

　お礼を言って席に着く。レディーファーストが身についていて、さりげない気遣いがスマートでかっこいい。

　亮一さんはアメリカに住んでいるんだもんね。この外見でエリート外交官なんだから、間違いなくモテるだろう。いつもこうやって女性をエスコートしてデートしているんだろうな。

「とりあえず食べようか」

　向かいに座った亮一さんにそう言われ、手を合わせる。

「いただきます」

　ホテルの朝食はどれも美味しくて、自然と顔がほころんだ。

　素材の甘みがたっぷりのスープもふわふわのパンも新鮮なお野菜も、全部美味しい。

「気に入った？」

「はい、とっても美味しいです」

　彼の問いかけに迷わず頷く。すると彼は安心したように表情を緩めた。

「あ、そうだ。昨日のことを聞きたかったんです」

　私はフォークを持つ手を止めてたずねる。

「どうして亮一さんは日本にいるんですか？　ワシントンに赴任しているはずなのに」

「あぁ。ちょっと用事があって一時的に帰国していたんだ。こちらにいるのは数日で、すぐにまた向こうに戻る」

「お仕事の用事ですか？」

　亮一さんは「いや、私用だけど詳しい話は……」と言葉を濁した。

　私には言いたくないことなのかな。距離を置かれたような気がして、少し寂しく感じる。

「車で走っていたら、橋の上に日菜子ちゃんらしき人影を見つけた。胸騒ぎがして車を停めて駆け寄ったんだけど、土砂降りの雨の中ひとりで川を見下ろして、いったいなにをしていたんだ？」

「それは、その……」

　ごまかそうとしていると、強い視線を向けられ肩が揺れた。

「もしかして、川に飛び込もうとしていた？」

　彼の言う通りあの時の私は、川に身投げをしたら楽になれるかもしれないと考えていた。

「……すみませんでした」

　私が素直に謝ると、亮一さんはゆっくりと息を吐き出す。

「もう二度とあんなバカなことはしないと約束してくれ」

　厳しい口調から、彼が私を心配してくれているのが伝わってきた。亮一さんの優しさを感じながら「はい」と頷く。

「話を聞いたら彼氏に浮気されてかなりショックを受けているようだったし、雨に打たれてずぶ濡れだったし。このまま家に連れて帰ったら彰あきらが心配して大騒ぎするだろうから、とりあえずホテルに泊まることにしたんだ」

　彰というのは私の兄だ。亮一さんは兄が私に対して過剰なくらい心配性なのを知っているから、気を使ってくれたんだろう。

「ごめんなさい、迷惑をかけて」

「気にしなくていい。迷惑だとは思っていないから」

「でもこんな高そうなお部屋……」

　一泊いくらするんだろう。

　この朝食も豪華だし、私に払えるんだろうかと心配になる。

　部屋を見回していると、亮一さんは私の不安を見透かすように小さく笑った。

「日菜子ちゃんに払わせるわけないだろ。俺がしたくてしたことだ」

　こんなに迷惑をかけたのに、ひと言も責めずにホテル代まで払ってくれるなんて。本当に亮一さんは懐が深すぎる。

「――で、彼氏に振られて仕事も辞めることになったって？」

　そうたずねられ、現実に引き戻される。私は力なくうなだれた。

「そもそも俺は日菜子ちゃんに彼氏がいたことも知らなかった。彰はなにも言ってなかったけど」

「お兄ちゃんは反対していたんです。『大事な妹と付き合っているのに挨拶にもこない男は認められない』って」

「同感だな」

　亮一さんは険しい顔で頷く。私が中学生の頃から知っているから、妹のように思ってくれているんだろう。

「彼が来年には結婚しようって言ってくれて、近いうちに兄にも挨拶をしに来る予定だったんですけど……」

「結婚の約束をしていたなら、立派な婚約破棄だろ。訴えないのか？」

「約束といってもただの口約束ですし、私にも問題があったので」

「日菜子ちゃんに問題が？」

　私の言葉に亮一さんは納得できないというように眉を上げる。

「まじめで頭が固いから、彼は私と一緒にいても楽しくなかったみたいです」

「まじめなのは短所じゃなく長所だし、一緒にいる時間を楽しめないのは片方だけの問題じゃない。そんなくだらない理由で婚約破棄なんてありえない」

　すぐさま反論され、「でも、それだけじゃなく……」と口走ってしまった。

　あ、と思って口をつぐんだけれど、亮一さんはその動揺を見逃さなかった。

「それだけじゃないって。他になにが？」

　彼はこちらに鋭い視線を向ける。

　なにがって。そんなの言えるわけがない……。

　言い訳を考えていると、亮一さんがじっと私を見つめた。

「人は嘘をついたりごまかそうとしている時に、よく右上を見る」

　その言葉にぎょっとする。今まさに、私の視線は右上の天井に向けられていたから。

「な……、なんで」

「俺は外交官として、腹に一物抱えた厄介な政治家や要人たちをいつも相手にしているんだ。君の考えていることなんて簡単に見抜ける」

　その言葉に唇を噛む。確かに、頭の回転が速く観察眼の鋭い亮一さんを相手に、嘘でごまかそうとしても無駄だろう。

　私は観念して口を開く。

「わ、私は反応が悪いし声も出さないから彼は不満だったみたいで……」

「反応？」

「その、……ベッドの中で」

　私はうつむいて小さな声で言う。すると向かいに座っている亮一さんが大きなため息をついた。

　おそるおそる顔を上げると、彼はテーブルに肘をつき片手で額を覆っていた。

「……バカか」

　怒りを押し殺すような低い声で呟かれ、私は青ざめる。

「すみません。こんな話、聞きたくないですよね」

　慌てて謝ると、亮一さんは顔を上げた。

「そんなバカげた話、真に受けなくていい」

「でも……」

「日菜子ちゃんが悪いんじゃなく、その男が下手なんだ」

　冷たく吐き捨てられ「下手？」と目を瞬かせた。

「どうせそいつは自分さえ気持ちよければいいって、相手のことを考えない身勝手な行為をしていたんだろ」

「そう、なんですかね……」

　他に比べる相手がいないから、私にはどちらの言い分が正しいのかわからない。困惑していると、低い声で呟かれた。

「今まで彰に遠慮して見守るだけで我慢してきたけど、そんなくだらない男に泣かされるくらいなら、俺が奪ってしまえばよかった」

「それって……」

　どういう意味だろうと混乱する。

「確かめてみるか？　元カレと俺。どちらが正しいか。俺なら必死に声をこらえる日菜子ちゃんをぐずぐずに甘やかして、恥じらいを忘れるくらい気持ちよくさせてやれる」

　いつも兄のように私に優しくしてくれる彼のものとは思えない言葉だった。

　こちらを見つめる亮一さんの匂い立つような男の色気に息をのむ。煽せん情じょう的なまなざしが艶っぽくて、心臓がドキドキと音を立てた。

「あの、その……っ」

　どんな反応をすればいいのかわからずにパニックになっていると、亮一さんがふっと息を吐き表情を緩めた。

「なんてね」と付け足され、冗談だったんだと拍子抜けして脱力する。

　そうやってからかわないでほしい。私は亮一さんと違って、恋愛慣れしていないんだから。

　心の中で文句を言っていると、スマホが震える音が聞こえてきた。

「あ、すみません。スマホが鳴ってるみたいなので……」

　立ち上がりバッグからスマホを取り出す。兄から着信があったようだ。

「彰から？」

「そうです」

「昨夜から何度か着信があったようだから、心配してるんじゃないか」

　確認すると確かに昨日の夜から何度も着信があった。それから私を心配するメッセージも。

「しまった。お兄ちゃんに連絡するのを忘れてた……」

　外泊する時は必ず連絡を入れろ。そう兄に約束させられていた。

　私はもう二十四歳で恋人もいるんだからそんなに干渉しなくてもいいじゃない、と何度も口論になったけれど、いつも『心配なんだ』のひと言で押し切られてしまう。

　案の定、画面には【どこにいるんだ】とか【何時に帰るんだ】とか【なにかあったのか】とか、心配性の兄からのメッセージが並んでいた。

「きっと今頃怒ってるだろうな……」

　ため息をついて頭を抱える。

　私が帰ってくるのを今か今かと待ち構えているだろう。想像するだけで背筋が冷たくなった。

「相変わらず彰は心配性だな」

　背後からの声に驚いて振り向く。いつの間にか亮一さんが私のうしろに立っていた。

「そういえば、どうして日菜子ちゃんは外交官になる夢をあきらめたんだ？」

　突然の質問に戸惑いながら答える。

「第一志望の大学に落ちてしまったからです」

　外交官のほとんどは名門大学出身者だから、受験に失敗した私は外交官をあきらめたのだ。

「でも、専門職や一般職ならそこまで出身大学にはこだわらない。日菜子ちゃんが卒業した大学なら可能性はあったはずだ」

「それは、そうなんですけど……」

「本当は、彰のためだろ」

　核心をつかれ言葉に詰まる。

「もともと過保護だった彰は、ご両親が海外で亡くなってさらに心配性になった。外交官になれば、治安の悪い国や地域に赴任することもある。日菜子ちゃんがそんな職につくことを許すはずがない」

「はっきりダメだと言われたわけじゃないんです。ただ、私がこれ以上兄を心配させたくないと思って……」

「それで夢をあきらめた？」

　亮一さんの問いかけに無言でうつむいた。

　小さな頃から海外で暮らすことに憧れていた。

　最初は漠然とした外国への憧れを抱いていただけだったけれど、亮一さんが外交官を目指していると知りその思いは強くなり明確な夢になった。

　でも……。

　両親が海外で亡くなった時のことを考えて肩を落とす。

　事故の連絡を受けた瞬間の衝撃。遠い国にいる両親のもとに駆けつけられないもどかしさ。はっきりとした安否もわからないまま過ごした不安な夜。そして、亡くなったと伝えられた時の絶望感。

　感情がめまぐるしく揺さぶられ疲ひ弊へいした中で、身元の確認の依頼や遺体の搬送の手続きをしなければならなかった。

　もし私が外交官になり、万が一海外赴任中に外国で亡くなるようなことになれば、また兄に同じような思いをさせることになる。

　そう考えると、外交官を目指すとはとても言えなかった。

　けれど、海外への憧れを捨てきることもできず、複雑な気持ちで挑んだ就職活動は失敗続きだった。

　今は契約社員として働いているけれど、その仕事も来月には辞めることになってしまった。どこまでも中途半端な自分が情けなくなる。

「本当に、日菜子ちゃんはお人よしだし、彰は過剰なくらい心配性だし……」

　私の話を聞いた亮一さんは大きくため息をついた。

「この様子じゃ、婚約破棄されたことを正直に話したら彰は大激怒するだろうな」

「そう、ですよね」

　結婚を約束していた彼氏に浮気され仕事も辞めることになった、なんて言ったらどうなるか。想像するだけで頭が痛くなる。

「日菜子ちゃんが心配だって言って、今以上に過保護になりかねないな」

「そうなったら、お兄ちゃん一生独身かも……」

　そんなのいやだと嘆く私に、亮一さんが首を傾げた。

「一生独身ってどういう意味だ？　彰にはちゃんと恋人がいるのに」

　亮一さんは帰国した時はよく我が家に顔を出してくれるから、兄の恋人である早苗さんとも面識がある。ふたりが四年も付き合っていることも知っている。

「お兄ちゃんが『日菜子をひとりにして自分だけが結婚するなんて、天国の両親に申し訳ない』って、早苗さんとの結婚を先延ばしにしているんです」

「なるほど」

「兄と早苗さんには私を気にせず結婚して幸せになってほしいのに……」

　自分がふたりの結婚の障害になっているのかと思うと、申し訳なくなる。

「そう思うなら、まず日菜子ちゃんが結婚して彰を安心させてやればいい」

　亮一さんの提案に顔をしかめた。

「結婚って。恋人に振られたばかりで相手がいません」

「相手ならいるだろ」

「どこにですか？」

「ここに」

　ここにいるのは、私と亮一さんだけだ。それなのに結婚相手がここにいるなんて。いったいなにを言っているんだろう。

　私が不思議に思っていると、亮一さんが苦笑した。

「こんなにはっきり口説いているのに、鈍感だな」

「口説く……？」

「だから、俺と結婚しようと言っているんだ」

「え……っ？」

　予想外すぎる発言に、声が上ずった。目を丸くして亮一さんの整った顔を凝視する。

「それとも、俺が結婚相手じゃ不満か？」

「ふ、不満なんて……」

　亮一さんに不満があるわけがない。

　だって、亮一さんは超エリートの外交官で、優しくて頼りがいがあって紳士で、しかもこの外見。欠点が見つけられないどころか、どこをとっても百点満点のハイスペックな男の人だ。

「よかった。じゃあ結婚しよう。さっそくこれから彰に挨拶に行くか」

　まるで天気がいいから散歩に行こうと提案するような気軽さで話を進める。

　私は頭が混乱していてまったく理解できなかった。

「ま、待ってください！　そんなことしたら彼女が怒るんじゃ……」

「彼女って、誰の？」

「亮一さんのですよ」

　こんなにかっこよくて有能な彼に、恋人がいないはずがない。私がそう主張すると、亮一さんは小さく肩を上げた。

「いないよ。残念だけど」

「嘘。たまたま別れたばかりとか……？」

「いや、外務省に入省してからまったく」

　彼が入省してからということは、八年間も彼女がいないの？

　こんな魅力的な男の人を、女性が放っておくとは思えないのに。

「亮一さんは彼女をつくらない主義なんですか？」

「外交官は忙しいし年単位で海外に赴任する。仕事に集中していたら、あっという間に八年がたっていただけだ」

　確かに、普通の会社員とは違って頻ひん繁ぱんに海外に行かなくてはならない外交官は、女性とお付き合いするのは大変なのかもしれない。

「彰には元カレに裏切られたことは話さず、結婚の約束をしていた相手は俺だってことにしよう」

「兄を騙だますんですか？」

「正直に話して彰の心配性を悪化させるのと、嘘をついて安心させるのとではどちらがいい？」

「それは……」と口ごもる。

　そのふたつから選べと言われたら、圧倒的に後者だけど……。

「でも、私たちは付き合ってもいないのに、結婚するなんておかしいと思います」

「どうして？」

「結婚って好きな人同士がするものじゃないですか」

　私の言葉を聞いた亮一さんは、ぷっと噴き出した。

「日菜子ちゃん、かわいいね」

　甘い視線を向けられて、頬が熱くなる。

　ものすごく子どもっぽいことを言ってしまったと気付き、恥ずかしくなった。

「俺は日菜子ちゃんが好きだよ」

　その言葉にドキッとしたけれど、必死に冷静になろうと深呼吸をする。亮一さんの『好き』は、妹や家族に向けての好きだ。恋愛感情ではない。

「それに、お互いの利害や条件を重視して結婚するのは珍しくない」

　確かに、今はお見合いパーティーやマッチングアプリなんかを使って、お互いの条件や好みを知った上で結婚相手を探す方法が増えている。

「じゃあ、亮一さんにもなにかメリットがあるんですか？」

　私の問いかけに亮一さんは頷いた。

「俺はあと三年はアメリカ赴任が続く。できればその間アメリカに来て、妻として一緒に暮らしてほしい」

「私がアメリカに……？」

「あぁ。今の会社の雇用契約が切れるのは九月末なんだろ？　アメリカに来るのは十月に入ってからでいい。日菜子ちゃんは英語が堪能だから生活には問題ないだろ」

「でも、私が妻になる必要があるんですか？」

「在外公館に赴任していると人脈を広げ、情報を得るために様々な人たちと交流する必要がある。欧米だとパートナー同伴で招待されることも多い」

「確かに、海外のお付き合いはそんなイメージがありますよね。でも人脈ってそんなに大切なんですか？」

　私の疑問に亮一さんは「もちろん」と微笑む。

「日本大使館としてアメリカ政府に要望を出しても聞き入れてもらえないことは多い。だけど、アメリカの経済界や法ほう曹そう界に影響力のある人物からの提案という形をとれば、こちらの思い通りに話が進むこともある」

「裏工作ですね」

「人聞きが悪いと言いたいところだけど、その通りだ。国益を守るためなら、使えるものはすべて使う」

　外交官という仕事の難しさを思い知る。各国の政府関係者や要人を相手に、先方の力量や他国がどう出るかを予測して最善の手段を考えなければならないのだろう。

「独り身だとその人脈を作るチャンスが限られる。そのせいもあって、早く結婚しろとあちこちから縁談を持ち込まれて困っているんだ」

　亮一さんはどうしたものかと悩むようにため息をつく。

　こんなにかっこよくてしかもエリート外交官の亮一さんなら、結婚したいと思う女性も、娘と結婚させたいと思う親も山ほどいるだろう。

　たくさんの縁談が持ち込まれるのも納得できる。

「それは大変そうですね」

「上司やお世話になった人たちから持ち込まれる縁談を、理由もなく断り続けるのは心苦しいし気を使う。その上、両親まで見合いをしろと言い始めた」

「もしかして今回帰国したのは……？」

「あぁ。見合いをするためだ。なんとかして断るつもりではいたが」

　そうだったんだと納得する。

「こうも頻繁に縁談を持ち込まれては、仕事に集中できない。かといって、結婚する気もないのに見合いをするのも相手に失礼だろ」

「私と結婚すれば、その悩みが解決するんですね」

　突然私との結婚を切り出した理由を知って腑ふに落ちる。

　亮一さんは優しいから、持ち込まれた縁談を断るたびに申し訳なく感じているんだろう。私も人の誘いやお願いを断るのが苦手だから、その気持ちがすごくわかる。

　それに、幼い頃から知っていて家族みたいに思っている私なら、まったく知らない女性と暮らすより気が楽だと考えたのかもしれない。

「でも、私がアメリカで暮らすなんて……」

「彰が心配する？」

　亮一さんの問いかけに頷く。あの過保護な兄が、結婚して海外へ行くことをすんなり認めてくれるとは思えない。

「日菜子ちゃんは彰を心配させたくないんだろうけど、あいつもいい加減妹離れした方がいい。このままじゃ、早苗さんに捨てられるぞ」

「……それはそうですよね」

　早苗さんは優しい人だけど、このまま妹の私を理由に結婚を先延ばしにされ続けたら、愛想をつかすに違いない。

　兄のためには無理やりにでも距離を置いた方がいいかもと思い始めた。

「俺と結婚すれば日菜子ちゃんは過保護な兄から自立できる。俺は縁談を持ち込まれなくなり仕事に集中できる。お互いの利害は一致しているだろ」

「ようするに、契約結婚ってことですか？」

　理解した私がたずねると、亮一さんが微笑んだ。

「そういうことだ。結婚の期間は俺がアメリカに赴任している間の三年間。帰国して日菜子ちゃんが望むなら、この契約は解消し離婚していい」

「でも……」

「不安ならきちんと契約書を作ろう。別れる時は財産分与として相応の金額を渡す。帰国後の生活の心配はしなくていい」

「財産分与なんて必要ないですし、契約書も作らなくてもいいですけど……。私と離婚したらまた縁談が持ち込まれて困るんじゃ？」

「その時は、別れた妻のことを愛していて他の女性との結婚は考えられないと断るよ」

　確かに亮一さんの提案は筋が通っているしお互いにメリットがある。むしろこれ以上ない最善の策に思えた。

　亮一さんが真剣なまなざしをこちらに向ける。綺麗な黒い瞳に見つめられ、吸い込まれそうになる。

「日菜子ちゃん。俺と結婚しよう」

　甘い声で囁かれ、頬が熱を持っていく。彼の端正な顔に見とれそうになりハッとした。

　落ち着け、落ち着け。これはただの契約結婚なんだから。自分に言い聞かせ、大きく息を吐いてから答える。

「わ、わかりました。お互いの利害のための契約結婚、お受けします」

　私がそう言うと、亮一さんは満足したように微笑んだ。

「よし。じゃあ食事を終えたら買い物に行こうか。日菜子ちゃんの着替えを買いたいし、準備しなきゃいけないものもあるし」

「準備しなきゃいけないもの……？」

　楽し気な亮一さんを見上げ、いったいなんだろうと首を傾げた。










嘘だらけのご挨拶




「亮一と日菜子が結婚……!?　しかも一カ月後に日菜子をアメリカに連れていくだと!?」

　家中に兄の大きな声が響いた。あまりの音圧に、リビングの隅にある仏壇のお線香の煙がゆらいだ気がした。

　びくっと肩を竦すくめた私の隣で、亮一さんはまったく動じず背筋を伸ばしたまま頷く。

「あぁ。今回は彰の許しを得て日菜子ちゃんと籍を入れるために日本に帰って来た」

　本当はご両親からお見合いしろと命じられて帰国したのに、亮一さんはさらりと嘘をつく。

　さすが外交官。顔色ひとつ変えずに嘘をつくなんて。腹の内を見せずに交渉することに慣れているんだろう。

　契約結婚すると決めてから、亮一さんの行動は早かった。私のスマホから兄に連絡を入れ、これから結婚の挨拶に行くと宣言したのだ。

　それからふたりで下準備をして、我が家へとやって来た。

　今リビングには亮一さんと私、テーブルを挟んで兄と恋人の早苗さんが向かい合って座っていた。

　私の家は両親が生きていた頃から住んでいる一軒家だ。家族が半分になった今では使われていない部屋も多く、がらんとしていて少し寂しい。

「待ってくれ。お前たちが付き合ってるなんて、はじめて聞いたぞ」

　兄に鋭い視線を向けられ、私は緊張しながら口を開く。

「一年前から付き合ってる人がいるって話してたじゃない。結婚も考えてるって」

「それが亮一？」

「そうなの。黙っててごめんなさい」

　私の家に来る前にふたりで話し合い、一年前から付き合っていたのは亮一さんだったということで話を合わせた。

「会社の先輩だって言ってなかったか？」

「それは、相手が亮一さんだって言うのは恥ずかしくて、つい嘘を……」

　この苦しい言い訳を兄は信じてくれるだろうか……と不安になっていると、隣に座る亮一さんが私を安心させるように微笑む。

「日菜子ちゃんから俺と付き合ってると聞いたら彰は驚くだろうから、ふたりそろって直接説明したかったんだ」

「でも、亮一はずっとアメリカに行っていただろ。いつの間に」

　疑うような目を向けられ、思わず表情が強張る。そうだよね。そこを疑問に思うのは当然だ。

「日本にいた頃からずっと日菜子ちゃんが好きだった。アメリカに行ってからもメールや電話で連絡を取り合って、必死に口説き続けたんだ」

　彼の説明を聞いて顔が紅潮する。こんなに素敵な亮一さんが私を口説き続けるなんてありえないのに。平然と言ってのける彼は心臓が強すぎる。

「それじゃあ、付き合ったといってもほとんど会えなかっただろ。そんなの恋人といえるのか」

「無理やりスケジュールを調整して、短期間だけ帰国してデートをしたりしていたよ。な、日菜子ちゃん」

　話を振られた私は、慌てて「そうなの」と首を縦に振る。

「亮一さんは忙しいのに私のために会いに来てくれたし、頻繁に電話もしてくれたし。遠距離だったけど、ちゃんとお付き合いしてたよ」

　たどたどしく言ったけれど、兄の顔には納得できないと書いてあった。やっぱりこの設定、無理があるんじゃ……。

　不安になりかけた時、「まぁまぁ、おめでたい話なんだからいいじゃない！」と明るい声が響いた。

　声の主は兄の恋人の早苗さんだ。ショートカットで快活な印象の彼女は、にこにこ笑いながらその場の空気を和ませてくれる。

「ごめんね、日菜子ちゃん。彰が文句ばっかり言って。かわいい妹をとられるのが寂しくてすねてるのよ」

「すねてるわけじゃない！　ただ俺は、急に結婚なんて怪しいと思って……」

「日菜子ちゃんの左手を見てみなさいよ。あんな豪華な婚約指輪をつけているのよ。嘘なわけないじゃない」

　その言葉に、兄の視線が私の左手に向けられる。

　そこには大きなダイヤがついた指輪がはめられていた。

「ね、日菜子ちゃん。指輪見てもいい？」

　好奇心で顔を輝かせる早苗さんに、「はい」と頷いて左手を差し出す。

「これ、高級ブランドの指輪でしょ。こんな立派なの、よっぽどの覚悟がないと買えないわよ」

　キラキラと光を反射する指輪を見て、早苗さんはため息を漏らす。

　早苗さんにつられて私も自分の左手に視線を落とした。左手の薬指にはまった婚約指輪を見ながら、亮一さんとのやり取りを思い出す。




『準備しなきゃいけないものがある』と言う亮一さんに連れられやってきたのは、有名ジュエリーショップだった。

　高級感のある入り口を前に、私は戸惑いながら亮一さんの顔を見る。

『準備しなきゃいけないものって、まさか……』

『結婚の挨拶に行くなら、指輪は必要だろ？』

　なんのためらいもなく店内に入ろうとする亮一さんを、慌てて引き留めた。

『待ってください。契約結婚のために婚約指輪を買うなんて、もったいないです！』

『これから結婚の許しを請いに行くんだから、指輪くらいしていないと説得力がない』

　亮一さんはそう言うと、私の腰を抱き重厚感たっぷりの扉を開ける。

　そして出迎えてくれたスタッフに、『おすすめの婚約指輪をいくつか、値段がわからないようにして持ってきてほしい』とお願いした。

　なんでそんなことを頼むんだろう。不思議に思いながら案内されたソファに座り待っていると、美しい指輪が並んだトレイが差し出された。どれも驚くほど綺麗なダイヤがついていた。

『この中から好きなのを選んでくれ』

　その輝きを見て息をのむ私に、亮一さんはとしれっと言う。

『こんな高級なお店で、値段も見ずに選ぶなんて無理です……！』

　驚いた私はお店のスタッフには聞こえないように、小声で亮一さんに抗議する。

　宝石に詳しくない私でも、ここに並ぶ指輪がとても高価だということはわかった。

　私が身を竦ませていると、彼は『わかった』と頷いてくれた。ほっと胸を撫でおろした私を見て、亮一さんがにっこりと笑う。

『日菜子ちゃんが選べないなら、一番高価な婚約指輪を買おう』

　そう宣言され、スタッフの女性は顔を輝かせ、私は一気に青ざめた。




　そんなやり取りがあり、なんとか選んだ婚約指輪が私の左手の薬指にはまっている。

　ちなみに、スマートな彼が支払いの様子を私に見せるはずもなく、この指輪の金額はわからないままだ。

「あのブランドでこのダイヤの大きさなら、七桁はくだらないわね」

　早苗さんの予想を聞いて、「ひっ」と悲鳴を漏らしてしまった。

　契約結婚のために百万円以上する指輪をぽんと買うなんて、嘘でしょう……？

　おそるおそる亮一さんを見ると、彼は穏やかに微笑むだけだった。否定しないということは、早苗さんの予想は当たっているんだろう。

　私は自分の左手を見下ろし、緊張でごくりとのどを鳴らした。そんな私の様子を見て、早苗さんが首を傾げる。

「もしかして、日菜子ちゃんこの指輪の値段知らなかったの？」

「ね、値段は見ずに選んでって言われたから……」

「高級ブランド店で値段を気にせずお買い物させてくれるなんて、さすがエリート外交官ね」

　はしゃぐ早苗さんを見ながら、亮一さんに耳打ちする。

「すみません亮一さん。こんな高価なものを……」

「いや。日菜子ちゃんがよろこんでくれるなら、安いくらいだよ」

　さらりと言われ心臓が跳ねた。きっと私は顔が真っ赤になっているに違いない。

　その様子を見ていた兄が、険しい表情で口を開いた。

「……なぁ。結婚したいって言うわりには、他人行儀じゃないか？」

　その言葉に、ぎくっと肩が震える。

「そ、そんなこと……」

「だって日菜子ちゃんって呼び方も昔のままだし、日菜子なんて亮一に対して敬語だし。妙によそよそしい」

　さすがお兄ちゃん……。と冷や汗をかく。

　焦る私とは対照的に、亮一さんはまったく動じなかった。

「今は彰の前だから、気を使っているだけだ」

　平然とそう言い、「いつもはもっといちゃいちゃしてるよな、日菜子」と私に笑いかける。

　はじめて名前を呼び捨てにされ、心臓がきゅんっと音をたてた。

「俺に名前を呼ばれただけで、真っ赤になるなんて。日菜子は本当にかわいいな」

　さらに甘い声で言われ、頭に血が上る。

「だ、だって……っ」

　慣れてないから、とは言えずに口ごもる。その動揺を楽しむように、亮一さんが私の耳もとでたずねる。

「だって、なに？」

「ええと」

「どうして赤くなっているか、教えて？」

「それは……っ」

　私は必死に取り繕おうとしているのに、彼はわざと追い詰めてくる。

　お願いだからもう許して、と思いながら眉じりを下げて見つめても、彼は追及をやめてくれなかった。

「ほら」と色っぽい視線で見つめられ、私は覚悟を決めて口を開く。

「……赤くなっちゃうのは、亮一さんが好きだからだよ」

　頬を熱くしながらそう言うと、亮一さんが黙り込んだ。額に手を当てうつむき、「やばい……」とちいさなうめき声を漏らす。

　そしてそのまま黙り込んでしまった。

　その場に沈黙が流れ、どうしていいのかわからなくなる。

「ちょっと、亮一さん。人が勇気を出して好きって言ったのに、どうして黙り込んじゃうの？」

　私にだけ恥ずかしい思いをさせるなんてひどい！

　憤ふん慨がいした私が真っ赤になっていると、亮一さんは顔を上げ「ごめんね」と甘く微笑んだ。手を伸ばし私の頭を撫でる。

「日菜子がかわいすぎて押し倒したくなったから、必死にこらえてた」

「な……っ！」

　予想外の返答に、私は口をぱくぱくさせる。

「お、お兄ちゃんの前で押し倒すとか言わないでっ」

「わかってるよ。ふたりきりになってからな」

　亮一さんは私のあごをすくいあげ、至近距離で見つめながら囁く。

「そうじゃなくて！」

「じゃあ、日菜子は今すぐ押し倒してほしいのか？」

「ちが……っ！」

　そんなやり取りをしていると、それまで沈黙していた兄が小刻みに震え出した。

　なんだろうとふたりで兄の方を見る。

「俺の前でいちゃいちゃするなぁっ！」

　センターテーブルをひっくり返しそうな勢いで怒鳴られた。思わず身を固くした私の肩を、亮一さんが安心させるように抱いてくれる。

「彰、大声で怒鳴るのはやめろ。日菜子がおびえるだろ」

「なに言ってんだ。大事な妹をたぶらかしやがって！　絶対に結婚は許さないし、アメリカになんて行かせないからな！」

「どうして」

「危ないからだよ！　海外より日本にいる方がずっと安全だ」

「じゃあ聞くが、安全な国にいれば幸せになれるのか？」

「当たり前だろ。俺は日菜子のことを思って……」

「お前より俺の方が、ずっと日菜子を大切に思ってる」

「なんだと……っ！」

　兄が拳を握って立ち上がる。

　今日は結婚を許してもらうために来たのに、どうして亮一さんは兄を煽るようなことを言うんだろう。

　このままじゃ殴り合いのけんかになるんじゃ……。ハラハラしている私の隣で、亮一さんが冷静な口調で言った。

「俺は、心配だからって理由だけで、日菜子を縛りつけたりしない」

　その言葉に、兄の勢いが止まった。

「お、俺は日菜子を縛りつけてなんて……」

「縛りつけているだろ」

　動揺を見せた兄に、亮一さんは容赦ない言葉を重ねる。

「彰の行動は日菜子のためじゃなく、自分が安心するためのエゴだ」

「エゴだと……？」

「おじさんとおばさんの事故は本当に残念だった。だけど、日本にいたって交通事故に巻き込まれる可能性はいくらでもある。あの事故はお前のせいじゃない」

　その言葉に兄の肩が大きく震えた。さっきまでの剣幕が嘘のようにうつむき、力なくソファに腰を下ろす。

　兄のせいじゃないって……。亮一さんの発言の意味がわからない私は、眉をよせ兄を見つめる。

「お兄ちゃん。それは、どういう意味……？」

　私がたずねると、兄は「なんでもない」と固い声で言った。

「なんでもないわけないじゃない。なにか隠してるの？」

　それでも兄は口を閉ざしたままだった。その様子を見た亮一さんは、息を吐き出した。

「そうやって、これからもなにも言わずに日菜子を手もとに置き続けるつもりか？　ひとりで後悔し続けるのは勝手だが、お前は日菜子を必要以上に過保護に守ることで自分の罪悪感を紛らわそうとしているだけだろ」

　亮一さんは厳しい口調で兄を責める。いつも穏やかな彼らしくない、わざと相手を傷つけようとする辛しん辣らつな言葉だった。

　ふたりは親友のはずなのに、どうしてこんなことを言うんだろう。

「亮一さん、お兄ちゃんが過保護なのは私が頼りないから……」

　黙っていられず兄をかばおうとすると、「違う」と絞り出すような声がした。

「日菜子が頼りないからこんなに過保護だったわけじゃない。亮一の言う通り、俺のエゴだ。日菜子を手もとに置いて守ることで、ずっと抱えてきた罪悪感をはらそうとしていただけなんだ」

「罪悪感って……？」

　兄はなにに対してそんなに後悔しているんだろう。

「……あの旅行は、俺がすすめたんだ」

「あの旅行って、お父さんとお母さんの海外旅行？」

　私の問いかけに、兄が視線を落としたまま答えた。

「大学を卒業して、就職して。はじめてもらった給料で両親になにかプレゼントしたいと思った。前からふたりが海外旅行したがっていたのを知っていたから、少しは旅費を出すから行ってこいって背中を押したんだ」

　そうだったんだ。そんなこと知らなかった。

「俺があんな提案をしなければ、おやじもおふくろも死なずにすんだんだ。俺のせいで事故にあった。だから、ふたりはきっと俺を恨んでる……」

　兄が過剰なくらい心配性だったのは、その後悔があったからなんだ。

　自分のせいで両親が死んだと思い込み、私まで失ったらどうしようとずっと不安だったんだろう。これまでのことがすとんと腑に落ちると同時に、怒りもわいてくる。

　唇を噛み、目じりに浮かんだ涙を拭う。

　そして私は息を吸い込み口を開いた。

「お兄ちゃんのバカ！」

　感情のままに吐き出した言葉に、兄がびくりと震えた。

「どうしてひとりで抱え込んで話してくれなかったの？　私がお兄ちゃんのせいだって責めるとでも思ってた？」

「それは……」

「お父さんもお母さんも、お兄ちゃんのことを恨んでるわけない。ずっと行きたかった旅行ができて、しかも息子に背中を押してもらえて、幸せだったなって思ってるよ。だって家族なんだから、恨むわけないじゃない」

　私が必死に言うと、兄はゆっくりと顔を上げこちらを見た。

「……怒ってないのか？」

　兄の問いかけにすぐさま「怒ってるよ！」と言い返す。

「旅行をすすめたことじゃなく、お兄ちゃんがひとりで悩んでいたことに怒ってる。たったふたりの兄妹なのに、お兄ちゃんの苦しさに気付いてあげられなかった自分にも怒ってる」

　両親が亡くなった時の喪失感や悲しみを思い出す。兄はその上、ひとりで後悔と罪悪感を抱えてきたんだ。

　それがどれだけつらくて苦しかったか。想像するだけで胸が痛くなる。

　言いながら涙が溢れてきて、声が震えた。それでも一生懸命気持ちを伝える。

「お兄ちゃんは本当に過保護すぎるよ。ひとりで抱え込まないで、もっと私を信用して」

　兄は驚いたように目を見張る。そして「……悪かった、日菜子」と涙声で呟いた。

「でも、正直に言ったら日菜子に嫌われるんじゃないかと思って怖かったんだ」

「たったひとりのお兄ちゃんなんだから、嫌うわけないよ」

　私がそう言うと、兄の肩が震えた。

「日菜子ちゃんはもう立派な大人なんだから、心配しなくても大丈夫よ」

　兄の隣に座る早苗さんが、優しくそう言って肩を叩く。

「それに、こんなに頼もしい旦那様もいてくれるわけだし」

　早苗さんの視線が亮一さんに向けられると、兄の顔がとたんに不機嫌になった。

「頼もしい旦那様って、俺はまだふたりの結婚を許したわけじゃないからな！」

「それならそれでいい。婚姻は当人同士の合意があれば成立するんだ。シスコンの兄の許可は別に必要ない」

　亮一さんにしれっとあしらわれた兄は、「俺はシスコンじゃない……！」と顔を真っ赤にする。

「日菜子、本当にこんな男と結婚するのか!?　こいつ、優し気な顔をしてるけど本性はひどい男だぞ！」

「わぁ、妹の恋人を貶けなすなんて最低ね。そもそも妹が心配すぎて自分が結婚できない男なんて、シスコン以外のなにものでもないじゃない」

　早苗さんに切り捨てられ、兄は情けなく眉を下げた。

「そんな……」

「反対ばかりしていると、ふたりに駆け落ちされちゃうわよ。嫌われたくないなら、日菜子ちゃんの門出を祝ってあげなさいよ」

「それに、いい加減シスコンを卒業しないと早苗さんに捨てられるぞ」

　亮一さんと早苗さんからの視線を受けた兄は、「うぐ……」と口ごもる。ふたりの正論に返す言葉を見つけられないんだろう。

　しばらく黙り込んだ後、意を決したように顔を上げこちらを見た。

「日菜子は本当に、亮一を愛しているのか？　一生を添い遂げようと思えるくらい？」

　念を押すように問われ、胸の辺りに痛みを感じた。

　私と亮一さんの間に恋愛感情はない。お互いの利害のために結婚をするだけだ。しかも一生を添い遂げるどころか、三年後には離婚する予定だ。

　こんなに心配してくれる兄を騙しているんだ……。

　罪悪感に襲われ思わず視線を落とすと、私の手が温もりに包まれた。

　驚いて顔を上げる。隣に座る亮一さんの手が私の手に重なっていた。彼はこちらに向かって安心させるように微笑み、そしてまっすぐに兄を見つめる。

「俺たちはちゃんと愛し合っている。日菜子は俺が一生かけて幸せにするから、結婚を許してほしい」

　穏やかだけど決意が込められた声だった。凛りんと前を向く彼の姿を見て胸が高鳴る。

　これは兄を納得させるためだけの嘘だってわかっているのに、どうしようもなくドキドキしていた。

「わ、私も、亮一さんを愛してるの。これからはふたりで助け合って生きていきたいと思ってる」

　私がたどたどしく言うと、重なった手がぴくりと動いた。どうしたんだろうと亮一さんの顔を見る。

　その横顔はわずかに赤らんでいた。

「亮一さん、頬が赤いけど暑い？」

　部屋の温度を下げた方がいいかなと思いながら小声でたずねる。彼はこちらを見て苦笑いを浮かべた。

「悪い。照れながら愛してるって言う日菜子がかわいくて動揺した」

　そう耳打ちされ、私の方がドキッとしてしまう。

「う、嘘つき」

　思わず亮一さんを睨んだ。

　世界各国の要人と対等に渡り合い難しい交渉をまとめるエリート外交官が、こんなことで動揺を見せるわけがない。

「嘘じゃないよ。本当にかわいくて困ってる」

　亮一さんに誘うような色っぽい視線を向けられ鼓動が速くなる。思わずうつむくと、重なった手をぎゅっと握られた。

　指が絡みますます動揺していると、「あー、もうわかった！」と兄が怒鳴った。

「わかったから、そうやっていちゃいちゃするな！」

　兄の言葉を聞いて、亮一さんが握っていた手を離した。

「納得してもらえてよかったよ」

　亮一さんは何事もなかったかのように、平然と微笑む。

　こんなにすんなりと切り替えられるなんて。やっぱり、兄を納得させるための嘘だったんだ。

　ちゃんとわかっているはずなのに、少し拍子抜けしてしまう。私だけが振り回されていて、ちょっと悔しかった。




「なんとか結婚を許してもらえてよかったですね」

　リビングから私の部屋に移動し、亮一さんとふたりきりになった。私はほっと息を吐く。

　私の部屋にはソファがないのでベッドに座ってくださいと亮一さんにすすめたけれど、『さすがにそれは』と断られてしまった。なので私たちは床に敷いたラグの上に座っている。

「これで、一カ月後にはアメリカで一緒に暮らせるな」

　すべて予定通りに運び、余裕の笑みを見せる亮一さんを睨む。

「それにしても亮一さん、嘘をつくのがうますぎです。本当に愛されているのかなって、勘違いしそうになりました」

「本気にしてくれてかまわない」

「そういうことを平然と言うところがうますぎるんです……っ！」

　亮一さんはずっと彼女がいなかったらしいけど、この調子じゃたくさんの女性を勘違いさせているんじゃないだろうか。

「それにしても、兄がずっと罪悪感を抱えてきたなんて知りませんでした」

「今まで黙っていて悪かった」

　そう謝られ、首を横に振る。

　亮一さんは、事故直後に兄から打ち明けられたそうだ。けれど両親の死に悲しみ憔しょう悴すいしていた私を見て、今は黙っていた方がいいと見守り続けていてくれた。

「私も事故直後に知らされていたら、混乱して兄を責めていたかもしれません。できればもう少し早く教えてもらいたかった気もしますけど、これはこれでよかったのかも」

「そう言ってもらえてよかった」

「亮一さんは、兄に素直な気持ちを吐き出させるために、わざと辛辣な言葉を選んだんですね」

　多分、亮一さんが頭を下げて結婚の許しを請い続けても、頑固な兄は首を縦に振らなかったと思う。

　けんかをふっかけるような真似をして。兄の感情を揺さぶりずっと隠していた後悔をさらけ出させた。そうして兄もようやく素直になり結婚を許してくれた。

　亮一さんはそれを見越してあんなやり方をしたんだろう。本当に交渉上手だ。

「結婚を認めてもらうために必死だっただけだよ」

　彼は涼しい顔で否定するけれど、全部計算だったんだと思う。

　兄に対する厳しい言葉だけではなく、甘い言動で動揺させて私を照れさせたり、兄の前でわざといちゃいちゃしたり。すべての行動は私たちが付き合っているという嘘に説得力を持たせ兄に結婚を認めさせるためのものだ。

「なんだか亮一さんの手のひらの上で転がされている気がします」

　私がそう言うと、彼は小さく笑った。否定しないということは、実際私は彼の思い通りに動かされているんだろう。

　私がどうあがこうが、亮一さんに勝てる気がしない。

　そんなことを考えていると、彼がローテーブルに置いてあった雑誌に目をとめた。

「日菜子ちゃんはこの雑誌を読んでるのか？」

　亮一さんが手に取ったのは、アメリカの経済誌だ。

「あ、はい。一応商社で働いているので、海外の経済情勢を知っていても損はないかなと思って」

「この雑誌ならオンラインで日本語版が読めるのに、わざわざ本国の英語版を取り寄せているのか」

「英語版を読んでいると、普段は触れない専門的な単語が出てくるのでおもしろくて」

「すごいな。商社の営業だってそこまで勉強熱心なやつはなかなかいないだろ」

　亮一さんに感心され、恥ずかしくなった。

「私がこんなの読んでも無駄ですよね。元カレにもいやな顔をされました」

　康介は私が英語の経済誌を読んでいると知って、不機嫌そうに眉をひそめた。

『契約社員のお前がそんな雑誌を読んでなにになるんだよ。女ならファッション誌を読んでいればいいだろ』

　その康介の言葉は、女には知識は必要ないと決めつけているような気がして納得できなかった。けれど、『意識が高い女って、めんどくせぇ』と呟かれ、なにも言い返せなかった。

　その時のことを思い出し、気分が落ち込む。

「無駄じゃないだろ。興味のあることについて知りたいと思うのは当然の欲求だ。恥ずかしがる必要はない」

　亮一さんがそう言い切る。目からうろこが落ちた気分だった。意識が高いわけではなく、当然の欲求。その言葉に、自分を認めてもらえた気がした。

「すぐに役に立たなかったとしても、日菜子ちゃんが身につけた知識は間違いなく君の財産になる。向上心のないやつの戯ざれ言ごとを真に受ける必要はない」

　優しく私の頭を撫でてくれ、胸の辺りが温かくなる。

「亮一さん。ありがとうございます」

　私がはにかみながらお礼を言うと、亮一さんは小さく笑う。

「ふたりきりになると敬語に戻すんだな」

「あ、すみません。ついくせで……。敬語じゃない方がいいですか？」

「変えろとは言わないけど、俺たちは夫婦になるんだからもう少し親密になった方がいいだろうな」

「ふ、夫婦……」

　改めて言われると、なんだか照れてしまう。

　そうか、私と亮一さんは夫婦になるんだ……。アメリカで、一緒に暮らすんだよね。

　こんなにかっこいい人と四六時中一緒に過ごすなんて、心臓が持つだろうかと心配になる。

「どうやったら親密な空気を出せるようになるんでしょうね」

　素朴な疑問を呟くと、亮一さんが苦笑いをした。

「部屋にふたりきりなのにそんな質問をするって。俺の理性を試してるのか？」

「え？」

　瞬きしたと同時に、視界がくるんと回った。亮一さんの整った顔と部屋の天井が見えて、自分が今どういう体勢になっているのか気付く。

　亮一さんに、押し倒されている……！

「えっと、あの、亮一さん。なにをするつもりですか……？」

　起き上がろうとしたけれど、両手首を押さえられ身動きがとれなかった。

　どうしていいのかわからなくて頬が熱くなっていく。そんな私を見下ろして、彼は意地悪に微笑んだ。

「なにをされると思う？」

「そ、そんなの……っ」

　頭に浮かんだ言葉はとてもじゃないけど口に出せなかった。

　だって私たちの間に恋愛感情はないし、彼が私を抱こうと思うはずもないから。

「は、離してください」

　必死にそうお願いする。動揺のせいで視界がうるんでいた。そんな私を見て、彼は笑みを深くした。

「どうしようかな」

　迷うような言葉を口にしながらも、彼は慌てる私を見て楽しんでいる。

　普段は紳士で優しい亮一さんだけど、時々こういう風に意地悪になる。上品に笑っている時よりも色気が増している気がした。

　このままじゃ、心臓が爆発してしまう。

　そう思っていると、亮一さんが身をかがめ私の耳に唇を近づけた。

「……日菜子」

　甘い声で名前を囁かれ、それだけでぴくりと肩が跳ねる。

　兄と早苗さんの前でも呼び捨てにされていたけれど、ふたりきりのこの状況だとさらにドキドキしてしまう。

「かわいい。白い耳たぶが真っ赤に染まってる」

　恥ずかしいのに、手首を押さえられているから耳を隠すこともできない。亮一さんのせいで、心拍数も体温も上がる一方だ。

「か、観察しないでくださいっ」

　涙でうるんだ瞳で睨むと、亮一さんが整った顔に苦笑を浮かべる。

「悪い子だね。そんなかわいい顔で見つめられたら、もっと意地悪したくなる」

　色気全開の彼に見下ろされ、ごくりとのどが鳴った。

「意地悪って……？」

　上ずった声で問いかけると、亮一さんの視線が熱を帯びた。軽く顔を傾け、こちらを見つめる。その視線が私の唇に向けられていることに気付き、さらに鼓動が速くなった。

　ゆっくりと近づく彼の綺麗な顔から、目が離せなくなる。これ以上近づいたら、キスしてしまうんじゃ……。

　私がそう思った瞬間、「日菜子、亮一！」と名前を呼ばれた。一階にいる兄が、階段の下で叫んでいるようだ。

「桃があるけど食べるかー？」

　兄ののんきな質問に、張り詰めていた空気が一気に緩み、緊張がとける。私を組み敷いていた亮一さんも、苦笑しながら体を起こした。

　ようやく自由になった私は、深呼吸をしながら胸を押さえる。心臓がものすごい勢いでドキドキしていた。

「日菜子ー？　聞いてるか？」

　大声で呼びかける兄に、「いらないっ！」と返事をする。

　そんな質問を今しなくてもいいのに。お兄ちゃんは相変わらず空気を読まないんだから。そう思いながらも、ほっと胸を撫でおろす。

「せっかくいい雰囲気だったのに、彰に邪魔された」

　なんて言いながらくすくす笑う亮一さんは、さっきまでの色っぽさが嘘のように平然としていた。

「もう、亮一さん。あんまりからかわないでください」

「ごめん。日菜子の反応がいちいちかわいくて」と謝る彼に、反省の色はない。

　彼にとって私は妹みたいな存在だから、ちょっとからかっただけなんだろうな……。

　ほっとしたような悔しいような、複雑な気分だ。

「そうだ。明日は日曜だけど、日菜子はなにか予定ある？」

　亮一さんにたずねられ「とくにないですよ」と答える。

「よかった。じゃあ、明日は俺の家に行ってから婚姻届けを出そう」

「亮一さんの家って、結婚の挨拶ですか……？」

「なにか問題があるか？」

「問題というか、心の準備が」

　亮一さんのご両親はお見合いをすすめようとしていた。それなのに突然彼が他の女性と結婚すると言い出したら戸惑うのでは。

「顔を見せれば納得するだろうから、心配ない」

「本当ですか？」

　亮一さんはそう言ってくれたけれど、私は不安でいっぱいだった。

　翌日、亮一さんの車で彼の実家へと向かう。

　車内で亮一さんのお父様は会社の役員をしていると聞いて、さらに不安が大きくなった。

　裕福な家庭に生まれ、今はエリート外交官。そんな彼にふさわしいのは私ではなく、家柄がよく知性に溢れたお嬢様なんじゃないだろうか。

「いくら契約結婚だとはいえ、相手が私なんかで本当にいいんですか？」

「大丈夫だよ。日菜子なら」

　私の心配をよそに、車はご実家のマンションに到着する。見るからに高級そうな建物に、さらに緊張が増していく。

　けれど、すでにご両親は亮一さんから結婚の話を聞いていたらしく、温かく私を迎えてくれた。

　リビングのソファに座り、ご両親に挨拶をする。

　亮一さんはお父様似なんだろう。理知的で整った顔つきだけれど、笑うと目もとが優しく緩む。とても渋くて紳士的で、二、三十年後は亮一さんもこんなかっこいいおじ様になっているんだろうなと想像して、ちょっとドキドキしてしまった。

　お母様は凛とした印象の美しい女性で、美容好きが高じて小さなエステサロンを経営しているそうだ。

「経営者だなんてかっこいいですね……！」と私がため息を漏らすと、「趣味みたいなものだから」と明るく笑ってくれた。とても気さくな雰囲気の素敵な人だ。

「それにしても、亮一が結婚する気になってくれてよかったわ」

　私たちが結婚の挨拶をすると、お母様がほっとしたように微笑む。

「日菜子さんという相手がいるのを知らずに、亮一にお見合いをすすめて悪かったね」

「いえ、そんなこと……」

　お父様に謝罪され、私は慌てて首を横に振った。

「こんなかわいらしい恋人がいるなら、もっと早く教えてくれればよかったのに。亮一は秘密主義なんだから」

　お母様から不満たっぷりな視線を向けられた亮一さんは、うんざりしたように口を開く。

「俺はずっと想いを寄せている女性がいるから、見合いをする気はないって伝えていただろ」

　ずっと想いを寄せている女性……？

　その言葉が胸に引っかかった。

　亮一さんには忘れられない大切な人がいるんだろうか。仕事が忙しいせいでずっと彼女がいなかったと言っていたけれど、本当は好きな人がいたから……？

　もしかして私は、その女性の代わりなのかな。そんな疑問が頭をよぎり、なぜか胸が苦しくなった。

「それにしても、日菜子さんが亮一と結婚してくれてよかった。亮一には早く結婚して、安らげる場所をつくってほしいと思っていたんだ」

「安らげる場所、ですか……？」

　お父様の言葉に首を傾げる。

「亮一の仕事は、外交官として日本の国益と邦人を守ることだろう？　そのためにあらゆる情報を得て各国の要人と交渉する。時には薄汚い外交駆け引きも必要になる。清せい濁だく併せのんでこそ、国の利益を守っていける」

「はい」

　私も外交官を目指していたから、華やかな印象だけではない責任の重さや水面下での苦労をある程度はわかっているつもりだ。

「だからこそ、仕事を終え疲れて家に帰った時に亮一を出迎えてくれる人がいてくれたらいいなと思っていたんだ」

　お父様の言葉に胸が温かくなる。海外で活躍する亮一さんを、心から応援しているんだ。なんて素敵な家族なんだろう。

　私が感動していると、お母様がくすくすと笑い始めた。

「っていうのは建前で、本当は早く孫を抱きたいのよね」

　予想外の言葉に、私は「え？」と目を瞬かせる。

「うちは亮一を長男に息子が三人もいてね、暑苦しいったらないのよ。だから、素敵なお嫁さんを連れてきて、ついでにかわいい孫を抱かせてもらえたら最高だなっていつもふたりで話していたの」

「母さん。どうしてばらしちゃうんだ。せっかく私が父親らしいことを言ったのに、台無しじゃないか」

　お母様の言葉に、お父様が頬を膨らませた。

「あら、日菜子ちゃんとは家族になるんだから、かっこつけたってしょうがないじゃない」

「まぁ、そうだが」

「日菜子ちゃんみたいなかわいいお嫁さんが来てくれて、あなたもうれしいでしょう？」

「確かに。家の中が華やかになった気がする」

　お母様とお父様はそう言って頷き合う。

「日菜子ちゃんが一カ月後にアメリカに行っちゃうのは寂しいけど、いつでも日本に帰って来てここに遊びに来てね」

「はい。ありがとうございます」

「あとね、孫は男の子でも女の子でも思いっきりかわいがるから、性別なんて気にしないでね」

「息子たちが小さかった頃は仕事が忙しくてね。気がつけば大きくなっていたから、孫の成長はじっくり見守りたいんだ」

　ご両親は私たちの間に赤ちゃんが生まれることを楽しみにしているんだ……。

　どうしよう。恋愛感情のない私たちが子どもを授かることはないのに。こんなに気さくで素敵なご両親を騙しているんだ。

　罪悪感に襲われ胸が痛くなる。

　私がうつむいた時、亮一さんが大きくため息をついた。

「孫の話なんて気が早すぎる。日菜子にプレッシャーをかけないでくれ」

「あら、いいじゃない。楽しみなんだもの」

「言っておくけど、俺は親をよろこばせるために結婚をするわけじゃない。ふたりで幸せになるために夫婦になるんだ」

「亮一さん……」

　彼のまっすぐな言葉に胸が熱くなる。本当に、なんて頼もしくてかっこいいんだろう。

　お互いの利害のための契約結婚ではなく、本当に愛されて亮一さんと夫婦になれたら、どんなに幸せだろう。そう想像して切なくなった。

　欲張っちゃいけない。私と亮一さんの間に、恋愛感情はないんだから。

「そうね。はしゃいじゃってごめんなさい、日菜子ちゃん」

　お母様の言葉に「いえ」と微笑み首を横に振る。

「突然ご挨拶に来たのに、温かく受け入れていただけて本当にうれしいです」

「私たちのことは本当の親だと思って、遠慮せずいつでも頼ってね。もしも亮一に泣かされたら、思い切りこらしめてあげるから」

「俺は日菜子を泣かせたりしないから、余計なお世話だ」

「あら、本当かしら」

　そんな遠慮のない親子のやり取りにくすくす笑ってしまう。

「父さん。そういえばＮＧＯのアドバイザリーグループに参加するんだって？」

　亮一さんが穏やかな口調でお父様に話しかけた。

「よく知っているね。どうしてもとお願いされたんだ」

　ＮＧＯとは国際的な貧困や紛争、環境問題などを解決するために活動する民間の非営利団体のことだ。確かそのアドバイザリーグループは、広い知見と豊富な経験を持つ人物が指名されると聞いたことがある。

　そんなグループに参加するなんて、お父様はすごい人なんだと驚く。

「やあねぇ。すぐ仕事の話をはじめて。ごめんなさいね、亮一は本当に仕事バカで」

　顔をしかめたお母様に、「いえ」と微笑む。

「真剣に仕事に向き合う人は、とっても素敵ですから」

「そう言ってもらえてよかったわ」

　お母様は私に向かって笑顔を見せた後、亮一さんに「そういえば」と問いかけた。

「結婚式はどうするの？」

　お母様の質問に、亮一さんは静かに首を横に振る。

「籍だけ入れて、式はあげないつもりだ」

「え！　こんなにかわいいお嫁さんをもらってドレスも着せてあげないなんて。私は自分の息子をそんな甲か斐い性しょうなしに育てた覚えはないわよ」

「アメリカに赴任中なんだから、仕方ないだろ。帰国してから考える」

「せめて写真だけでも撮ったら？　私の仕事関係でいいスタジオを紹介できるわよ」

　言い合うふたりに、「いいんです」と割って入った。

「日菜子ちゃん、遠慮しなくていいのよ。ウエディングドレスは女の子の夢だもの」

「遠慮しているわけじゃないんです。私は、亮一さんと一緒にいられたらそれで十分なので」

　ウエディングドレスには憧れているけど、私と亮一さんは三年後には別れる予定。ふたりで結婚写真を撮っても、きっとむなしくなるだけだ。

　そう思うと、なぜだか寂しくて少し泣きたくなってしまった。

「まぁ、本当にいい子なんだから……！　アメリカから帰国したら、私がたっぷり甘やかしてあげるわね！」

　お母様に力強く手を握られ、涙をこらえながら「ありがとうございます」となんとか笑った。




　それから亮一さんとふたりで区役所へ行き、婚姻届けを提出した。結婚は自分の名字や戸籍が変わる一大イベントだと思っていたけれど、実際は時間外窓口に書類を預けるだけで、あっけなく終わった。

　不備がなければ連絡がくることもなく、これで手続きは終了らしい。

　駐車場に止めてあった車に乗り込み、ほっと息を吐く。

「なんだか実感がないですね」

　拍子抜けしていると、亮一さんが小さく笑った。

「氏名の変更手続きが必要なものは山ほどあるから、それをこなしているうちに実感がわいてくるんじゃないか？」

「それは確かに」

　銀行口座に保険関係。クレジットカードやスマホの契約。手続きしないといけないものはたくさんある。

　瀬名日菜子という名前は、まだ違和感があってしっくりこないけど、様々な手続きをしているうちに慣れていくのかもしれない。

「俺からも総務に書類を出して手続きをしておく。日菜子には一般的なパスポートの他に外交旅券が発行されるから」

「外交旅券ですか……？」

　聞きなれない言葉に瞬きをすると、亮一さんが説明してくれた。

「外交官が公務で海外に渡る時に使用する特別なパスポートなんだ。海外赴任をする外交官の家族にも発行される」

「そうなんですね」

　一カ月後、私は亮一さんの妻としてアメリカに行くんだな。なんだかまだ現実味がない。

「アメリカで暮らすために、用意しておいた方がいいものってありますか？」

　私の問いかけに、亮一さんは「いや。なにもいらない」と首を横に振った。

「必要なものはすべてそろえておくから、身ひとつで来てくれればいい」

「身ひとつで？」

「あぁ。逆に用意しておいてほしいものがあれば言ってくれ。日菜子がアメリカで快適に暮らせるよう最善を尽くす」

　そう言い切る亮一さんに、小さく噴き出してしまった。

「お兄ちゃんも過保護ですけど、亮一さんも人のこと言えませんよね」

「そうか？」

「そうですよ。身ひとつで海外に移住なんて、お姫様待遇じゃないですか」

　私が苦笑しながら言うと、亮一さんは私を見下ろし目を細める。

「お姫様じゃなくて、大切な妻だよ」

「妻って……っ」

　甘い声で囁かれ、妻という言葉の響きに動揺してしまった。

「婚姻届けは出した。もう日菜子は俺の妻だ」

　私に言い聞かせるように繰り返す。

　亮一さんは私の旦那様なんだ。こんなにかっこよくて素敵な人が……。そう自覚して、頬が熱くなっていく。

「一緒に暮らせるのは、一カ月も先か。長いな」

「あ、そうだ。亮一さんはいつアメリカに戻られるんですか？」

「明日、本省に顔を出してから空港に向かう予定だ」

「大忙しですね」

　数日の帰国で私との結婚を決め、家族に挨拶をして入籍まで済ませ、明日にはアメリカに帰ってしまうなんて。ものすごいハードスケジュールだ。

「日菜子は明日から大丈夫か？」

　複雑そうな表情でたずねられ、「なんのことですか？」と首を傾げた。

「仕事に行かなきゃならないだろ」

「あ……」

　亮一さんの言葉で、金曜に起きた出来事を思い出す。

　会社に行ったら康介や野口さんと顔を合わせることになるんだ。

　恋人の康介に浮気をされ、私は会社を辞めることにした。野口さんのあの様子なら、同僚たちにおもしろおかしく言ってまわりそうだし、私と康介が付き合っていることは職場の人に知られていたから、気まずい空気が流れるだろうな……。

　一気に気分が暗くなる。

「無理に出社せず、つらいなら休むといい」

「いえ、そんな無責任なことできません」

「本当にまじめだな。俺としては休んでくれた方が安心できるのに」

「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ」

　私がそう言うと、亮一さんは少し考えてからこちらを見た。

「じゃあ、仕事中はこの指輪をつけていてくれないか」

「指輪って、これを？」

　左手の薬指に輝く婚約指輪を見下ろす。

「あぁ」

「む、無理です」

「どうして？」

「どうしてって……」

　不満気な亮一さんに説明する。

　恋人に浮気されて捨てられた私が、こんなに豪華な婚約指輪をつけて出社したら、皆んなを驚かせてしまう。いったい誰からもらったんだと、興味津しん々しんで質問攻めにされるに違いない。

「そうなったら、なんて答えればいいんですか」

　兄の親友と契約結婚をした、なんてとてもじゃないけど言えない。

「くだらない男に捨てられたんじゃなく、もっといい男に乗り換えたんだと説明すればいい。そうすれば、バカな元カレと浮気相手を見返せる」

　確かに、この指輪をつけて会社に行ったら、私に同情する人はいなくなる。それどころか、皆んな羨ましがるかもしれない。

　だけど……。

「豪華な指輪を見せつけて復ふく讐しゅうするみたいなこと、したくありません」

　私がそう言うと、亮一さんが眉をよせた。

「どうして？　まだ元カレが好きだからか」

　彼の問いかけに「違います」と首を横に振る。

「せっかく亮一さんがくれた素敵な指輪を、そんなことに使いたくないんです」

　たとえ私の兄や亮一さんのご両親を騙すためだけに買った指輪とはいえ、亮一さんがプレゼントしてくれたものだ。嫌な思い出をつくったりせず、大切にしたい。

　亮一さんは一瞬黙り込んだ後、大きく息を吐き出した。

「そういうところが本当に……」と呟く。

「亮一さん？」

　なんだろうと首を傾げる。気付けば車は私の自宅まできていた。亮一さんはハンドルを切り、門の中の駐車スペースに車を止める。

「あ。もう着いたんですね。送ってくれてありがとうございます」

　私がバッグを持とうとすると、「待って」と声をかけられた。

「日菜子がかわいいことを言うから、離れがたくなった」

　亮一さんは運転席から身を乗り出し、長い腕を伸ばして助手席のサイドにあるレバーに触れる。その瞬間、私の座席の背もたれががくんとうしろに倒れた。

「きゃ！」

　背もたれと一緒に倒れた私は驚いて声を漏らす。

　亮一さんは倒れた背もたれに右手をついて私を見下ろしていた。まるで組み敷かれているような体勢で、距離の近さに頬が熱くなる。

　体を起こそうにも、シートベルトをしているせいで身動きがとれなかった。

　慌てる私のことを、亮一さんがじっと見つめる。その視線が色っぽくて、緊張と戸惑いでごくりとのどがなった。

「亮一さん……？」

「俺たちは夫婦になったんだ。このくらいのスキンシップは必要だろ？」

　そう言われ、なんとか平静をよそおいながら頷く。

「た、確かにそうですね。親密な空気を出せるようにならなきゃ、契約結婚をした意味が……。ひゃっ！」

　話していると、亮一さんが体をかがめ私の首筋にキスをした。思わず体が跳ね短い悲鳴が漏れる。

「ま、待ってください……！　スキンシップって、いきなりそんな濃厚すぎます！」

「一カ月後にはアメリカで一緒に暮らすんだ。あちらでは夫婦なら人前でも普通にキスをする」

　慌てる私におかまいなしで、亮一さんは私の首筋に顔をうずめる。肌に唇が触れるたび、びくんと大きく体が震えた。

「キ、キスっていっても、頬や口ですよね？　押し倒されて首筋にキスされるなんて、こんなの……」

　私が口ごもると、亮一さんは私の鎖骨を唇でなぞりながら視線だけをこちらに向けた。

　少し乱れた前髪の間から覗く黒い瞳。その煽情的な表情に体の奥が熱くなる。

「こんなの、の続きは？」

　亮一さんに言葉の続きをうながされたけれど、私は唇を閉ざして首を横に振った。

　……こんなの、スキンシップじゃなくて愛あい撫ぶだ。

　そう思ったけれど、とても口に出せなくて、手の甲を唇に押し当て声をこらえる。

「んん……っ」

　亮一さんの唇が肌に触れるたびに、助手席のシートの上で体が跳ねる。

「かわいい声だな。もっと聞きたくなる」

　欲情がにじむ低い声で囁かれた。

　ただ首筋にキスをされているだけなのに、体の奥がむずむずしてどうしていいのかわからなくなる。

「や、やだ……。亮一さん……っ」

　膝をすり合わせながら懇こん願がんすると、亮一さんが目を細める。獲物を前に狩りを楽しむような、嗜し虐ぎゃく的で色っぽい笑み。

　普段の上品で紳士な彼とのギャップに心臓が大きく跳ねた。

「やだって、なにが？」

「首筋にキスするの、ダメです」

「じゃあ、違うところならいいのか？」

「ち、違うところって……？」

　試すような質問をされ、声がうわずった。

「日菜子は、どこにキスをされたい？」

　亮一さんの優しい口調はいつものままなのに、視線や雰囲気が艶っぽくて見ているだけで鼓動が速くなる。

　無理強いはされていないのに、じわじわと逃げ場を奪われ追い詰められていくような感覚。

　まるではりめぐらされた巧妙な罠わなに私がかかるのを待っているみたいだ。

「どこって……」

「言ってくれないなら、俺がしたいところにキスする。いい？」

　この問いかけに頷いたら、いったいどこにキスをされてしまうんだろう。想像するだけで心臓が爆発しそうだ。

「りょ、亮一さん……、ダメです。私たちは契約結婚なんですから……っ！」

　必死にそう言うと、亮一さんが動きを止めた。

　彼はゆっくりと顔を上げる。さっきまでのしたたるような色気が消え、いつものように静かに微笑む。

「悪い。反応がかわいから、ちょっといじめたくなった」

　そう言われ、一気に体から力が抜けた。

　どうやらからかっていたらしい。私はこんなにドキドキしたのに。人の気も知らないで。

　亮一さんが助手席の背もたれを直してくれた。私はまだ痛いくらい脈打つ心臓を押さえ息を吐き出す。

「もう、びっくりしました」

「いやだった？」

「いやではないですけど……。こんな風にからかわれたら、心臓が持ちません」

　抗議の気持ちを込めて睨むと、亮一さんは小さく笑い私の頭を撫でてくれた。その優しい手の動きにほっと胸を撫でおろす。

「彰に挨拶していこうかな」

　亮一さんはそう言い車から降りると、助手席のドアを開けてくれた。

「挨拶なんて。わざわざ気を使わなくてもいいんですよ？」

「一応彰はかわいい妻の兄だからな」

「そっか。籍を入れたから、亮一さんはお兄ちゃんの義弟なんですよね。不思議な感じがします」

　そんな話をしながら車の座席から立ち上がろうとしたけれど、足に力が入らなかった。よろけた私を亮一さんが慌てて支えてくれる。

「大丈夫？」

　逞たくましい腕に抱きとめられ、動揺しながら謝る。

「す、すみません……」

　さっきの亮一さんの色っぽさに動揺しすぎたのか、体にうまく力が入らなかった。骨抜きにされるって、こういう状態のことを言うのかもしれない。

「もしかして、さっき俺が押し倒したからドキドキしすぎて腰が抜けた？」

　言い当てられてかぁっと頬が熱くなる。その表情を見た亮一さんが小さくため息をついた。

「本当にかわいすぎる。あんまり俺を困らせないでくれ」

「私をからかって困らせるのは、亮一さんじゃないですか」

　私が頬を膨らませると、亮一さんが優しく笑った。

「次に会えるのは一カ月後か。寂しいな」

　まっすぐに見つめながら言われ、私まで寂しくなる。私たちは契約結婚で、お互いに好意は抱いていないはずなのに。

「このまま日菜子をアメリカに連れていけたらいいのにな」

　切なそうに囁く声を聞いて、胸の辺りがきゅっと締めつけられた。

「一カ月後に行くので、待っていてください」

　私がそう言うと、亮一さんは「あぁ。楽しみにしてる」と微笑み腕を伸ばした。私の後頭部を手で包み引き寄せ、ちゅっと音をたて頬にキスをする。

「んんっ！」

　唇の感触に肩が跳ねた。

「夫婦なんだから、これくらいのスキンシップは普通だろ？」

「そ、そうですけど」

「けど、なに？」

「……恥ずかしいです」

　頬を熱くしながら呟くと、亮一さんがため息をついた。

「またそういうかわいいことを言う」

　頬へのキスだけじゃ足りない、というように亮一さんは首を傾け顔を近づける。今度は唇にキスをされるんじゃ……。と身構えた瞬間、背後で玄関のドアが開いた。

　慌てて亮一さんから距離をとると、兄が不思議そうにこちらを見ていた。

「車の音がしたのに、なかなか入ってこないから様子を見に来たんだけど、どうかしたか？」

　そう問われ、「なんでもない！」と首を横に振る。

　そんな私の横で、亮一さんは「また彰に邪魔をされた」と小さくため息をついた。




「一カ月後、本当に日菜子はアメリカに行くんだな」

　亮一さんが帰りふたりきりになってから、兄はリビングにある仏壇に向かう。お線香を立て手を合わせながら、ひとりごとのように呟いた。

「うん」

「もう、早川日菜子じゃないんだな」

　しみじみとした口調で言われ、私も少し寂しい気持ちになる。

「結婚したけど、これからもずっと私はお兄ちゃんの妹だよ」

「そんなの、当たり前だ」

「お兄ちゃんも早く結婚しなよ。早苗さんみたいに素敵な人は他にいないんだから」

「わかってるよ」

　兄はぶっきらぼうに言って私の方を見た。

「日菜子、ちゃんと幸せになるんだぞ」

　まっすぐな思いを込められた言葉に胸が痛くなる。けれど、罪悪感を必死に押し殺して頷いた。

「うん。亮一さんとふたりで幸せになります」

　言葉にするとさらに胸が痛んだ。

「まぁ、アメリカで暮らすって言っても三年間だしな。ホームシックになったらすぐに帰ってくればいいし、俺の顔を見たくなったら飛んでいってやるからいつでも電話しろよ」

「ありがとう。でも、相変わらず過保護すぎ」

　私が苦笑していると、「さっき、玄関の前でいちゃいちゃしてただろ」と意地悪な表情で言われた。

「えっ!?」

　驚いて目を見開く。

「もしかして、盗み見してたの!?」

「声が聞こえただけだよ。それにあんな場所でいちゃつく方が悪いだろ」

　それはそうだけど、亮一さんとの会話を聞かれていたなんて恥ずかしい。

「高校の時から亮一のことを知ってるけど、あんなやつだったとは意外だな」

「意外って？」

「亮一は昔から女にモテたけど、あいつは彼女ができてもいつも冷静で、絶対に人前でいちゃついたり甘い言葉を言ったりしないタイプだったから。日菜子をあんなに溺愛しているのに驚いた」

「それは……」と口ごもる。

　それは私たちの間に恋愛感情がなく、契約結婚だからだ。

　周りの人たちを納得させるために、仲のよさをアピールしなければならない。だから亮一さんは演技をしているだけだ。

「まぁ、こんなにかわいい日菜子を妻にできたんだから、浮かれる気持ちもわかるけどな」

　胸を張り自信満々でそう言う兄を見て脱力する。

「ほんと兄バカすぎ……」

「兄バカじゃない！　うちの日菜子は世界一かわいい。小さな頃から悪い虫がつかないように、日菜子に近づく男どもを俺が牽けん制せいしていたからな」

「はいはい。そんなことばかり言っていたら、早苗さんに愛想をつかされるからね」

「まぁ、早苗は世界一美人だけどな」

　私は苦笑いしてから兄の隣に座った。

「私もお父さんとお母さんにお線香あげる」

「あぁ」

　仏壇に飾られた写真の中で、父と母は幸せそうに笑っていた。










海を隔てた誕生日




　翌日私が出社すると、社内の空気がわずかに変わった。同僚たちが一瞬会話をやめ、私の方を見る。

　それだけで金曜の出来事を知られているんだとわかった。

　好奇を隠さず私のことを観察する人や、同情の目で見る人。そんな視線を向けられ傷つくかと思ったけれど、私は意外と平常心でいられた。

　大きく息を吐き出してから、明るい声で挨拶をして席に着く。

　背筋を伸ばし前を向き、いつも通り仕事をする。

　幸い康介は今日から海外に出張だった。帰ってくるのは今週末。それまでは顔を見ずにすむ。

　野口さんをはじめとした後輩たちは、私の方を見ながらひそひそと話をしたり笑い声をあげたりしていたけれど、それ以外の人たちは通常通り接してくれた。

　私はほっと胸を撫でおろす。

　昼休みになりビルの中にあるカフェに向かって歩いていると、同僚の水みず田た聡さと美みが「一緒に食べよう」と声をかけてくれた。

　彼女は私と同い年の契約社員だ。入社してから知り合ったけれど、話しやすくて明るい彼女とは気が合い、今ではプライベートでも一緒に遊ぶ友人でもある。

　野菜たっぷりのプレートランチを選びトレイを持って座る。すぐに聡美が身を乗り出し、本題を切り出してきた。

「日菜子、どういうこと？　朝から野口さんが得意気に自慢してたわよ。『私ぃ、康介さんと付き合うことになったんですぅ』って」

　聡美は野口さんの語尾が上がるかわいらしい口調の真似をする。

「そっか。あのふたり、付き合うことにしたんだ」

「いや、なに納得してるのよ。あいつ、日菜子から男を奪ったって言いふらしてるのよ？　ちゃんと怒りなよ！」

　私の代わりに怒ってくれる優しい友人に「ありがとう」とお礼を言う。

「でも、もういいの。康介とは別れたから」

「本当にそれでいいの？　結婚の約束をしてたんでしょう？　訴えてお金をぶんどってやればいいのに」

「本当に、もう大丈夫だから。仕事もね、契約は更新せずに辞めることにした」

「なにそれ。文句も言わず身を引くの？　お人よしすぎるよ」

「身を引くっていうより、もう康介に好意はないしこのまま働き続けるのは気まずいから、自分が一番楽な選択をしただけだよ」

　こんな風に冷静に話せるのは、亮一さんのおかげだ。

　彼と契約結婚することを決め、家族に挨拶をして入籍をして……。そんな怒ど涛とうの二日間を過ごしたせいか、康介の浮気がものすごく前の出来事のように感じる。

「強がってない？」

「強がってない」

「本当にー？」

　聡美は疑いの目で私を見つめる。

　しばらく私の表情を観察した後、「確かに落ち込んでなさそうだね」と納得したように頷いた。

「仕事を辞めてからはどうするの？」

「ええと、一カ月後にワシントンに行こうと思ってて……」

「え、ワシントンってアメリカの？　まさか、自暴自棄になって海外を放ほう浪ろうする気？」

「放浪って」

　苦笑いしながら首を横に振る。突然アメリカに移住するなんて言ったら驚くのも無理はない。

　少し迷ってから、聡美になら話してもいいかなと思い切って事情を説明する。

「知り合いの外交官と契約結婚？」

「うん。お互いの利害が一致して」

「それってどういう経緯で知り合った人？　どんな性格でどんな顔？　身長は？　年齢は？　家族構成は？」

　ものすごい勢いで質問責めにされ、圧倒されつつひとつひとつ答えていく。そして契約結婚に至った経緯を話し終えると、聡美は表情を緩めた。

「なるほど。急なことで驚いたけど、そういう選択もありなんじゃない？」

　納得したように言われ、肯定的な反応に驚く。好きでもない相手と結婚なんてありえないと、否定されても仕方ないと思ったのに。

「こんな突拍子もない話をすんなり受け入れてもらえるとは思わなかった」

「最近出会った素性も知れない人なら反対するけど、ずっと昔からそばにいてくれた信頼できる人なんでしょう？　話を聞く限り悪い人じゃなさそうだし」

「うん。悪い人どころか、すごく頼もしくて優しいの」

　聡美の言葉に身を乗り出して頷いた。

「それは話をする日菜子の表情を見てたらちゃんと伝わってきた」

　にやにやと笑われて、我に返る。私はいったいどんな表情で亮一さんの話をしていたんだろうと思い、ちょっと恥ずかしくなった。

　そんな私を見ながら、聡美は優しい口調で言ってくれた。

「想い合って結婚したって離婚する夫婦は山ほどいるんだから、期間限定の結婚生活を送る夫婦がいたって別にいいんじゃない？」

「そっか。そうだよね」

　聡美のおかげで気持ちが軽くなり、彼女に打ち明けてよかったと思った。

「でも、三年後に離婚するって決まっているなら気をつけないとね」

「気をつけるってなにを？」

「相手を好きにならないようによ。一緒に暮らすうちに日菜子だけが彼を好きになっちゃったら、別れる時つらいじゃない」

　その言葉が胸に深く突き刺さった。

　そうか。亮一さんを好きになっちゃダメなんだ。三年後、あとくされなく笑顔でお別れできるように、気をつけなくちゃ……。

「それにしても外交官ってかっこいいね。でも、アメリカに移住したら日菜子となかなか会えなくなっちゃう」

　聡美が「寂しいよう」と私に抱きついてくる。

「大丈夫。三年で帰ってくる予定だから」

「じゃあ、帰国したらアメリカでの思い出話を聞かせてね」

「わかった」

　日本に帰ってきたら、聡美にたくさん話を聞いてもらおう。その時の思い出話が楽しいものだといいな。そう思いながら笑い合う。

「でもよかった。日本を離れるなら、日菜子が内藤さんにほだされてよりを戻す心配はないわね」

　聡美の言葉に苦笑いをする。

「日本にいたってそんなことにはならないよ」

「そう？　日菜子はお人よしだから、『やっぱりお前が好きだ。よりを戻してくれ』って土下座されたら許しちゃいそう」

「ありえないよ。そもそも康介は最初から私のことを好きじゃなかったみたいだし」

「それこそありえないよ。内藤さん、日菜子がここで働き始めた頃からずっと好きだったらしいよ。男性社員たちの間で牽制し合ってたけど、内藤さんが抜け駆けしたって恨み言をよく聞くもん」

「まさか」

　聡美は私をなぐさめるために話を盛っているんだろう。

「日菜子は本当に自分のことをわかってないなぁ」

　そんな話をしていると、私たちのテーブルの横を先輩の女性社員が通りかかる。

「早川さん。これあげるわ」と私の前に小さな器を置いた。

　中にはアイスが添えられたティラミス。このカフェで一番人気のスイーツだ。

「あの」

　驚いて顔を上げると、その先輩はウインクして去っていく。その背中に向かって「ありがとうございます」とお礼を言った。

　野口さんが流した噂うわさを耳にして、私を励ましてくれたんだろう。さりげない優しさに胸が温かくなる。

　考えてみれば、今日は朝から男性社員がジュースをおごってくれたり、上司が『お土産があまったから特別だよ』とお菓子をくれたり、やけに優しくしてくれた。

　皆んなが私を気遣ってくれたんだなと気付く。

　康介と別れたら気まずくなって働きづらくなるかもしれない、なんて思っていた自分が恥ずかしい。

「いい人ばっかりだなぁ……」

　私が呟くと、聡美は「違うよ」と首を横に振った。

「いい人ばかりなんじゃなくて、今まで日菜子がまじめに仕事をしてきたから、皆んな味方になってくれたんだよ」

「そうなのかな」

「そうだよ」

　力強く頷かれ、照れくさくて小さく笑った。




　その日の仕事を終え時計を見ると、定時を過ぎたところだった。退社しようと席を立つ。エレベーターで一階に下りエントランスを歩いていると、「早川さん」とうしろから声をかけられた。

　振り返ると野口さんが不機嫌そうな表情でこちらに歩いてくる。

　どうしてわざわざ私に話しかけてくるんだろう。いやな予感に背筋が冷たくなる。

「早川さん。会社の人たちを味方につけて、悲劇のヒロインぶらないでもらえます？」

「え？」

　投げかけられた言葉の意味がわからず、私は目を瞬かせる。

「どうせ被害者ぶって、皆んなに私の悪口を言ったんでしょう？」

「私は悪口なんて言ってないよ」

　私と康介が別れたことを皆んなが知っているのは、野口さんが自分で言いふらしたからだ。聡美には事情を話したけれど、他の人にはなにも言っていない。

「嘘つかないでよ。じゃあ、なんで皆んなあんたに同情するのよ！」

　野口さんはいつものかわいらしい口調が嘘のように、私への敵意をむき出しにして叫ぶ。

　皆んなが私に同情的なのは、野口さんが『早川さんから男を寝取った』と社内で自慢気に言いふらしたからだ。

　職場でそんな話をする彼女には、冷ややかな視線が向けられていた。完全に野口さんの自業自得だ。

　それなのに、なんで私のせいだと思えるんだろう。

　なんと説明すればいいのか迷っているうちに、周りの注目が集まっているのに気付いた。

　このビルはうちの会社だけじゃなく、いろいろなオフィスが入っている複合ビルだ。エントランスにはたくさんの人が出入りする。

　そんな場所でこんなみにくい言い合いをするのは迷惑だ。

「野口さんちょっと声を抑えて。話があるなら場所を変えよう？」

　私がそう言うと、彼女の視線が鋭くなる。

「またそうやっていい子ぶって、むかつく！」

　落ち着いてもらおうと思ったのに、逆効果になってしまったようだ。

「あんたみたいなまじめでつまらない女、振られて当然なのよ。私がいなくたって、近いうちに康介さんに飽きられて捨てられてたに決まってる！」

「……そうかもしれないね」

　私と野口さんはまったく違う。

　彼女が身に着けているようなかわいらしいデザインの服やピンク色のパンプスは私には似合わないし、語尾が上がるかわいらしい口調で甘えることなんてできない。

　頼まれたことをうまく断るのも苦手だし、人に気を使ってばかりだし……。

　こんな自分がいやになるけれど、だからって彼女に言い返しても仕方ない。

　私のそんな態度が余計癇しゃくに障ったのか、野口さんはさらに声を張りあげた。

「なによそれ！　なんでそんな涼しい顔をしてお高く留まってられるわけ？　ベッドの中で男をよろこばせることもできない、つまんない女のくせに！」

　投げつけられた言葉が胸に突き刺さる。

　たくさんの人がいる中で、こんな屈辱的なことを言われるなんて……。

　悔しさが込み上げてきたけれど、反論する言葉は思いつかなかった。だって康介がはじめての相手だった私は、ベッドの上ではいまだに緊張してしまって彼を満足させられている自信はなかったから。

「康介さんは言ってたわよ。セックスの最中、声も出さないし表情も変わらないし、反応がなさすぎて感じているかどうかもわからない。人形を抱いているみたいで退屈でしかなかったって」

　エントランスを行きかう人たちの視線が私に集まるのがわかった。屈辱と羞恥で足が震える。

　どうしてこんなことを言われなきゃならないんだろう……。悔しくて唇を噛みしめた時、低い声が響いた。

「――黙れ」

　驚いて顔を上げると広い背中があった。私をかばうように長身の男性が目の前に立っている。

　それが誰かわかったとたん、驚きと安堵が広がった。

「亮一さん……」

　どうしてここに？　今日アメリカにたつはずなのに……。

　野口さんは突然現れた亮一さんに驚いて後ずさりをした。警戒するように眉をひそめこちらをうかがう。

　亮一さんはそんな野口さんに向かって淡々とした口調で話す。

「それ以上続けたら、君を侮ぶ辱じょく罪で訴える」

　冷静な口調だからこそ、彼の言葉は重かった。野口さんの顔色が一気に青ざめる。

「ぶ、侮辱罪って、大おお袈げ裟さすぎ。私は本当のことを言っただけだし……っ」

「本当のこと？　かわいそうに」

　野口さんの言い訳を聞いて、亮一さんが鼻で笑った。

「こんなに敏感でかわいらしい反応をする日菜子をつまらないと思うなんて。その男がよっぽど下手だったんだろう」

　亮一さんは私の肩を抱き穏やかに微笑む。けれどその目線はぞくりとするほど冷たかった。

「い、いったいなんなのよ！　あんたには関係ないでしょっ!?」

　野口さんは焦りの表情を浮かべながらこちらを睨む。亮一さんはその視線を受け止め口を開いた。

「俺は日菜子の夫だ」

「ちょっと、亮一さん……！」

　堂々と言い放った彼に、私は慌てて口止めしようとする。いろいろ詮せん索さくされそうだから、会社の人には結婚したことを内緒にするつもりだったのに。

「は？　夫!?」

　野口さんも目を丸くして私たちを見る。驚くのも当然だ。だって康介と別れたのはたった三日前のことだから。

「君がくだらない男を寝取ってくれたおかげで、俺はずっと好きだった彼女を手に入れることができた。礼を言う」

　亮一さんは私を腕の中に抱きしめながらそう言った。守られていることを実感して胸がいっぱいになった。

　彼は私を抱き寄せたまま野口さんを見据える。その視線に鋭さが増した。

「――だが、今後また君が彼女を侮辱することがあれば、その時は容赦なく訴える。誰かを傷つければその代償は必ず自分に返ってくる。覚悟しておけ」

　厳げん然ぜんとした態度で言い放たれ、顔面蒼そう白はくの野口さんは息をのんだ。

「行こう」

　亮一さんにうながされ、私はエントランスを後にする。その間、野口さんはひと言も発さなかった。

　会社から離れ私は肩から力を抜いた。ずっと緊張しっぱなしで、ようやく呼吸ができた気分だった。

「亮一さん、ありがとうございました」

　ひと息ついてから亮一さんにお礼を言う。

「日菜子のためじゃない。俺が黙っていられなかっただけだ」

　亮一さんはいつも私を助けてくれるのに、決して恩に着せたりしない。いつも自分がそうしたかったからだと言ってくれる。その優しさを感じ、胸の辺りが温かくなった。

「それでも、うれしかったです。ありがとうございます」

　頭を下げた私を見て、亮一さんは柔らかく微笑んでくれた。

「亮一さんは今日アメリカにたつんじゃ……？」

「あぁ。これから空港に向かう」

　彼の視線の先にはタクシーが止まっていた。あれに乗って空港へ向かうんだろう。

「空港に行く前に、ここを通りかかったんですか？」

　亮一さんは今日、本省に顔を出すと言っていた。

　このビルは霞が関から空港までの通り道にはないし、わざわざタクシーを待たせてエントランスまで来る理由もわからない。

　私が首を傾げていると、亮一さんは気まずそうに目をそらし「……いや」と呟いた。

「そろそろ仕事が終わる時間だろうから、ひと目だけでも顔が見れたらと思って寄ったんだ」

「わざわざ私の顔を見るためだけに？」

　予想外の理由に声が高くなった。

「迷惑だったか？」

　彼の問いかけに慌てて首を横に振る。

「いえ、うれしいです」

「それならよかった」

　彼の表情が柔らかく緩む。

　きっと私を心配して様子を見に来てくれたんだろう。なんだかんだ言って、亮一さんも兄に負けないくらい過保護だ。

「会社の様子はどうだった？」

「おもしろおかしく噂されるんじゃないかって思っていたんですが、無駄な心配でした。皆んな事情をわかった上で詮索はせずさりげなく励ましてくれて」

「それは、日菜子の人柄のおかげだな」

　聡美と同じようなことを言われ、「そんなことはないんですけど」とはにかみながら首を横に振る。

「野口さんは私に敵対心を持っているみたいですけど、亮一さんがはっきり言ってくれたおかげでもうつっかかってくることはないでしょうし、大丈夫です」

「それならよかった」

　亮一さんは頷きながらも、どこか歯切れの悪い様子だった。なにか言いたげに口ごもる。

「他になにかありました？」

　私の問いかけに、少しためらうそぶりを見せてから口を開いた。

「……元カレとは、顔を合わせたのか？」

「康介ですか？　いえ。彼は海外に出張中で帰ってくるのは金曜なので」

「そうか。よかった」

「彼に嫌味を言われてないか、心配してくれたんですか？」

「嫌味というか……」

　いつもはっきりと意見を述べる彼がまた言葉を濁す。

「亮一さん？」

「元カレに口説かれてよりを戻してしまうんじゃないかと不安だった」

　言いづらそうに呟いた彼に、なんだそんなことかと笑ってしまった。

「亮一さんと私は籍を入れたんですから、康介とよりを戻すなんてありえませんよ。契約結婚の約束を一方的に破棄したりしません」

「まぁ、まじめな日菜子が俺との約束を破るとは思っていないが」

「じゃあ、なにが心配なんですか？」

「俺はこれからアメリカにたつ。離れている間に昔の男に言い寄られて、日菜子の心が揺らぐんじゃないかと心配だったんだ」

　真剣なまなざしを向けられ、心臓が大きく跳ねる。

「たとえ一瞬でも君が他の男に心を奪われるのは許せないから」

　待って、と心の中で呟く。こんな風に熱く見つめられたら、勘違いしてしまいそうになる。

　私たちの間には、恋愛感情はない。お互いの利害のために契約結婚をしただけなのに……。

「亮一さん……」

　戸惑いながら名前を呼ぶと、彼が目もとを緩めた。

「悪い。余裕がなさすぎるな」

「いえ」と私も平静を装い首を横に振る。

「元カレとは極力関わらないようにしますし、相手も私なんかと話したくないでしょうから、大丈夫ですよ」

「それならいいんだが。気をつけろよ」

　彼から念を押され「はい」と頷く。

「そういえば亮一さん。飛行機の時間は大丈夫ですか？」

「実はかなりギリギリだ」

　亮一さんが乗る予定の便の出発時間を聞いて跳び上がる。いくら旅慣れた亮一さんとはいえ、もうあまり余裕がない。

「は、早く空港に向かってください！」

　私は慌てて亮一さんの背中を押し、タクシーに乗るようにうながす。亮一さんはそんな私に苦笑いしながらこちらを振り返った。

「待ってくれ。日本を離れる前にひとつだけわがままを言っていいか？」

「なんですか？」

「キスをしてほしい」

「な……っ」

　唐突なお願いに絶句する。

「これからアメリカにたつ夫に、キスくらいしてくれてもいいだろ？」

　当然のように言いながらも、彼の視線はちょっと意地悪な笑みを湛たたえていた。

　夫婦なら、別れ際のキスくらい普通なのかもしれないけど。

　亮一さんは私の頬を撫でながら、「ダメ？」とねだるように囁いた。その色っぽい声に背筋がぞくぞくと甘くうずく。

「あの、でも。こんなところで……？」

　たくさんの人が行きかう道端でキスをするなんて、ものすごく恥ずかしい。いっそ彼からしてくれればいいのに、わざと私からのキスをねだるなんて、本当に意地悪だと思う。

　亮一さんは戸惑う私を見下ろし、「ほら、時間がない」とせかす。

　確かに私がためらっているせいで、搭乗時間に遅れたら大変だ。心を決めて顔を上げる。

　私の身長は百六十センチで低いほうではないけれど、長身の彼との身長差は二十センチ以上ある。亮一さんのスーツのそでを掴みせいいっぱい背伸びをする。整った顔が近づき、鼓動が速くなった。

　ぎゅっと目をつぶり、彼の頬に唇を押し当てる。すぐに体を離しおそるおそる亮一さんを見上げた。

「こ、これでいいですか？」

　私がたずねると、彼は「ありがとう」と微笑む。

「でも唇じゃないのは残念だな」

「こんなひと目のあるところで、唇にキスなんてできません……！」

　頬にキスだって、ものすごい勇気が必要だったのに。

「次に日菜子に会えるのは一カ月後か。寂しいな」

「ちゃんと行きますから、アメリカで待っていてくださいね」

「お利口に待っていたら、ご褒美をくれるか？」

「ご褒美？」

　なんだろうと首を傾げると、亮一さんがにこりと笑う。

「次は頬じゃなくて、ここにキスがほしい」

　形のいい唇を指さす彼を見て、その色っぽさに頭に血がのぼった。

「もう……っ！」

「はは。ものすごく真っ赤になってる。俺の妻は本当にかわいいな」

「からかわないでください！」

「じゃあ、一カ月後に唇にキスしてもらえるのを楽しみに待っている」

「そんなこと言われたら、一カ月間ずっと亮一さんのことばかり考えちゃうじゃないですか！」

　頬を熱くしながら抗議する私を見て、彼は優しい笑みを浮かべる。そして体をかがめ耳もとに顔を寄せた。

「わざとだよ。離れている間、かわいい妻が俺のことを忘れないように」

　そう囁き、ちゅっと音をたてて耳たぶにキスをする。

「ひゃ……っ」

「じゃあ、アメリカで」

　私が目を丸くしている間に、彼はタクシーに乗り込む。亮一さんが窓越しに私に向かって軽く手を上げると、タクシーは発車した。

　それを見送りながら、私は胸をぎゅっと押さえた。

　亮一さんと一緒にいると、心臓が壊れそうなくらいドキドキしっぱなしだ。アメリカでの彼との生活が楽しみだけど、同じくらい不安になった。




　翌日出社すると、昨日以上に私に皆んなの注目が集まった。けれど昨日と違うのは、その視線に同情の色がないこと。

　どうやらエントランスでの出来事が知れ渡っているようだ。

　たくさんの人が行きかう中であんなやり取りをしていたら、噂になってしまうのは仕方ないけど……。

「日菜子の話で、会社中もちきりよ」

　聡美にそう言われ、頭を抱える。

「帰り際に野口さんに絡まれてたら、ものすごいイケメンが助けに来てくれたんでしょう？　それが例の旦那様？」

「うん。空港に向かう前に顔を見に来てくれたみたいで」

「その旦那様のおかげで、日菜子の社内でのイメージが一変したわよ。『浮気性の恋人に捨てられたら、リッチそうな超イケメンに求愛されて結婚した勝ち組』って皆んな羨ましがってる」

「なんだかすごく恥ずかしいんだけど……」

　両手で顔を覆ってうつむく。

　亮一さんが野口さんに向かって、『ずっと好きだった彼女を手に入れることができた』なんて言ったから、そんな噂が広まってしまったんだろう。

　本当は求愛されたわけじゃなく、ただの契約結婚なのに。

「いいじゃない。対して野口さんの評価はダダ下がりだけどね」

　言いながら聡美は野口さんのデスクの方に視線を向ける。

　昨日は同期の女性社員たち数人と私の方を睨んでひそひそ話していたけれど、今日は彼女の周りに人はいなかった。

　彼女は不満がたまっているのか、険しい顔でペンを噛んでいる。ものすごくイライラしているようだ。

　心配になって見ていると、聡美が私に耳打ちした。

「あることないこと言いふらしたせいで、部長から注意を受けたらしいわよ。社内の風紀を乱すなって、異動もちらつかせられたみたい」

「そうなんだ……」

　社員同士の恋愛がこじれたからといって上司から注意されることはないけれど、それを社内に持ち込み仕事に支障をきたすようなら話は別だ。

　一緒になって陰口をたたき続ければ自分の立場も悪くなると思ったのか、昨日まで彼女を取り巻いていた友人たちは彼女と距離を置いたようだ。

「ざまぁみろだね」

　ふふんと笑う聡美に、曖昧に相槌をうつ。

　自分が傷つけられたからって、相手も傷つけたかったわけじゃない。そんなことを言ったら、きっと野口さんはまたいい子ぶってと怒るだろうけど。

「早川さん、ちょっといいか」

　部長から声をかけられ「はい」と立ち上がる。周りから聞かれないようにという配慮か、会議室に案内された。

　このタイミングで呼び出されたのは、私と野口さんの諍いさかいのことだろうと思い、「お騒がせしてすみませんでした」と頭を下げる。

「いや。早川さんは謝る必要ないよ。一方的に同僚を貶おとしめる話を広めて社内の空気を悪くした野口さんにはお灸きゅうをすえたけどね」

　社内でのトラブルは注意をするけど、プライベートの人間関係にはタッチしないということだろう。

「今日呼んだのは、正社員の話を進めてもいいかなという確認だよ」

「申し訳ありません。ありがたいお話なんですが……」

「やっぱり、契約更新はせず辞めてしまうのかい？」

　残念そうな顔をする部長に、「すみません」と頭を下げた。せっかく私を正社員にと推してくれた部長の優しさを裏切るのが心苦しい。

「その決断は今回のことが原因かい？」

　人事には結婚したことを報告しなければいけないから、部長にも話しておこうと思い、「それもあるんですが」と切り出す。

「結婚をしてアメリカに行く予定なんです」

　私の話を聞いた部長は、「ハイスペックなイケメン男性に求婚されたという噂は本当なんだね」とゆかいそうに笑った。

「部長まで知っているんですね……」

「少し小耳に挟んだ程度だよ」

　エントランスであんなに注目を集めてしまったんだからしかたない。

「早川さんの仕事はいつも丁寧で正確で、誰よりも頼りにしていたから辞めてしまうのは残念だけど。私個人としてはいい決断だと思うよ」

「そうでしょうか」

「あぁ。君の誠実さと向上心があればもっと違う場所で活躍できるんじゃないかって思っていたから。正直うちで翻訳だけをしているんじゃ、宝の持ち腐れだ」

　部長は以前から私を高くかってくれていた。少し褒めすぎだとは思いながらも「ありがとうございます」と頭を下げる。

「じゃあ、人事には契約の更新はしないということで話しておくから、結婚に関して必要な書類は早川さんから提出しておいてくれ」

「わかりました」

「それから、内藤は今出張中だけど、彼が帰って来てからなにか問題があればちゃんと対処するから、我慢せずに言うんだよ」

　そこまで気を使ってくれる部長は相変わらずお人よしだ。

　康介との件でこんな風に辞めることになったけれど、この会社で働けてよかったと思った。




　その後、私は職場では何事もなく平和に過ごすことができた。

　相変わらず野口さんからは恨みがましい視線を向けられているけれど、直接私に話しかけてくることはない。出張から戻って来た康介も、極力私とは目を合わせず仕事上、必要な会話をするだけだった。

　康介と野口さんはうまくいかず、結局別れたらしいという噂を耳にしたけれど、もう私には関係ないことだと聞き流した。

　ふたりとは関りをもたないまま、仕事を辞めることができそうでほっと胸を撫でおろす。

《なにも問題がなくてよかった》

　電話の向こうで安心したように息を吐いたのは、ワシントンにいる亮一さんだ。

《元カレに声をかけられても相手にするなよ》

　いつものように言われ、「大丈夫ですよ」と苦笑する。

　康介はよりを戻したがるどころか私を避けているようだから、亮一さんが心配する必要はまったくない。

「心配してくれてありがとうございます」

　最近は仕事を終えてから、こうやって彼と電話をするのが日課になっていた。

　こちらは夜の七時過ぎ。亮一さんがいるワシントンとは十三時間の時差があり、向こうはまだ早朝だ。

　日本では今日が終わろうとしているのに、アメリカではこれから一日がはじまる。夜と朝、正反対の時間が流れている。それだけとても離れた場所にいることを実感した。

《そういえば、日菜子と暮らすために引っ越しをしたよ》

「わざわざ引っ越したんですか？」

《あぁ。大使館のそばにあるアパートメントだ。大使からはせっかく結婚したんだからプール付きの一軒家にしたらどうかと言われたけどな》

「プール付きの一軒家？」

　そんなの、大豪邸じゃない！と驚く。さすがアメリカだ。日本とは住宅に対する感覚が違うんだろう。

《子どもができた時のために一軒家の方がいいだろうとすすめられたんだが、今回は広さよりもセキュリティを重視した》

「こ、子ども……っ」

　さらりと言われた言葉に動揺してしまった。

　新婚夫婦の間に子どもが生まれるのは不自然なことじゃない。大使は私たちが契約結婚だと知らないから、気を使ってそうアドバイスしてくれたんだろう。

《新居のアパートメントもそこそこ広い。日菜子が気に入ってくれるといいんだが》

「へぇ、すごく楽しみです。写真はないんですか？」

《あることはあるが……。せっかくだから、こっちに来るまでのお楽しみにしよう》

「えぇ、焦らすんですか？　意地悪」

　私がすねると亮一さんが低く笑う。

《知らなかったか？》と問われドキッとした。

　亮一さんは紳士的で優しいけれど、時々意地悪になる。そんな時の亮一さんは男性というより雄おすっぽくて、その艶っぽさにどうしていいのかわからなくなる。

　それは私の恋愛経験が少ないからなのか、それとも亮一さんの色気がすごすぎるのか。その両方なのかもしれない。

《もうすぐ日菜子の誕生日だな》

　その言葉に「どうして知ってるんですか？」と驚いてしまった。確かに来週の金曜日に私は二十五歳になるけれど、誕生日を教えた覚えはないのに。

《どうしてだと思う？》

　逆に問いかけられ、しばらく考え込んでから「あ」と気付く。

「もしかして、婚姻届けですか？」

　ふたりで記入して役所に届けた婚姻届けには、生年月日を記入する欄があった。

《あたり。一応外交官だから、重要な情報を見逃したりしないよ》

「私の誕生日は重要な情報なんですか？」

《愛する妻の誕生日を忘れるわけにはいかないだろ》

　冗談めかした彼の言葉に、くすくす笑いながら頷く。

《日菜子の誕生日を直接会って祝えないのは残念だ》

「仕方ないですよ。亮一さんはアメリカにいるんですから」

《誕生日プレゼントはなにがほしい？》

　そう問われ、「プレゼントなんていらないです」と答える。

《どうして？》

「だって、アメリカでの生活のためにいろいろ準備をしてもらってますし……」

　私が日本から持っていくのは、洋服や身の回りのものだけだ。それ以外の必要なものはすべて亮一さんがあちらでそろえてくれることになっている。

《生活の準備とプレゼントは別物だから、遠慮しなくていいんだぞ》

「遠慮なんてしてません」

　私が言い張ると、亮一さんは《意地っ張りだな》と小さく笑った。

《誕生日の当日は仕事だよな》

「はい。ちょうど最後の出社の日なので、誕生日と送別会をかねて会社の人たちが食事をしようって言ってくれていて……」

《それは元カレも参加するのか？》

　亮一さんの問いかけに、「まさか」と首を横に振る。

《本当に？》

「誰も誘わないだろうし、彼だって来たくないと思いますよ」

《それならよかった》

　相変わらず心配性な彼にくすくす笑う。

「亮一さんはこれから仕事ですよね。朝の忙しい時間にすみません」

《いや。俺が日菜子の声を聞きたいだけだから》

　優しい声色で言われ、胸の辺りがきゅうっと音をたてる。

《早く会いたいよ。君がアメリカに来てくれる日が待ち遠しい》

　こんな甘いセリフを自然に言えるなんて、本当にずるいと思う。

「ありがとうございます」

　照れながらお礼を言うと、《日菜子は？》と問いかけられた。

「え？」

《俺に会いたくない？》

　私を試すような質問。電話越しに響く色っぽい声に鼓動が速くなる。

「わ、私も、会いたいです」

　平静を装おうとしたのに、声が裏返ってしまった。私の動揺が伝わったのか、亮一さんが笑みを含んだ吐息を漏らす。

《今、真っ赤な顔をしているんだろうな》

　言い当てられ言葉に詰まる。鏡に映った私の頬は、彼の言う通り真っ赤になっていた。

「なんでわかるんですか！」

《本当にかわいいな。今すぐ飛行機に乗って抱きしめに行けたらいいのに》

「もう！　からかわないでください」

《からかってないよ。全部本心だ》

　柔らかい笑い声を聞きながら、私もふふっと笑ってしまった。

「亮一さん、そろそろ電話を切らなきゃですね」

《そうだな。名残惜しいけど、仕事の準備をするよ》

「今日もお仕事頑張ってください」

《あぁ。おやすみ日菜子》

　遠く離れた場所からそれぞれの挨拶をして通話を終える。

　私は画面が暗くなったスマホを持ったまま、ベッドに倒れ込んだ。

　ぎゅっと胸にスマホを抱きしめ、亮一さんとの会話を振り返る。胸がドキドキと音をたてていた。

　彼と電話をした後は、いつもこうだ。

　なんだか地に足がついていないみたいにふわふわしている。居心地が悪いのに、どこか幸せな気分で……。

　そんな落ち着かない気分の時は、聡美からの忠告を心の中で繰り返す。

『三年後離婚するって決まっているなら、相手を好きにならないように気をつけないとね。日菜子だけが彼を好きになっちゃったら、別れる時つらいじゃない』

　亮一さんがこうやって私に優しくしてくれるのは、契約結婚を円滑に過ごすための演技なんだから。真に受けて好きになっちゃダメなんだ。

　そう自分に言い聞かせた。




　翌週の金曜日。会社の同僚たちが送別会を開いてくれた。

　会社主催の公的な送別会ではなく個人的な集まりなのに、聡美をはじめ、同期の子や先輩たち、たくさんの人が参加してくれた。

「早川さん、お疲れ様ー。そしてお誕生日おめでとう！」

　ねぎらいの言葉とともに、花束とプレゼントを渡された。

「ありがとうございます」と感謝をしながら受け取る。

「ほらほら開けてみて？」

　先輩の女性からそう言われ、プレゼントの箱を開いた。

「わ、パジャマですか？」

　箱の中には二組のパジャマ。上品なデザインで、つややかな光沢がある。きっとシルクだろう。

「いろいろ考えたんだよ。日菜子はこれからアメリカに行くから、重い物や割れ物は迷惑だろうしって」

　聡美が私の手もとを覗き込み教えてくれる。こちらの事情を考えてくれたんだ。

「パジャマなら、ラブラブな新婚さんにぴったりだなと思ったのよ。旦那さんとおそろいで着てね」

　先輩に微笑まれ、頬が熱くなった。

「ありがとうございます」と照れながらお礼を言う。

　私と亮一さんがラブラブかどうかはさておき、とても素敵なパジャマだった。

　添えられた商品説明のリーフレットには日本製の上質な絹糸を使っていると書いてある。

「すごく素敵ですけど、これ高かったんじゃ……」

　私が驚いていると、先輩が笑った。

「早川さんは相変わらずつつましいわね。部長が『餞せん別べつに使ってくれ』って結構な額を出してくれたから、気にしなくていいわよ」

「部長が？」

「本当は送別会にも来たかったみたいだけど、上司がいると皆んな楽しめないだろうからって遠慮したみたい」

「そうだったんですか……。本当に部長は優しいですよね」

　さっき会社を出る時にご挨拶はしたけれど、送別会に来てくれたらもっとちゃんと感謝を伝えられたのに。ちょっと寂しい気持ちになる。

「早川さんはいつアメリカにたつの？」

「再来週です」

　本当は会社を辞めてすぐにアメリカに行く予定だったけれど、外交旅券の発行の関係で少し遅れることになった。

　亮一さんが『あと二週間も日菜子に会えないなんて』と残念がっていたのを思い出す。

「結婚したのに遠距離だったから、旦那様に会うのが待ち遠しいでしょ」

　にやにや笑う聡美に問われ、少し照れてしまう。

「そうだね。ワシントンに行ったらあちこち案内してくれるって言っていたから楽しみ」

「いいなぁ。毎日観光気分で楽しそう」

「でも、皆んな早川さんが辞めるのを寂しがっているわよ。とくに男性陣」

　先輩が苦笑しながら男性社員たちをあごでさした。

「皆んな、職場に日菜子がいると癒されるって言ってましたもんね」

　先輩の言葉に聡美も頷いて同意する。

「その気持ちもわかるのよね。まじめに仕事をするだけじゃなく、指示される前に自分から率先して動いて、営業たちが働きやすいように準備してくれて。早川さんが来てくれてから、職場の雰囲気がよくなったもの」

「そんな、褒めすぎです」

　私は自分にできることを見つけてやっていただけなのに。

　先輩は髪を耳にかけながらふふっと笑う。

「でも早川さんにいい人が見つかってよかったわ。あなたと内藤くんじゃ釣り合わないもの」

「私みたいなかわい気のない女じゃ、彼が愛想をつかすのも仕方ないですよね」

「あら。そうじゃなくて、反対よ。内藤くんみたいに器の小さい男は早川さんにふさわしくない」

　先輩の言葉に首を傾げる。康介の器が小さいと思ったことはないけれど。

「彼は自分より後輩で契約社員の早川さんが評価されるのがいやだったのよ。プライドが高くて女を見下したい。男だん尊そん女じょ卑ひがしみついている典型的なタイプね」

「だから、部長から評価される日菜子が許せなくて、新人の野口さんに手を出したんだろうね」

　ふたりの言葉を聞いて、「そうだったんだ……」と呟く。

　言われてみれば、康介はアメリカの経済誌を読んだり個人的に英語の勉強をしたりする私を見て、いつも不機嫌そうにしていた。

　そうやって少しずつ気持ちが離れていったんだろう。私はそんなことにも気付けず、彼と結婚できると思って浮かれていた。

「もっと、相手のことを考えてあげられるようにならないとダメですね」

　私が反省しながら呟くと、先輩があきれたように苦笑した。

「早川さんは今だって周りに気を使いすぎなんだから、それ以上控えめになってどうするのよ。むしろ自分の気持ちをどんどん言った方がいいわよ」

「そうそう。日菜子はもっとわがままになっていいと思うよ」

「ま、これからは素敵な旦那様がいるんだから、そんな心配もないでしょうけどね」

　先輩の言葉に曖昧に微笑む。

　康介の時の失敗を繰り返さないように、アメリカに行ったら亮一さんの気持ちを第一に考えられるようにしなくちゃと気を引きしめた。




「日菜子、大丈夫？　ちょっと飲みすぎた？」

　十九時からはじまった送別会は予定よりも長くなり、お店を出る頃には二十二時を過ぎていた。二次会に行こうと誘われたけれど、私の足もとがふらついているのを見て、聡美が代わりに断ってくれた。

　お店を出た私は片手に花束を持ち、もう片方の手には餞別のパジャマが入った紙袋を持っている。一生懸命まっすぐ歩こうとしているけれど、地面が揺れている気がした。

　皆んなに入れ替わりお酌しゃくをされ乾杯を繰り返していたら、少し飲みすぎてしまったようだ。

　普段は酔うほど飲むことはないんだけど、好意でお酌をしてくれたんだから断るのは悪いと思っているうちに、アルコールの許容量を超えてしまった。

「聡美ぃ。私がアメリカに行っても忘れないでね？」

　酔っているせいかなんだか妙に人恋しい。隣にいる聡美に抱きつきそんな甘えたことを言う。

「忘れるわけないでしょう。日菜子は大好きな友達なんだから」

「うれしい。私もだいすき」

　聡美の首に腕を回しぎゅっとしがみつく。

「抱きつかれるのはうれしいけど、このままじゃ動けないから」

　宥めるように背中を叩かれ、お店の前にある花壇のふちに座らされた。

「タクシーをつかまえるから、ちょっと待っててね」

　素直に「うん」と頷き、道路へ向かう聡美を見送る。

　風が吹いて髪が揺れた。金曜の夜のにぎやかな喧けん騒そうが気持ちよくて目を閉じる。

　ゆらりゆらりとまどろみながら、今頃亮一さんはなにをしているだろうと遠い場所にいる彼に思いをはせる。

　いつも亮一さんは夜になると電話をくれるけれど、今日は彼からの着信はなかった。

　前もって送別会に行くと言っておいたからだろう。

　昨日、心配性の彼からどこで飲むのかたずねられこのお店を教えると、『迎えにいってあげようか』なんて冗談を言っていた。

　アメリカにいる彼が、迎えにこられるはずがないのに。

　会えないのはわかっているけど、亮一さんにお誕生日おめでとうって言ってもらいたかったなぁ……。

　せめてメッセージを送ろうかなとスマホを取り出しちょっとためらう。

　時差があるから、こちらが夜でもあちらは午前中。もう亮一さんは働いている時間だ。メッセージを送るのは迷惑かもしれない。

　画面を見ながら酔った頭でそんなことを考える。

　すると手もとに影が落ちた。誰かが私の前に立っているようだ。

　聡美が戻って来たのかな。そう思い顔を上げた私は、そこに立つ人物を見て息をのむ。スマホを持つ指が震えた。

「康介……」

　こちらを見下ろしているのは、元カレの康介だった。

「日菜子、話がしたい」

　固い口調で言われ戸惑う。今さらなにを話そうというんだろう。

「私は話すことなんてない」

「ちゃんと謝りたいんだ」

　顔をそむけ拒絶しようとしたけれど、彼からでた謝罪の言葉に驚いて動きが止まった。

「日菜子、悪かった」

　康介は浮気がばれた時ですら謝ろうとしなかったのに。その後も私から目をそらし避け続けてきたのに。

「どうして今さら謝るの……？」

「日菜子がアメリカに行く前に、ちゃんと話したかった。俺は日菜子のことが今でも好きだ」

「なに言ってるの？　康介には野口さんがいるでしょう？」

　意味がわからない。あんなに私を傷つけておいて、どうして好きだなんて言えるんだろう。

「あいつとはすぐに別れた。っていうか、別に野口のことなんて好きでもなんでもない。魔が差しただけなんだ」

　康介と野口さんが別れたという噂は聞いていたけど、本当だったんだ。でもどちらでも、私にはもう関係のない話だ。

「あいつわがままでさ、一緒にいても疲れるんだよ。だけど、日菜子といると癒された。お前がどれだけいい女か気付いたんだよ」

「都合のいいことを言わないで。私といても退屈だって言ったのを忘れたの？」

「あれは、俺が漏らした愚痴を、野口が話を大きくしただけだ。わかるだろ？　かっこつけて彼女を悪く言っちゃうのが男なんだよ」

　男なら自分の恋人をけなしても許されると言いたいんだろうか。そんなの、納得できるわけがない。

「あの日も俺とのデートなのに残業を断らなかった日菜子を見て、野口が『仕事を優先されて、相手にされなくてかわいそう』って言うから。つい『俺だって別に本気で日菜子と付き合ってるわけじゃない』って……」

　そんなくだらないプライドを守るために後輩と浮気をしたなんて。康介にとって私は、その程度のことで裏切れる存在だったんだ。

「自分がバカだったんだって、すごく後悔してる。ちゃんと反省してるから、よりを戻してくれよ」

「無理だよ」

　静かに言いうつむく。彼の言葉は少しも心に響かなかった。もう私の中には未練も好意も一切ない。

「どうして？」

「私、アメリカに行くの」

「知ってる。年上の外交官と結婚したって聞いた」

　知っていてどうしてよりを戻したいなんて言えるんだろう。康介のことが理解できない。

「でも、日菜子が結婚したのは俺への当てつけなんだろう？」

「当てつけ？」

「俺に捨てられたから、見返してやろうと思って好きでもない男との結婚を決めたんだろ？　イケメンだなんて噂になっていたけど、どうせ日菜子の外見しか見てないバカな男に決まってる」

「違う。亮一さんはバカな男なんかじゃない」

　なにも知らない康介に、亮一さんをけなされるのは許せなかった。頭にかっと血がのぼり立ち上がる。

「目を覚ませよ。そんな男とアメリカに行ったって、幸せになれるわけがない。日菜子は俺と一緒にいた方がいいんだ」

「勝手なことを言わないで。康介なんかと比べるのは申し訳ないくらい、亮一さんは素敵な人だよ。彼はなにがあっても私をけなしたり、傷つけたりしない。ずっと昔から私のことを大切にしてくれてる……」

　そう言うと、康介の顔から表情が消えた。

「ずっと昔から？」

　低い声で問われ、背筋がぞくっと冷たくなった。

「お前、前から俺を裏切ってたのか？」

「違……！」

「なんか変だと思ってたんだよ。付き合ってても日菜子はいつも冷静で、俺ばっか浮かれてて。本当はその男と俺を二股かけていたんだろ？　だから、俺の浮気を知った時もあんなに簡単に別れるって言ったんだな！」

「二股なんてかけてない。亮一さんはただの兄の友達で……」

「言い訳をするなよ！」

　彼の怒鳴り声に怖くて首を竦める。その時、目の前で車が止まった。バン！とドアの閉まる音が聞こえ、中から男の人が降りてくる。

　長身の、スーツ姿の男の人だった。

「亮一さん……」

　信じられない気持ちで、こちらに歩いてくる亮一さんを見つめる。どうしてアメリカにいるはずの彼がここに。

「見苦しいぞ」

　彼は私をかばうように康介の前に立つと、冷静な声でそう言った。

「なんだよお前……っ！」

　康介は突然現れた亮一さんに噛みつくように言ったけれど、長身の彼から鋭い視線を向けられ、その威圧感に怖気付いたようにごくりと息をのんだ。

「お前は彼女を貶すことで自分の自信のなさから目をそむけようとした。そんな器の小さい男に、日菜子は任せられない」

　亮一さんは私の肩を抱きながら、康介に向かって言い放つ。

「なんだよ、えらそうに。日菜子はずっと俺を裏切ってたんだろ！」

「言っておくが、君と別れるまで俺と日菜子の間には一切男女の関係はなかった。俺が一方的に彼女を想っていただけだ」

「だったらお前は、自分のことを好きでもない女と結婚するのかよ！」

「そうだが、なにか問題か？」

　少しも動じず頷いた亮一さんに驚いたのか、康介は言葉を詰まらせる。

「も、問題しかないだろ……。自分を愛してくれない女と一緒にいたって、なんの意味もない」

「お前は見返りがないと人を愛せないのか？」

　低い声で問われ、康介は黙り込んだ。

「俺は彼女のそばにいられるだけで幸せだし、彼女を幸せにするために全力で尽くす。それでも日菜子の心が他の男に奪われたのなら、俺の努力が足りなかっただけだ」

　亮一さんはそう言い切る。そんなことを堂々と言えるのは、彼が自分に自信があるからだ。

　他人からなにを言われても揺らがない。ましてや周りの人を貶して自尊心を満たしたりしない。人に責任を押しつけず、すべてを受け止める強さがある。人としても男性としても本当に魅力的だと思う。

「恋人を幸せにする努力すらできないお前には、日菜子は渡さない。もう二度と顔を見せるな」

　亮一さんに見下ろされた彼は、悔しそうに舌打ちをしてきびすを返した。

　複雑な気持ちでその背中を見送っていると、「日菜子ーっ！」と私の名前を呼ぶ声がした。

「無事でよかったぁ！」

　聡美が泣きそうな顔で私に抱きついてくる。

「タクシーがなかなかつかまらなくて戻ってきたら内藤さんが怒鳴ってて、どうすればいいのかわからなくてハラハラしちゃった」

　彼女は警察を呼ぶべきか迷っていたらしい。そこに亮一さんが現れ、様子を見守っていたそうだ。

「ごめんね、心配かけて」

　聡美の肩を抱き返すと、見ていた亮一さんが「お友達？」とたずねる。

「そうです。会社で一番仲がよかった友人で……」

「水田聡美といいます」

　私の言葉を引き取って、聡美が頭を下げる。

「はじめまして。日菜子の夫の瀬名亮一です」

「お噂はかねがね」

　興味津々の視線を向けられた亮一さんは、「噂になっているんですね」と苦笑する。

「まじめで慎重な日菜子が結婚を即決するくらいだから、素敵な人なんだろうなとは思っていたんですが、想像以上でした。ものっすごいイケメンですね。外見はもちろん内面も」

　彼女は亮一さんを見上げ納得したように頷いた。

「ありがとうございます」

　亮一さんに微笑みかけられた聡美は、息をのみ顔を真っ赤にする。こんな至近距離で亮一さんの笑顔を見たら、ドキッとしてしまうのも無理はない。

　聡美とは、アメリカにたつ前にまた食事をしようと約束をして別れた。

　ふたりきりになると、彼は私を車に乗せてくれた。私が手に持っていた花束を見て、「綺麗だな」と目を細める。

「餞別にとプレゼントしてもらったんです。花束とパジャマを」

「もしかしてペアのパジャマ？」

「そ、そうです……」

　契約結婚なんだから、そんなもの必要ないと言われるかと思ったけれど、亮一さんは「新婚夫婦っぽくていいな」と小さく笑った。

　そんな亮一さんの顔をまじまじと見つめる。亮一さんが目の前にいるなんて夢でも見ている気分だ。

　緊張がとけほっとしたせいか、それとも車に揺られているせいか、酔いが回って頭がふわふわしてきた。

　亮一さんの横顔に見惚れながら、「どうして亮一さんが日本にいるんですか？」とたずねる。

　彼はハンドルを握りながら種明かしをするように教えてくれた。

「国際会議の準備で、今日こっちに帰って来たんだ」

「国際会議ですか……」

　そういえば各国の大臣が集まり経済について話し合う会議が、日本で開催されるとニュースで見た覚えがある。

「帰国するっていつから決まっていたんですか？」

「先週かな」

「教えてくれればよかったのに」

　酔いもあってちょっとすねながら亮一さんを睨む。

「かなり過密なスケジュールだし、日菜子は今日送別会だろ。俺が帰国していると知ったら気を使わせるかもしれないと思って、連絡するのをためらった」

　亮一さんらしい気遣いだ。

「じゃあどうしてここに来てくれたんですか？」

　首を傾げると、「電話をくれただろ？」と言われた。

「え？」

　驚いて自分のスマホを見る。メッセージアプリの画面に、私から彼へ電話をかけた履歴が残っていた。

　亮一さんにメッセージを送ろうか迷っている時に、突然康介が現れた。驚いて画面をタップしてしまったんだろう。

「予定よりも早く仕事が片付いて、もしかしたら会えるんじゃないかと思って送別会の会場のそばを車で走っていたんだ」

「その時に私から電話がかかってきた？」

「あぁ。日菜子から着信がきて電話に出たら、男と言い争う声が聞こえた。元カレと話しているんだと気付いて、慌てて駆けつけた」

「そうだったんですね……。ご迷惑をおかけしてすみません」

「迷惑なわけがないだろ。誤操作だったとしても、俺に電話をかけてくれてうれしかった」

　本当にこの人は、どこまで優しいんだろう。決して人を責めないし、恩に着せるようなことも言わない。見返りを求めない彼の心の大きさに感動する。

　思わず瞳がうるんでしまい、手で顔を覆った。

「どうして泣くんだ？」

「亮一さんがかっこよすぎて」

　素直に答えると、亮一さんが一瞬言葉に詰まった。

「日菜子、酔ってるだろ」

「はい。たくさんお酌をしてもらったので」

「楽しい送別会だったんだな」

「でも、亮一さんの声が聞きたいなって思ってました。いつも電話をくれるのに、今日はくれなかったから、ちょっと寂しかった」

「だいぶ酔ってるな」

「酔ってますよ。酔っ払った私は嫌いですか？」

「嫌いなわけがあるか」

　そうは言いつつ、亮一さんは大きくため息をつく。

「亮一さんに、お誕生日おめでとうって言ってもらいたかったんです」

「日菜子、誕生日おめでとう」

「ありがとうございます。うれしい」

　にこにこしていると、さらに大きなため息が聞こえた。

「酔っ払った日菜子の破壊力、すごすぎないか」

「破壊力……」

「頼むから、これから酒を飲むのは俺がいる時だけにしてくれ。そんな顔を見せられたら心配でしかたない」

　彼の心配の意味がわからないけれど、「はい」と頷く。

「お酒を飲むのは亮一さんとだけにします」

「素直だな」

「私は亮一さんを信頼してますから、なんでも言うことを聞きますよ」

「俺の言うことはなんでも？」

「はい。なんでも」

　赤信号で車が止まると、亮一さんはなにかを葛藤するようにハンドルに顔をつっぷしうめき声をあげた。

「そんな風に無邪気に笑われると、良心を試されているような気分になる」

「良心？」

　私は意味がわからず首を傾げた。




　カーテンの隙間から差し込む光が眩しくて目を覚ます。太陽はすでに空高くのぼっていた。

　時計の針は朝というよりも昼に近い時刻を指している。

　昨日は会社の送別会でたくさんお酒を飲んだから、ちょっと寝すぎてしまったようだ。たっぷり睡眠をとったおかげで、頭はすっきりとしている。

　軽く伸びをしてから部屋を見回す。

　ローテーブルの上には、昨日もらった花束が花瓶に生けてあった。私はそんなことをした記憶はないのにと不思議に思う。

「あれ、亮一さんは……？」

　昨夜の送別会の後、康介にからまれているところに亮一さんが現れ私をかばってくれた。そして車で私を家まで送ってくれた記憶があるけれど……。

　もしかしてあれは夢だった？

　自分の記憶に自信がなくなる。

　だって、アメリカにいるはずの彼があんなタイミングで助けに来てくれるなんて、ありえない。多分、酔っぱらって願望を夢に見てしまったんだろう。

　そう結論付けてベッドから起き上がろうとすると、左手の辺りでなにかが光った。

「え？」

　自分の手を見下ろす。薬指にいつの間にか指輪がはめられていることに気付き、驚きで息をのむ。

　私の左手の薬指で光っているのは、プラチナの結婚指輪だった。透明な輝きを湛えたダイヤと青くきらめくサファイアが交互に配置されている。サファイアは九月生まれの私の誕生石だ。

　左手を持ち上げ、まじまじと見つめる。

　ダイヤもサファイアもうっとりするほど美しくて上質な石だとわかる。豪華だけれど上品で、とても素敵なデザインだった。

「もしかして、亮一さんが……？」

　指からはずして内側を見る。そこには婚姻届けを提出した日付と【R to H】という文字が刻印されていた。

　イニシャル入りの刻印に、誕生石のサファイア。思いつきで買ったわけではなく、前もって用意してくれていたんだ。その想いに胸がいっぱいになる。

　ローテーブルの花瓶のそばには、彼からのメッセージが置いてあった。酔った私をこの部屋まで送り、ベッドに寝かした後に書いたんだろう。

　手帳の一ページを切り取ったらしいシンプルな罫線が引かれただけの紙に、綺麗な文字が並んでいた。

『日菜子、誕生日おめでとう。直接渡して反応を見たかったけれど、幸せそうに眠る君を起こすのは申し訳ないから指にはめておきます。愛を込めて。亮一』

　彼らしい簡潔な文章だった。愛を込めて、という最後の部分を三度読み返して顔を覆う。

「あー、もう……っ」

　こんな文章、反則だ。胸の辺りがふわふわしてじっとしていられない気分になる。

　どうしよう……。こんな完璧な旦那様を演じられたら好きになってしまう。

　亮一さんは知っているんだろうか。ダイヤには『永遠の絆きずな』、サファイアには『誠実』や『慈愛』といった意味が込められていることを。

　契約結婚をした私がそんな結婚指輪をつけるなんて。なんだか皮肉だなと少し切なくなった。










ワシントンでの新婚生活




　二週間後。私はワシントンの空港に降り立った。

　東とう京きょうを出発したのは午後四時。十時間以上のフライトを終えて到着したワシントンはその日の午後三時半だった。時差があるのはわかっていたけれど、出発した時よりも時間が巻き戻っているなんて、なんだか不思議な気分だ。

　長時間飛行機に乗っていたせいで体は疲れているけれど、アメリカでの新生活への不安と期待で、気持ちは高揚していた。

　荷物を受け取り到着ロビーを見回す。

　亮一さんが迎えに来てくれているはずだけど……。

　すぐに見つけられると思っていたが、亮一さんの姿はなかった。

　ここ以外にも到着ロビーがあるのかな。ちょっと空港内を見てみよう。そう思って歩き出した時、うしろから名前を呼ばれた。

「瀬名日菜子さんですか？」

　日本語で呼びかけられ振り返る。

　そこにはラフな格好をした日本人男性が立っていた。

「はい、そうですが……」

　頷いた私を見て、「よかった、会えて」と大きなリアクションで胸を撫でおろす。

　年齢は私より少し上くらいだろうか。明るくて話しやすそうな印象の男性だった。

「在アメリカ合衆国日本国大使館の三等書記官、浜はま辺べと言います。瀬名さんが急な仕事が入ってこちらに来られなくなったので、代理でお迎えに来ました」

「そうだったんですね。今日は日曜だからきっとお休みですよね？　わざわざすみません」

　頭を下げた私に「いえいえ。あの瀬名さんの奥様に会えるなんて、むしろラッキーです」と笑ってくれた。

　あの瀬名さんという言い方をちょっと不思議に思っていると、浜辺さんは私の荷物を持ってくれる。

「急に日本の国会議員がこちらに来ることになって、瀬名さんはその対応に駆り出されたんですよ」

「そうなんですか」

「瀬名さんは有能な上にあの外見だから、議員たちにも名前を覚えられていて食事に付き合えと指名されるんですよね」

　亮一さんは普段からすごい人たちを相手にしているんだなと改めて驚く。

「車で来てますから、こちらにどうぞ」

「ありがとうございます」

　案内されて駐車場へと向かう。車に乗り込み走り出すと、広がる景色にため息が漏れた。

「空が広い……」

　私の呟きを聞いた浜辺さんが、ハンドルを握りながら頷いた。

「東京から来ると、緑が多くて空を遮るものがないことに驚きますよね」

「本当にアメリカに来たんだなって実感しました」

　地面はコンクリートで固められ高いビルが所せましと立ち並ぶ東京とは、まったく違う街並みだった。

「ポトマック川を渡るとアメリカの首都、ワシントンＤＣですよ」

　そう言われ前を向く。広い道路の先に白い石造りの建物と塔が見えてきた。

「あれは……？」

「リンカーンミュージアムとワシントン記念塔です。あの辺りには百年前に日本から贈られたソメイヨシノが植えられてて、地元の人たちから愛される有名なお花見スポットになっているんですよ」

「日本が贈った桜がアメリカで愛されているなんて、素敵ですね」

「あ、もしよかったら散歩してみます？　桜は咲いてないですけど、十月末くらいまで紅葉が楽しめるんですよ」

　今は十月中旬で、ちょうど綺麗な時期なんだろう。ぜひ……、と言いかけて言葉をのみ込んだ。

　亮一さんがお仕事をしているのに、私だけが観光するのはなんだか申し訳ない気がしたから。

　それに、はじめてのアメリカを楽しむなら、できれば亮一さんと一緒がいい。

「ええと……。とてもありがたいんですが、長時間のフライトのせいかちょっと疲れがあるので」

　失礼にならないように、言葉を選んでお断りする。

「おっと、すみません。瀬名さんの奥さんに会えたのがうれしくて浮かれてました。時差もあるし疲れてますよね」

「今日はゆっくり休んで、日を改めて来てみたいと思います」

「ぜひそうしてください」

　浜辺さんは微笑み前を向く。

「じゃあ、日本大使館の前を通ってから自宅のアパートメントへ向かいましょうか」

　亮一さんが働く日本大使館を一度見てみたかったから、わざわざ前を通ってもらえるのはうれしい。

　浜辺さんの気遣いに「ありがとうございます」とお礼を言う。

「この辺は各国の大使館が集まってるんですよ。日本大使館の周囲には、インドや韓かん国こくの大使館が並んでます」

　様々な国の大使館が建つ中で、日本大使館はひと際立派に見えた。入り口の上には金色の菊きく花か紋もん章しょうが輝いている。

　亮一さんはいつもここで働いているんだ……。かっこいいなぁとため息を漏らす。

「これから日菜子さんはレセプションパーティーなんかで招待されるでしょうけど、大使公邸に行ったらさらに豪華で驚きますよ」

　大使公邸というのはその名の通り、在アメリカ日本大使が住むために用意された建物だ。

「そんなに豪華なんですか？」

「そりゃあもう。目玉が飛び出るくらい」

　豪華な邸宅でアメリカの政府関係者や要人を招いて開かれるパーティーに私も参加するなんて、場違いなんじゃないかと不安になる。

「外交官の奥様は、社交的な場に慣れてる方が多いんでしょうね……」

　外交官と結婚する女性は家柄がいいお嬢様が多く、教養やマナーが自然と身についているんじゃないだろうか。

　私もできる限りのことは勉強してきたつもりだけれど、いざアメリカに来ると亮一さんの足を引っ張ってしまうんじゃないかと不安になる。

　そんな私の気持ちを感じ取ったのか、浜辺さんが「日菜子さんなら大丈夫ですよ」と笑った。

「さっき僕がワシントン記念塔の周りを散歩しましょうって誘った時、日菜子さん僕を傷つけないように気を使って言葉を選んでくれたでしょう？　あれ、うれしかったです」

「そんな、私は普通に……」

「気遣いを普通だと言える優しさって、社交的な場に慣れていることよりもずっと重要だと思いますよ」

　浜辺さんはそう言うと表情を変え、鼻にしわを寄せて話し出す。

「ぶっちゃけると、前の大使夫人がひどかったんですよ。アメリカに住む華道家にパーティー会場の装そう花かをお願いしたら、『私の方がうまく生けられるわ！』って勝手に花を生けだしたり、公邸料理人のやり方が気に入らないって素人のくせに口を出して段取りをめちゃくちゃにしたり。へたに家柄がいいので引っ込んでいろとは言えなくて、大使夫人のご機嫌をとりつつ準備を進めるのは毎回骨が折れました」

「それは……、大変でしたね」

　外交官は他国との人脈や信頼を築くためにパーティーを開いているのに、大使夫人のご機嫌をとらなければいけないなんて、本末転倒だ。

「あ、今の大使夫人はとてもいい人ですよ」

　浜辺さんは私を安心させるように付け加えた。

「さ、ここが瀬名さんの自宅です」

　車は四階建ての建物の前で止まった。まだ築年数が浅いんだろう。近代的でモダンな雰囲気のその建物に「わぁ……」とため息を漏らす。

　中に入るとエントランスはガラス張りで、自然光が差し込み開放感があった。

　しかも、コンシェルジュが二十四時間常駐していて、セキュリティもばっちりだそうだ。

　屋上はバーベキューやパーティーができるテラスになっていて、ワーキングスペースやゲストルームもあるらしい。

　アパートメントと聞いていたからもっとシンプルなところを想像していたのに、日本の高級マンションなみの設備が整っていて驚く。

「瀬名さんから鍵を預かってるんで、部屋まで荷物を運びますね」

「あ、ありがとうございます」

　彼にうながされエレベーターに乗り込む。

　最上階の四階の、エレベーターを降りてすぐの部屋。鍵を開け中に入った私は、また感嘆のため息をついた。

「すごい……」

　広いリビングには天井から床まである大きな窓があり街の景色が見渡せた。四階だけれど周囲に高い建物が少ないので、景色がとてもいい。

　もちろん室内も広々としていておしゃれだ。壁紙や家具は柔らかいベージュを基調に統一されていて、落ち着ける雰囲気だった。

「気に入りました？」

「ものすごく」

　私が迷わず頷くと、浜辺さんはにっこりと笑う。

「よかったです。瀬名さんめちゃくちゃ気合を入れて家探しをしていたので」

「そうなんですか？」

「大切な妻が住むんだから、治安のいい北西地区でセキュリティがしっかりしているのはもちろん、日当たりや間取りも妥協できないって、かなり時間をかけて探していたんですよ」

　忙しい仕事の合間に、時間を割いて家を探してくれたんだ。『アメリカへは身ひとつでくればいい』という言葉を冗談だと思っていたけれど、彼は私が快適に暮らせるように本当に気を使ってくれたんだと知り、うれしくなる。

「最短ルートで出世街道を突き進む超エリートの瀬名さんが急に結婚したことにも驚いたし、奥様のためにとことんこだわって家を探す姿を見て、大使館職員が皆んなざわついていました」

「ざわつく？」

「瀬名さんって超ストイックじゃないですか。他人に厳しいけどその百倍自分にも厳しい、一いち分ぶの隙もないタイプ」

「そうですか？」

　確かに亮一さんは有能でストイックだと思うけど、厳しいイメージはない。

「この前なんて、現地採用のセクシーな女性スタッフに谷間むき出しで色目を使われたのに、瀬名さんは表情を一ミリも変えずに『好きでもない女に優しくしてやるほど暇じゃない。仕事をする気がないなら帰ってくれ』って言い放ったんですよ」

「え？　亮一さんが？」

　信じられずに目を瞬かせる。

　職場であからさまなアプローチをしてくる女性職員もすごいけど、いつも優しい亮一さんがそんな言い方をするなんて。

「一部では鬼って恐れられていますからね。僕は、瀬名さんは筋が通っていてかっこいいから好きですけど」

「亮一さんが鬼……」

　まるで別の人の話を聞いているようだ。私がぽかんとしていると、玄関のドアが開く音がした。廊下を歩く靴音が近づいてきて、リビングのドアが開かれる。

「日菜子、悪い。遅くなった」

　謝りながら入って来たのは、スーツ姿の亮一さんだった。二週間ぶりに見る彼はやっぱりかっこいい。

「亮一さん。お疲れ様で……」

　そう言おうとしたけれど、言葉の続きが出なくなった。広い歩幅でこちらに近づいてきた亮一さんが、私を抱き寄せたからだ。

「あぁ。本物の日菜子だ。会いたかった」

　亮一さんは私を抱きしめ髪に顔をうずめる。

「りょ、亮一さん……っ」

　突然のことに驚いて、腕の中でじたばたともがく。胸を押し、彼から距離をとろうとしたけれど、力強い腕はそれを許してくれなかった。

「長時間の移動で疲れただろ。時差ぼけはしていないか？」

「だ、大丈夫ですから」

「本当に？　顔を見せて」

　亮一さんは大きな手で私の頬を包みじっと見つめる。至近距離で見る亮一さんの顔はかっこよすぎて落ち着かなくて、頬が熱くなっていく。

「と、とりあえず離してください」

「どうして？」

「浜辺さんが見てますから！」

　その言葉に亮一さんは顔を上げた。浜辺さんがいることに今気付いたようだ。

「あぁ浜辺。空港までの出迎えありがとう。助かった」

　私を抱きしめたまま冷静な口調で言う。浜辺さんにお礼を言うのも大切だけど、とりあえず離してほしい。

　そんな私たちを見て、浜辺さんが「うわー」と声を漏らした。

「いつもクールな瀬名さんが、奥さんにはこんなにべったべたに甘いなんて意外すぎる……」

「ようやく妻に会えたんだ。好きにさせてくれ」

「まぁ、瀬名さんは奥さんがアメリカに来るのをずっと楽しみにしてましたもんね」

　その言葉に頬が熱くなる。同僚たちにもわかるほど、私が来るのを楽しみにしてくれていたんだ……。

「大使から国会議員のお供をしてくれって頼まれた時、瀬名さんから殺気を感じましたもん」

　浜辺さんがおもしろがるように笑う。

　いつも優しくて余裕のある亮一さんが殺気を出すなんて、想像ができなかった。

「じゃあ、新婚さんのお邪魔をするのは悪いので、僕は帰りますね」

　そう言う彼を玄関まで見送る。

「浜辺さん、今日は本当にありがとうございました。いろいろお話を聞けて楽しかったです」

「僕も、日菜子さんとふたりっきりでドライブデートができて楽しかったです」

　浜辺さんの言葉を聞いて、亮一さんの視線が冷たくなる。

「ドライブデート……？」

「やだなぁ。冗談ですよ。仕事中は僕がなにを言っても動じないのに。瀬名さんは本当に日菜子さんにべたぼれなんですね」

　からかう浜辺さんに亮一さんは微笑み頷いた。

「そうだな。日菜子は俺の最愛の妻だ」

　当然のように言われ、顔から火が出るかと思った。私は慌てて両手で頬をおさえ、赤くなった顔を隠す。

「うわぁ。ほんとラブラブで羨ましいです。僕、大使館の女性職員に言っときますね。瀬名さんは超愛妻家だから、どんなアプローチをしても無駄だって」

「あぁ。よろしくたのむ」

　そのやり取りを聞いて、これも彼の演技なんだなと気付き納得する。

　浜辺さんの前で円満な夫婦関係をアピールして、職場の人たちにも結婚したという事実を周知しようとしたんだろう。

　本当に亮一さんは策さく士しだ。

　浜辺さんを見送った後、亮一さんとふたりで廊下を歩く。彼が私の左手を見て目もとを緩めた。

「指輪、つけてくれているんだな」

　私の左手の薬指には、ダイヤとサファイアの結婚指輪があった。亮一さんが誕生日にくれたものだ。

「はい。もちろん毎日つけてます。素敵な指輪をありがとうございます」

　電話でお礼は言ったけど、直接顔を見て感謝を伝える。

「気に入ってもらえてよかった」

「亮一さんも指輪をつけてるんですね」

「あぁ」

　彼の薬指にもシンプルなプラチナの指輪があった。指が長く筋が目立つ男らしい手に指輪がはまっているのは妙に色っぽく見える。

　これは私たちが夫婦だという証あかしだと思うと、なんだかドキドキしてしまう。

「亮一さんの指輪には石はついてないんですか？」

　私がたずねると、彼は指輪をはずして見せてくれた。内側にひと粒、綺麗な青いサファイアが埋め込まれている。

「わ、素敵……」

　隠れた場所にサファイアが埋め込まれているなんて。こっそり通じ合っているみたいでうれしい。

　亮一さんは指輪をはめなおし、「部屋は見て回ったか？」と私にたずねる。

「いえ、さっき到着したばかりなんです。見てきてもいいですか？」

「もちろん」

　わくわくしながら部屋の中を見て回る。リビングダイニングは広く、最新設備がそろったキッチンはアイランド型。冷蔵庫もオーブンもつくり付けで、無駄がなくすっきりしていた。

　バスルームは広々としていて、シャワーだけではなく深いバスタブもある。

「すごい。ちゃんとお風呂に浸かれますね」

　よろこんでいると、「バスタブは大きいから、ふたりで入れるな」と言われ言葉に詰まった。

　ちらりと亮一さんの顔を見ると、彼は目もとを緩めて微笑む。そうやってからかわないでほしい。

「個室はふたつ。こっちが俺の書斎で、突き当りがベッドルーム」

　亮一さんが廊下を歩きながらドアを開けて説明してくれる。

　仕事部屋を覗いた私は、壁一面に設置された本棚に圧倒された。使い勝手のよさそうなパソコンデスクに資料や雑誌が入ったキャビネット。

　仕事ができる亮一さんらしく、きちんと整頓されている。

　そして最後に開いたドアの先はベッドルーム。広い洋室に大きなベッドが置いてあるのを見て思わず息をのむ。

　クッションや枕がたくさん並んだ、映画に出てくるようなキングサイズのベッド。

　今日から亮一さんと同じベッドで眠るんだ……。そう思うと顔に熱が集まる。

　ベッドルームの入り口で立ち尽くしていると、私の動揺に気付いた亮一さんがこちらを見下ろした。

「あぁ。俺と一緒に寝るのは抵抗がある？」

「いえ、そういうわけではっ」

「無理しなくていい。人脈を作るために自宅に知人を招待することもあるだろうから、俺たちの仲を疑われないようにベッドルームをひとつにしただけだ。日菜子がいやなら俺はリビングのソファで寝るし、書斎に簡易ベッドを置いても……」

「大丈夫です。本当に」

　私を気遣ってくれる亮一さんに慌てて言う。

「私たちは夫婦だし、一緒に寝るのは当然ですよね」

「気を使わせて悪い」

「気を使ってなんていないですよ。亮一さんとなら一緒に寝るのいやじゃないです」

「またそういうかわいいことを言う」

　彼は苦笑いしてから私の肩を抱き寄せた。逞しい体が密着して、心臓が跳ねる。

「日菜子、約束は覚えているか？」

「約束ですか？」

「お利口に待っていたら、ご褒美をくれる約束だっただろ。ここに」

　亮一さんは形のいい唇を指さした。

　アメリカにたつ前に、彼とそんな約束をしていたことを思い出し、頬が熱くなる。

「ご褒美のキスをくれるか？」

　甘い視線を向けられ、胸を打つ鼓動が速くなる。

　これから亮一さんの妻としてふるまわなきゃいけないんだから、キスくらい平然とできるようにならなきゃダメだ。そう自分に言い聞かせる。

　そもそも、アメリカではキスなんて挨拶がわりだし。変に意識する必要はない。

　彼はキスをしやすいように、私の背中を手で支え首をかたむけてくれた。私はごくりと息をのみ、覚悟を決めて背伸びをする。

　一瞬だけ唇に柔らかい感触が触れた。

「キス、しましたよ」

　私が真っ赤になりながら顔を離すと、彼の唇が追いかけてきた。

「もっと」

「え……？　んんっ」

　大きな手で後頭部を包み私を引き寄せると、微笑みながら唇を合わせた。ついばむような短いキスを繰り返され、そのたびに吐息が唇から漏れる。

「りょういち、さん……」

　どうしよう。耳のうしろの辺りがぞくぞくして体から力が抜けてしまいそうだ。

　私は崩れ落ちないように、震える手で亮一さんのスーツを掴む。

「――気持ちいい？」

　キスの合間に吐息だけで問われ、その色っぽさにくらくらした。必死に両足で自分の体を支えながら頷く。

　そんな余裕のない私の様子を見て、亮一さんがのどの奥で笑った。

「本当に、めちゃくちゃにしてしまいたくなるほどかわいいな」

　壮絶な男の色気を感じ体の奥が熱くなる。

　いつもの紳士で優しい亮一さんも素敵だけど、少し意地悪な表情を浮かべる彼もかっこよくて見惚れてしまう。

　亮一さんは私の腰を抱き寄せると、そのまま足を進めた。キングサイズのベッドに私を押し倒し、こちらを見下ろす。

　長い指をネクタイの結び目にかけ、緩ませる仕草が煽情的で、見ているだけで背筋がぞくぞくと震えた。

「りょ、亮一さん……っ」

「ん？」

「ご褒美のキスはしましたけど！」

「キスだけじゃ足りない。もっと欲しい」

　彼は慌てる私におかまいなしで、組み敷くようにベッドに膝をついた。

　色っぽい笑みを向けられ、ごくりと息をのむ。

　亮一さんの指が私のブラウスのボタンをひとつずつはずしていく。はだけた胸もとが彼の視線にさらされて、心臓が大きな音をたてる。

「ま、待ってください、あの……っ」

　どうしていいのかわからずに彼を見上げる。

「俺たちは夫婦なんだから、親密になるためにスキンシップは必要だろ？」

　優しい口調だけど、その表情にはぞくりとするほどの色気があった。首筋に噛みつくようなキスをされ、びくんと体が跳ねる。

「んん……っ」

　手の甲で口を押さえ必死に声をこらえていると、脳裏に康介の言葉がよみがえった。

『――あいつは抱いてやっても反応は悪いし声も出さないし、退屈でしかない』

　その瞬間、一気に体温が下がった気がした。私が体を強張らせたことに気付いた亮一さんが、動きを止めこちらを見る。

「日菜子？」

　心配そうに名前を呼ばれ、なんとか平静を装った。

「亮一さん、からかわないでください。夫婦のふりをするために親密にならなきゃいけないからって、ちょっとやりすぎです」

　なんとか笑顔で言うと、亮一さんは気持ちを落ち着かせるように「はぁー」と長く息を吐き出す。

「悪い」

　亮一さんは謝りながら体を起こした。

　自由になった私は、気持ちを落ち着かせるために深呼吸を繰り返す。

「日菜子がアメリカに来てくれたのがうれしくて、暴走しそうになった」

「暴走？」

「これからは気をつける」

　亮一さんはそう言って私の頭を撫でる。

「時差もあるし疲れただろ。軽く食事をとって休んだ方がいい」

「そうですね。機内であまり寝れなかったので今日は早めに休もうかな」

「二、三日は時差ぼけがあるだろうから、無理はしなくていいからな」

「はい」

　頷いた私を見て、亮一さんは優しく笑ってくれた。

　ワシントンで暮らしはじめて二週間がたった。

　最初のうちは、亮一さんとひとつのベッドを使うなんて緊張して眠れないんじゃないかと心配していたけれど、忙しい彼は家でも仕事をすることが多く、私が先に寝てしまうのがほとんどだった。

　朝はいつも私が先に目を覚まし、朝食の支度ができてから彼を起こす。

　ダイニングテーブルには、こんがり焼いたトーストとかぼちゃのポタージュ。簡単なサラダを添えたハムエッグが並んでいた。卵は亮一さんの好みで少し固めに焼いてある。

　亮一さんに好き嫌いはほとんどないけれど、半熟の卵は苦手だということを最近知った。

　一緒に暮らしはじめて知ったことは他にもたくさんある。高級なレストランでの食事より家庭的な手料理が好きなこと。お酒に強いけれど、プライベートでは飲まないこと。そして、実は朝に弱いこと。

　朝食の支度を終え、亮一さんを起こすために寝室に向かう。亮一さんはこちらに背を向けて眠っていた。

「亮一さん、朝ですよ」

　声をかけたけれど、起きる気配はなかった。仕方なく手を伸ばし肩に触れる。

「起きてください」

　そう言って肩を揺らすと、彼が寝返りをうちこちらに体を向けた。形のいい唇から「ん……」と掠れた吐息が漏れる。

　眉をひそめた亮一さんがうっすらと目を開けた。いつもはセットしている黒髪が乱れているせいもあって、気怠げでものすごく色っぽい。

「朝食ができましたよ。今日はかぼちゃのポタージュとハムエッグと……」

　なんて説明していると、亮一さんが私の腕を掴んだ。そのままベッドの中に引きずり込まれ「きゃ！」と悲鳴をあげる。

「……まだ眠い」

　亮一さんは私を抱きしめ、また目を閉じてしまう。逞しい体が密着し、心臓が跳びはねた。

「は、離してください！」

　寝起きの悪い亮一さんは、時々こうやって私を抱きしめることがある。多分寝ぼけているんだろう。

　私は頬を熱くしながら必死にもがく。なんとか彼の腕から脱出しようとするけれど、体格でも力でも勝る彼に太刀打ちできるはずもない。しかも亮一さんは海外でトラブルに巻き込まれる可能性もあるからと、普段から体を鍛えているし。

　そんなことをしている間に、彼の手が私の服の中に入り込んできた。ウエストの辺りをなぞられ「んんっ」と小さな声が漏れる。

「……温かくて気持ちいい」

　私の肌の感触がお気に召したのか、亮一さんはそう呟いてさらに手を服の中へと進めた。それ以上進んだら、胸を触られてしまう。

「亮一さん、寝ぼけてないで起きてください！」

「いやだ」

「いやだじゃないです。仕事に遅れちゃいますよ」

「じゃあ、キスしてくれたら起きる」

「キスなんて……」

　困って黙り込むと、亮一さんは私の顔を覗き込み「お願い」と囁いた。ベッドの中でこんな色っぽい表情でキスをねだるなんて反則だ。

　私は深呼吸をしてから、彼の唇に素早く自分の唇を押し当てる。

「これでいいですか？」とたずねると、思い切り不満そうな顔をされた。

「短すぎる。もう一回」

　恥ずかしいからすぐに済ませたかったのに。そう思いつつもう一度キスをする。顔を火照らせながら唇を離すと、亮一さんがくすくすと笑い声を漏らした。

「もう何度もキスをしてるのに、毎回真っ赤になってかわいいな」

　人を動揺させて楽し気に微笑む意地悪な亮一さんを睨んだ。

「亮一さん、とっくに目が覚めてるでしょう？　いい加減起きてください」

「あぁ。日菜子のおかげで目が覚めた」

　彼はにっこりと笑い、ようやくベッドから起き上がってくれた。

「顔を洗ってくる」

　そう言って寝室を出ていく彼を見送りながら、胸を押さえ大きくため息を吐き出す。

　最近の亮一さんは、私がキスするまで起きてくれないことがある。海外生活に慣れた彼にとっては、おはようのキスなんてただの挨拶なんだろうけど、私はドキドキしすぎて寿命が縮んでしまいそうだ。

　それにしても、亮一さんはひとり暮らしの時はどうやって起きていたんだろう。ふと疑問に思い、朝食をとりながらたずねる。

「普通にアラームで起きてたよ」と当然のように言われ、驚いて目を見開いた。

「あんなに寝起きが悪いのに？　じゃあ、私が起こさなくてもいいじゃないですか」

「ひとりだと起きられるんだけど、日菜子がかわいいからつい甘えたくなるのかもしれない」

「もう、かわいいなんて適当なことを言って。私をからかってるだけですよね」

「からかってない。本心だよ」

「疑わしいです」

　頬を膨らませる私を見て、亮一さんがくすくす笑う。そのちょっと意地悪な表情に、胸がきゅんと音をたてた。




　ワシントンでの生活は、想像以上に快適だった。

　亮一さんが治安のよさを重視してアパートメントを選んでくれたおかげで、日中ひとりで出歩いても不安に感じることはない。

　街を歩いていると、高い建物が少なくて緑が多くとても気持ちがよかった。自宅の近くには大聖堂や歴史的な建造物、息をのむような美しい庭園もある。

　休みの日には、亮一さんがあちこち案内してくれた。

　観光名所やショッピングモール。おしゃれなカフェに博物館や美術館。目に映るものすべてが新鮮で、毎日が楽しい。

　私がそう話すと、電話の向こうで話を聞いていた早苗さんが《楽しそうでよかったわ》とほっとしたように言った。

《彰が日菜子は元気にしてるのかっていつも心配してたから》

「気になるなら、お兄ちゃんが電話をしてきたらいいのに」

　私があきれると、早苗さんは《照れくさいのよ》と笑う。ふたりはお互いにわかり合っていて、まるで熟年夫婦のようだ。

《日中ひとりで寂しくない？》

「大丈夫だよ。お散歩に行ったりお買い物をしたりして楽しんでる。あと、大使夫人がとても優しい方で、お食事に誘ってくれたり着物の着付けを教えてくれたりするの」

《それは心強いわね》

　以前浜辺さんが言っていた通り、大使夫人はとてもいい人だった。

　はじめての海外生活で戸惑う私を気遣ってくれ、外交官の妻としての心構えもアドバイスしてくれた。

　もともと学ぶのが好きな私が真剣に話を聞いていると、昔教員に憧れていたという彼女の心に火がついたらしく、着付けや日本文化、アメリカの歴史まで、様々なことを教えてくれた。知的で博識な彼女との会話はとてもおもしろくて、大使夫人に誘われるのが楽しみになっている。

　ビザの関係上、働くことはできないけれど、とても充実した日々だ。もう少し生活に慣れたら、チャリティなんかにも参加してみたい。

《そうそう、十二月の上旬にそっちに旅行に行こうかなって思ってるのよ》

「ワシントンに？」

《十二月に入ればイルミネーションで街が華やかになるでしょ？　せっかくアメリカに行くなら、その時期がいいなと思って》

「早苗さんとお兄ちゃんが遊びに来てくれたらすごくうれしい！　亮一さんにも伝えておくね」

《よろしくね》

　電話を切って窓の外を見ると、街路樹の葉は色づきはじめていた。ワシントンは街並みが素敵だから、クリスマスシーズンになりあちこちの建物がライトアップされたらとても綺麗だろうな。そんな景色を想像して胸がはずんだ。




　天気のいい土曜日。私は亮一さんに誘われてチャリティイベントに来ていた。

　チャリティが盛んなアメリカでは、様々なイベントが開催されている。今日来たのは、事情があって保護された犬を里親に紹介する譲じょう渡と会だ。

　犬を飼う予定もないのに参加していいのかなと思っていたけれど、会場に行って驚いた。

　たくさんのキッチンカーやテントが並び、ホットドッグやポップコーンが売られている。風船が配られていたり、音楽が流れていたり、まるでお祭りだ。

　人間が苦手な犬たちに、たくさんの人が行きかうにぎやかな環境に慣れてもらおうという意図もあるらしい。

　様々な種類の犬が入った大きなケージが並ぶ。人が通るたび尻尾しっぽを振る子もいれば、居心地が悪そうにケージの隅で丸くなったり目をそらしたりする子もいる。犬たちの性格もそれぞれだ。

「亮一さんは犬派なんですか？」

「動物はなんでも好きだよ。日菜子は？」

「私は大きい犬が好きです。ぎゅーって抱きつきたくなる感じの」

「へぇ」

　そんな話をしながら会場内を見て回る。

「亮一さんは今、大使館でどんなお仕事をしているんですか？」

「今は年明けから予定されている日米通商交渉の根回しをしているところだ」

「難しそうなお仕事ですね」

「そういえば、来週大使公邸でパーティーが開かれるんだ。できれば日菜子も参加してほしい」

「はい。わかりました」

　そう言いながらごくりと息をのむ。

　少人数のお食事会やホームパーティーには参加したけれど、公邸で行われるオフィシャルなパーティーに行くのははじめてだ。

「緊張しなくても大丈夫。日菜子は大使夫人のお気に入りだから」

「大使夫人が優しいだけです」

「あの人は意外と厳しい人だ。誰にでも親切にするわけじゃない。現に前の大使夫人とはそりが合わなくて相当やりあったそうだし」

　多分、浜辺さんが言っていた方だろう。

「亮一さんの足を引っ張らないように頑張りますね」

「気負う必要はないからな」

　優しく言われ、「はい」と頷く。

　その時、背後から声をかけられた。外国人の男性が亮一さんに向かって手を上げている。

『亮一も来ていたんだね』

　親し気に話しかけてきた男性に、亮一さんは足を止め、私を妻だと紹介してくれて挨拶をかわす。それから政治や経済のことなど難しい話をはじめた亮一さんの邪魔をしないようにと思い小さく声をかけた。

「ちょっと会場を見て回っていますね」

「悪い」と謝られ、笑顔で首を横に振る。

　男性に会え釈しゃくをし、のんびりと会場を見渡す。

「あ、あの子かわいい」

　ひとりで歩いていると、大きな犬と目が合った。黒いつややかな長めの毛並みに、鼻の辺りから胸までが白いたれ耳の犬。バーニーズマウンテンドッグだ。

　ケージの前で私がしゃがむと、その犬はぷいっとそっぽを向いてしまった。でもこちらに耳を向け、私を意識しているのがわかる。

『とてもかわいい子ですね』

　近くにいた老婦人に英語で話しかけると、彼女は『そうでしょう』と微笑んだ。

　彼女は白髪を美しくまとめ、鮮やかな色の服を上品に着こなしていた。穏やかな物腰だけど、気品と威厳のある女性だった。

　素敵な人だな。人の視線を引きつける独特の雰囲気がある。

『この子は、ご主人様を事故で亡くして保護されたの』

『そうなんですか……』

『ご主人様はもう帰ってこないのにずっと自宅から動かなくてね。今でもあまり心を開いてくれないのよ』

『そっか。それは悲しかったね』

　優しい声で話しかけると、黒い瞳がこちらに向いた。うかがうような表情で私を見上げる。

『私も両親を事故で亡くしたんだよ。突然会えなくなるなんて、寂しくてすぐには立ち直れないよね』

　ケージ越しに見つめ合う。その犬は「くぅん」と細く鳴きわずかに尻尾を揺らす。少しだけ心を許してくれたような気がした。

『撫でてみてもいいですか？』

『もちろんいいわよ』

　彼女は首輪にリードをつけ、その犬をケージから出してくれた。眉間の辺りをそっと撫でると、警戒するそぶりもなく気持ちよさそうに目を細める。

『あなたも大変だったのね』

　気遣うように声をかけてくれた老婦人に、『でも、私にはそばで支えてくれた人がいたので』と微笑んだ。

『あら、もしかしてそれはあなたのパートナー？』

『そうなんです』

　頷きながら離れた場所にいる亮一さんを見つめる。彼がいてくれたから、今の私がある。

『素敵なご縁ね』

『はい』

　その時、すぐそばでパン！という破裂音がした。それまでおとなしく撫でられていた犬が突然うなり声をあげた。大きな口を開き、老婦人にとびかかろうとする。

「危ない……！」

　考えるよりも前に体が動いた。老婦人と犬の間に入り、両手を広げ彼女をかばう。

　ぎゅっと目をつぶったけれど、痛みは感じなかった。おそるおそる目を開けると、犬はなぜか地面に伏せおびえたように耳を寝かしこちらを見上げていた。

「日菜子！　大丈夫か!?」

　騒ぎに気付いた亮一さんが私のもとに駆けつける。私を抱き寄せ腕の中にかばってくれた。

「わ、私は大丈夫です。それよりもそちらの女性は……」

　老婦人は無事だっただろうかと彼女を見ると、数人のスタッフに囲まれていた。

『私も大丈夫よ。このお嬢さんがかばってくれたから』

　心配する周囲にそう言い、私にたずねる。

『大丈夫？　けがはない？』

『はい。大丈夫です。とびつかれそうになっただけなので』

　辺りを見回すと、近くで小さな女の子が泣いていた。どうやらさっきの音は、彼女が持っていた風船が破裂した音だったようだ。

　おびえる犬の前にしゃがむ。

『びっくりしただけだよね。とっさのことだったのに噛んじゃダメだって我慢できてえらかったね』

　私が声をかけると、「くぅーん」と細い声で鳴いた。ごめんと謝るように、私の手をなめてくれる。

『この子のご主人、銃の暴発事故で亡くなったのよ』

『だから、今の破裂音で驚いたんですね』

　納得しながらご主人を失った犬を見つめる。悲しい記憶を思い出し、パニックになったんだろう。それでもちゃんと理性が働いた、優しい子だと思う。

『早く素敵な家族が見つかるといいですね』

『そうね、あなたのパートナーみたいな素敵な人がね』

　老婦人はそう言いながら、私に名刺を差し出した。

『あ、ありがとうございます。私は名刺を持っていなくて……』

『いいのよ。私が渡したいだけだから。なにか困ったことがあったら連絡をちょうだい』

　老婦人はこちらの名前を聞くこともなく『じゃあね』と手を振った。数人のスタッフに守られるように会場を後にする。会釈をしてその姿を見送ってから、大きく息を吐き出した。

「なんだか、不思議な女性でしたね」

　名刺を見下ろしながら呟く。シンプルな書体で『ミシェル・ワトソン』という名前と、電話番号のみが書かれていた。この名前、どこかで見た覚えがあるような気がするけど……。

「日菜子、本当に噛まれてないか？　大丈夫か？」

　亮一さんが真剣な表情で私の腕を掴みブラウスのそでをまくった。

「大丈夫ですよ、本当に」

　しっかりと確認して傷ひとつないと納得すると、亮一さんはようやく「よかった」と息を吐き出した。相変わらず過保護なんだからと苦笑いする。

「それにしても日菜子は、本当にすごいな」

　亮一さんは私の頭を撫でながらそう言った。

　すごいってなにがだろう。私は彼の言葉の意図がわからず首を傾げた。










彼の想い人




　数日後、私は大使公邸で開かれたパーティーに参加していた。美しい日本庭園を望める大広間には百人以上もの要人たちが集まっている。

　アメリカの国務長官や上院議員。そうそうたる顔ぶれに、緊張で身震いしそうになる。男性は上質なスーツ、女性は華やかなドレス。まるで社交界のようにきらびやかな世界だ。

　私は薄い桃色の色いろ留とめ袖そでを着ていた。大使夫人がプレゼントしてくれたもので、裾に入った上品で繊細な花々の柄と、金きん刺し繍しゅうがほどこされた帯が美しい。

「和装の日菜子を見るのははじめてだが、似合うな」

　そう言って微笑むのは、シックなブラックスーツを身に着けた亮一さん。

　長身でスタイルがいい彼がフォーマルな服装になると、いつも以上の色気が漂う。

　黒髪をうしろに流すようにセットしていて、形のいい額と凛々しい目もとがはっきりと見え、より一層精悍に見えた。

「亮一さんも素敵です」

「ありがとう」

　にこりと笑い、私をエスコートしてくれる。

　彼が歩くと会場にいる女性たちの視線も一緒に動く。改めて彼の魅力を思い知らされた気分だ。

　私が隣にいてもこんなに注目されるのだから、彼がひとりでパーティーに参加していたら大変なことになっていただろう。私に契約結婚の話を持ちかけた理由がよくわかる。

　羨せん望ぼうのまなざしを集める彼は、左手の薬指に結婚指輪をはめている。亮一さんと私が夫婦だという証の指輪だ。会場の女性たちがさりげなく亮一さんの指輪を確認しているのに気付いて、照れくさいようなうれしいような不思議な気持ちになる。

　亮一さんはスマートに私をエスコートしながら要人たちに挨拶をし、妻の私を紹介してくれる。

　皆んな彼が結婚したことに驚きながらも祝福してくれた。『今度ホームパーティーに来てくれ』と誘われ『ぜひ』と微笑み返す。

　そんなやり取りをしていると、会場の空気が変わった。また新たなゲストが来たらしい。入り口の方に注目が集まっていた。

　私もつられてそちらを見る。鮮やかな緑のイブニングドレスをまとった白髪の老婦人が、数人の男性を引き連れ会場に入ってくるところだった。

　その姿を見て「あ……」と目を見開く。チャリティイベントの会場で会ったミシェルさんだ。

　会場内を見渡した彼女は私を見つけ、こちらへと歩いてくる。

　大使館主催のパーティーに現れるなんて。そしてこんなに注目を集めるなんて。彼女はいったい何者なんだろう。

『やっぱり会えたわね』

　驚く私を見て、彼女はにっこりと笑う。

『あなたのパートナーをどこかで見た覚えがあったの。確か日本大使館に有能でハンサムな外交官がいたような気がして、普段こういうパーティーには参加しないのだけど、好奇心に勝てなかったわ』

　ミシェルさんから視線を向けられた亮一さんは、上品に微笑み挨拶をする。

『参加していただけて光栄です。在アメリカ合衆国日本国大使館、一等書記官の瀬名亮一と申します。こちらは妻の日菜子です』

　彼に紹介され、私も頭を下げる。

『瀬名日菜子と申します』

『日菜子はなにもわかっていないようだけど、あなたは予測通りにことが運んだって顔をしているわね、亮一』

『いえ、とんでもない。偶然の出会いに驚いています』

『本当かしら』

　そのやり取りに目を瞬かせていると、ミシェルさんがこちらを見る。

『ま、咄とっ嗟さの時に出るのは人の本性ですもの。あの場で私をかばってくれた日菜子のことは信用しているわ』

『ええと、ありがとうございます』

　困惑しながら頭を下げた私を見て、彼女はふふっと笑う。

『着物姿もかわいらしいわね。私、着物は大好きなのよ』

『ありがとうございます。大使夫人が用意してくださったんです。彼女はとても知的で、着物にも日本文化にも深い知識を持っているんですよ』

『あら、本当？　ぜひお話ししてみたいわ。紹介してくれる？』

『もちろんです』

　そんな会話をしていると、ちょうど大使と大使夫人がやってきた。『よく来てくださいました』と丁重に彼女をもてなしている。

　その様子でミシェルさんが大使にとっても重要なゲストだということが伝わってきた。

　私は少し離れたところで亮一さんに耳打ちする。

「あの、彼女はいったい……」

「アメリカの有名な慈じ善ぜん家かだ。多くの著名人が彼女の活動に賛同していて、経済界に強い発言力を持っている」

「そんなすごい人だったんですね」

　アメリカはボランティアが盛んな国だ。有名な経営者やセレブが多額の寄付をして話題になることも多い。

　そういえば、彼女の名前を経済誌で見た覚えがある。世界で最も影響力のある女性ランキングに名前をあげられていた。

　オーラがある素敵な人だなと思っていたけれど、ここまですごい人だったなんて。

「彼女はあまり表舞台には出ないんだ。こうやって政治がからむパーティーに顔を出すことはほぼない。けれど彼女とパイプができれば経済界との駆け引きで優位に動けることになる」

　亮一さんが今取り組んでいる、通商交渉のための下準備もかなりやりやすくなるんだろう。

「亮一さんはミシェルさんと知り合うために、私をチャリティイベントに誘ったんですか？」

「まさか。偶然だよ。あの場に彼女が来ていることも知らなかった」

「本当に？」

　用意周到で策士な亮一さんだから、こうなると予想していたのでは。なんて疑ってしまう。

「彼女との繋がりを持てたのは日菜子のおかげだ。君はとても魅力的で人の心を掴むのがうまいから」

　優しく囁かれ、心臓が高鳴った。一瞬息をのみ深呼吸をする。

「亮一さんって本当に褒めるのが上手ですよね。どんな女性でも簡単に口説き落としちゃいそう」

「そんなことない。ひとりの女性をうまく口説けずに、ずっと苦戦してるよ」

「苦戦？　亮一さんが？」

　私が首を傾げると、彼は苦笑いを浮かべた。

　亮一さんが口説いてもなびかないなんて、いったいどんな女性なんだろうと不思議に思う。

　その時通りかかった女性が足を止めた。

「あら、亮一？」と驚いたようにこちらを見る。

　胸の辺りまである黒髪が印象的な、綺麗な女性だった。背中が大きくあいた露出の多い黒のドレスを上品に着こなしている。

　手足が長くスタイルがいい彼女に、思わず見惚れそうになる。

「怜れ奈な？」

　亮一さんが名前を呼ぶと、彼女の表情がほころんだ。

「久しぶりね。元気にしていた？」

「あぁ」

　亮一さんは両手を広げた彼女を抱き寄せ、親し気に頬を寄せ合う。長身のふたりが抱ほう擁ようを交わす姿は、まるで映画のワンシーンのようだ。

「私は今、上院議員の補佐官をしているの。繋がりたい議員がいるなら、話を通してあげるわよ」

　彼女は亮一さんの肩に両腕を置いたまま話を続ける。ふたりの親密さを見せつけられ、胸がさわいだ。

「ありがたいが、今のところ大丈夫だ」

「遠慮しなくていいのに。あなたと私の仲なんだから」

　亮一さんは自分の肩から彼女の腕を下ろし、私の隣に立つ。

「紹介するよ。妻の日菜子だ。日菜子、こちらは浅あさ田だ怜奈。大学時代の友人だ」

　日本の最高学府と言われる大学出身で、しかも今はアメリカで議員補佐官をしているなんて、とても優秀な女性なんだろう。

「怜奈さん、はじめまして。日菜子と申します」

「亮一、あなた女の趣味変わったんじゃない？」

　頭を下げた瞬間そう言われ、冷や水を浴びせられたような気分になった。

「君に俺の女性の好みを教えた覚えはないが？」

「教えられなくったってわかるわよ」

　ふふんと得意気に笑う怜奈さんに、亮一さんが大きくため息をついた。

「お前なぁ……」と乱暴な口調で言う。

　私の前ではいつも紳士的で優しいのに、彼女にはあんな顔を見せるんだ。そのことにも驚きショックを受ける。

「久しぶりに会えたんだし話しましょう。ふたりで」

「とくに話すことはないが？」

「相変わらずクールね。それとも照れているの？」

　怜奈さんはくすくす笑いながら、亮一さんの腕に抱きつきこちらを振り返った。

「日菜子さん、ちょっと亮一を借りるわね」

　いやだと思った。彼女とふたりきりにならないでほしい。

　けれどそんなわがままを言えるわけがない。わきあがる独占欲を必死に抑え、「はい、どうぞ」と微笑む。

　怜奈さんは亮一さんの腕を引いて歩いて行く。

　その様子を見送っていると、いつの間にか隣に浜辺さんがいた。亮一さんの腕を抱く怜奈さんを見て、不思議そうに私にたずねる。

「瀬名さんと歩いているのって誰ですか？」

「亮一さんの大学時代のご友人の浅田怜奈さんという方です。上院議員の補佐官をしているそうで……」

　私が答えると、浜辺さんが「へぇ！」と目を丸くした。

「浜辺さん、ご存じなんですか？」

「ちょっと前に日本人女性がアメリカの国家公務員になったって話題になっていたので、名前だけは」

「そんな話題になるほどすごいことなんですね……」

　彼女の有能さを改めて知り、自分との差を感じてため息をつく。

　亮一さんが彼女に遠慮のない態度をとっていたのも、対等な存在だと認めているからなのかもしれない。日本で一番と言われる大学を卒業し、それぞれ日本とアメリカの国家公務員として活躍するふたりは、共感できる部分も多いんだろう。

　胸がきしむように痛んで、ぐっと息を止めてこらえる。

　その時ふと、亮一さんとお母様のやり取りを思い出した。

　亮一さんは『ずっと想いを寄せている女性がいるから、見合いをする気はない』と言っていた。

　もしかして……。と思い浜辺さんにたずねる。

「あの、日本の外交官と他国の国家公務員が結婚するのは難しかったりするんですか？」

「そりゃ無理でしょうね。お互いに機密を守らなければならない立場ですから」

　浜辺さんの言葉を聞いて、「やっぱり」と呟いた。

　亮一さんはずっと怜奈さんを想っていたんだ。けれど外交官という立場上、彼女との結婚は難しい。だから私に契約結婚を提案したんだろう。

　私たちの間に愛はない。ただの契約結婚だってわかっていたのに。実際に彼が愛する女性を目にするのは想像以上につらかった。経歴も能力も外見も、なにひとつ敵うものがない。自分の無力さにうちのめされる。

　彼を好きになっても無駄だって最初からわかっていたのに、どうしてこんなに胸が痛むんだろう。

「日菜子さん、なんでそんな悲しそうな顔をしてるんですか？　瀬名さんとの結婚生活がうまくいってないとか？」

「いえ、そんなことは。亮一さんはとても紳士的で優しいんです。私のいやがることは絶対にしないし過保護なくらい大切にしてくれるし……」

　でも、怜奈さんに見せる顔を、私には見せてくれない。『お前』なんて乱暴に呼んだりしない。

　彼はずっと演じていたんだ。優しくて理想的な夫の仮面をかぶり続けてきた。

　そのことが、どうしようもなく寂しい。

「日菜子さん、こういう時は思い切り飲んで食べるしかないですよ！」

　私を励ますように浜辺さんが明るく言う。

「うちの公邸料理人の腕はすごいんですよ。今日用意されているワインも最高級ですから、ガブガブ飲んじゃいましょう！」

　優しい彼にくすくす笑いながら頷いた。お酒はあまり強くないので、ソフトドリンクをお願いする。

　浜辺さんはパーティーの参加者とにこやかに挨拶を交わしては、「あの人あんないかつい顔をしてるけど実は猫舌なんですよ」とか「あの人に野球の話題を振ると一時間は解放してくれないから気をつけてください」といった個人情報をこっそり耳打ちしてくれた。

　近寄りがたい要人たちの人間らしい一面を知ることができておもしろい。

「それにしても、瀬名さん遅いですね。ちょっと様子を見に行きましょうか」

「え、でも」

　浜辺さんの提案に戸惑う。ふたりの時間を邪魔していいのだろうか。

「日菜子さんは奥さんなんだから、遠慮しなくていいですよ」

　そう言って歩き出した彼を追いかけ、にぎわうバンケットルームを出て廊下を進む。

「このへんの控室にいるんじゃないかなぁ」

　浜辺さんが辺りを見回す。彼の予想通り、奥の個室から亮一さんと怜奈さんの声が聞こえてきた。

「――離してくれ。俺は結婚しているんだ」

「どうせ仕事のために結婚して、ろくな夫婦生活を送ってないんでしょう？　欲求不満って顔をしてるわよ」

「だとしても、お前には関係ない」

　苛いら立だちを隠さず低い声で返す亮一さんはまるで私の知らない人みたいな、乱暴な口調だった。

「そんなに外交官って立場が大事？　好きでもない相手と結婚するほど」

「なにを……」

　いつも冷静な彼がこんな風に言葉を詰まらせるなんて。図星をつかれ感情を揺さぶられたんだろう。

「知っているのよ。亮一にはずっと想ってる人がいるって。……それ、私なんでしょう？」

　私は思わず耳を塞いだ。彼が『そうだ』と答えるのを聞きたくなかった。

　強い胸の痛みでようやく自覚する。私は亮一さんのことが好きだ。どうしていいのかわからないくらい、好きで好きで仕方ない。

　私がぐっと唇を噛みしめていると、浜辺さんが躊ちゅう躇ちょなく控室のドアを開いた。

「お邪魔しまーす。言い合う声が廊下まで聞こえてましたよー」

　明るく言って部屋の中に入っていく。

　怜奈さんは、亮一さんが腰かけたひとり掛けのソファの背もたれに腕を置き、彼に迫っている最中だった。

「あら、見られちゃったわね」

　動揺する様子もなく、見せつけるように亮一さんに密着し、露出の高いドレスを着た彼女の豊かな胸を亮一さんに押しつけている。そんな状況に息をのむ。

「怜奈、どけ」

　亮一さんは低い声で命令する。ぞくりとするほど冷たい声。

「あら怖い。さっきまでは乗り気だったのに、奥様が来たから気が変わった？」

　亮一さんは楽し気に笑う怜奈さんを押しのけ立ち上がる。

「お前がなにを勘違いしているのかは知らないが、俺は妻の日菜子を愛している」

　亮一さんははっきりと言い切った。その言葉を聞いて、よろこびよりも寂しさが込み上げる。彼は契約結婚を維持するためだけに嘘をついているんだと知っているから。

「まぁ、立場上そう言うしかないものね」

　怜奈さんも事情を理解しているんだろう。余裕たっぷりに微笑むと、「じゃあ今日は失礼するわね」と私に一いち瞥べつをくれてから部屋を出ていく。

　残された亮一さんの様子が、いつもとは少し違った。呼吸が苦しいのかネクタイを乱暴に緩め、はぁっと乱れた息を吐く。

　亮一さんはこちらにやってくると、浜辺さんに耳打ちした。

「酒になにか混ぜられた」

　隣で聞いていた私は、驚いて顔を上げる。

「まじすか。警察呼びます？」

「ここは大使公邸だ。さすがに違法なものではないだろう」

「じゃあ、催さい淫いん剤ざいとか？」

　浜辺さんの発した聞きなれない言葉に、私は「えっ？」と声を漏らした。性欲を高めたり興奮させたりする、いわゆる媚び薬やくのようなものだろうか。

　亮一さんは顔をしかめながら「おそらく」と頷く。

「参加者に知られれば変な憶測を呼ぶ。話を大きくしたくない」

「わかりました。大使には僕から話しておくので、瀬名さんは自宅に帰ってください」

　すぐに状況を理解した浜辺さんに、亮一さんは「悪い」と謝る。

「いいですよ。完璧な瀬名さんにはこういう時にしか恩を売れないので。日菜子さん、今日は瀬名さんについていてあげてください」

「は、はい……！」

　浜辺さんにそう言われ、動揺しながら頷いた。けれど亮一さんは厳しい表情で首を横に振る。

「いや、日菜子はついてこなくていい」と拒絶され、ショックで目を見開いた。

「どうして……？」

「わかるだろ。余裕がないんだ。薬が抜けるまで俺はホテルに泊まるから……」

　彼は私から目をそらしたまま言う。この部屋に入って来てから亮一さんは一度も私の方を見ていない。避けられているんだ。そのことに気付き、胸が引き裂かれるように痛んだ。

「なにを飲まされたのかわからないのに、ひとりでいて体調が悪くなったらどうするんですか」

　私が食い下がると、彼は顔をそらしたまま低くうなる。

「頼む。わかってくれ」

「いやです！」

　亮一さんの手を掴むと、彼の体がびくんと震えた。触れた肌が熱かった。呼吸も速くなっている。こんな状況の彼をひとりにしておけるわけがない。

　じっと亮一さんの横顔を見つめる。私に引く気がないとわかったのか、大きくため息をついた。

「瀬名さん。とりあえず他の人に不審に思われる前にここを出た方がいいです。玄関前に車が数台待機してるので、それを使ってください」

　浜辺さんの言葉に頷き玄関へと向かう。ふらつく亮一さんの体を支えようとしたけれど、「触らないでくれ」と掠れた声で言われ唇を噛んだ。

　自宅についた頃には、彼の呼吸はさらに荒くなっていた。玄関に入ったとたん、むしりとるようにネクタイをはずし、ジャケットを床に投げ捨てる。

「大丈夫ですか、亮一さん」

「頼むから、ひとりにしてくれ」

「でも」

「理性を保ち続ける自信がない」

「理性……？」

　彼は私の背後にある壁に手をつき、脅すようにこちらを見下ろした。

「俺が今なにを考えているかわかるか？」

　首を横に振った私を見て、亮一さんは目を細める。そして私の耳もとに唇をよせた。

「――今すぐ日菜子の着物をはぎとってめちゃくちゃに抱いてしまいたいと思ってる。これ以上一緒にいたら、君が泣いていやがっても俺は止まらなくなる」

　獣のように飢えた余裕のない表情、乱れた呼吸、汗ばんだ肌。壮絶なほどの色気に、ぞくりと鳥肌が立つ。

　私は息をのみ、覚悟を決めて口を開く。

「い、いいです」

　その声は緊張でうわずっていた。

「いいって……」

「亮一さんが楽になるなら、私を好きにしてください」

　震える指で帯締めをほどく。しゅるりと衣擦れの音がして金刺繍の帯が床に落ちた。腰ひもや伊だ達て締めをひとつひとつほどくたびに、亮一さんの視線が熱をおびる。

　けれど、彼は奥歯を噛みしめ私から顔をそらした。

「日菜子、頼むからやめろ」

「私なんかじゃその気になれませんか？　私がまじめで退屈だから？　反応が悪いし、声も出さないし、人形を抱いているみたいでつまらないから？」

　涙を浮かべながら言うと、亮一さんの表情が変わった。

「……バカか。あんな男と俺を一緒にするな」

　苛立ちを隠さずそう吐き捨てる。

「亮一さん……」

　乱暴に抱き寄せられ唇を塞がれる。触れあった唇も舌もめまいがするほど熱かった。

　必死に彼のキスを受け止める。容赦のない官能的なキスに、頭の芯が焼き切れそうだ。唇が離れ息を吐き出すと、彼は私を横抱きにして寝室へ向かう。

　明かりをつける余裕もなく、ベッドの上に押し倒された。亮一さんの手が着物の襟合わせに伸び、そのまま大きく開かれる。

　開いたドアの隙間から、廊下の光が漏れていた。薄暗い寝室のベッドの上で、私は彼にあえがされる。

「あ……っ、んん」

　着物は大きくはだけ、肩から胸が彼の視線にさらされていた。長い指が私の胸をもみしだき、舌で先端をなぞる。そのたびにびくんと背中がそり甘い声が漏れる。

「すごいな……。日菜子のなにを見て反応が悪いなんて言ったんだ」

　低い声で言い、私の足を撫であげる。乱れた裾を割られ、太ももまであらわにされ頬が熱くなった。

「ほら、もうこんなに」

　長い指が足のつけ根をなぞる。あまりの気持ちよさに悲鳴をあげる。

「や、亮一さん……、ダメ」

　彼の手を掴み、必死に首を横に振った。

「止まらないって言っただろ」

「お着物が汚れちゃう、から……」

　私の言葉を聞いて、彼の綺麗な顔が意地悪な笑みを湛えた。

「じゃあ、汚れないようにしないとな」

　そう言うと亮一さんは体をかがめ、私の足を自分の肩にかつぎ上げる。そのいやらしい光景に、私は目を見開いた。

「やだ、そんなとこ……。亮一さん、ダメです……！」

「着物が汚れないようになめているだけだ」

「や、ダメ……、んん！」

　こんなことをされるのははじめてだ。しかも、ずっと憧れていた亮一さんに……。

　信じられない気持ちで見下ろすと、亮一さんが目線をこちらに向けた。煽情的な笑みを浮かべ愛撫を続ける。羞恥で頬が熱くなり涙目になる。

「亮一さん……、あぁ……っ」

　必死に抵抗しようとしたけれど、気付けば甘い嬌きょう声せいをあげていた。

　柔らかく温かい舌に敏感な部分をいたぶられ、頭にちかちかと白い光が飛ぶ。全身を快感が貫き力が抜ける。

　はぁはぁと肩で息をしていると、亮一さんが低く笑った。

「なめてもなめてもどんどん溢れてきて、きりがないな」

　男の色気全開の彼が、こちらを見下ろし長い指で唇を拭う。舌なめずりする獣のような視線で射抜かれる。それだけで、また絶頂にたっしてしまいそうだ。

　彼は自分の胸もとのボタンをはぎとるようにはずし、光沢のあるドレスシャツを脱ぎ捨てる。逞しい肩と引き締まった腹ふく斜しゃ筋きんがあらわになった。

　セットされた黒髪を乱暴にかき上げこちらを見下ろす。

　さっきまではブラックスーツを身に着け紳士的だった彼が、今はこんなに魅惑的な姿で私を組み敷いている。

　そんな彼に見据えられ、体の中心がまた熱を持った。

「日菜子、入れるぞ」

「んん、あぁ……っ」

　太ももを掴まれ、大きく足を開かれる。熱いたかぶりを押し当てられ、恥じらう暇もなく甘い声をあげた。

　愛撫だけで絶頂しもう体に力が入らないのに、さらに大きな快楽を与えられなにも考えられなくなる。

　逞しい体が動き容赦なく揺さぶられる。ギシギシとベッドがきしみ、一緒に視界が激しく揺れた。

　うるんだ視界に映るのは、私に覆いかぶさる亮一さん。いつもの優しい笑顔ではなく、欲情をむき出しにした男の顔があった。

「あ、待って……。もう……！」

　容赦なく最奥をあばかれ悲鳴をあげる。絶え間なく快楽を与えられ続け、頭がおかしくなってしまう。シーツに後頭部をこすりつけ、必死に首を横に振る。

「待って」と懇願する私を見て、彼は「待つわけないだろ」と目をすがめて笑った。

　その荒っぽい表情にぞくりと肌が粟立つ。

　頭ではもう限界だと思っているのに、体は何度でも彼を欲している。亮一さんを受け入れた私の体の内側が、もっととねだるように彼をしめつけ痙けい攣れんしているのがわかった。

「日菜子……」

　掠れた声で私の名前を呼ぶ。

　亮一さんは優しい紳士の顔を脱ぎ捨て、獣のように何度も私を抱いた。




　暗闇の中でふと目を覚ます。いつの間にか私は意識を手放していたようだ。

　寝返りをうとうとすると、体の奥が甘く疼うずいた。亮一さんに抱かれた記憶がよみがえる。長い時間抱かれ続けたせいで、体のあちこちが痛い。

　彼にとっては薬が作用した不本意な行為だったのかもしれないけど、あんなに激しく求められてうれしかった。

『日菜子』と私の名前を呼びながらこちらを見下ろす彼の姿を思い出すと、愛おしくて胸がしめつけられる。

　きっとまだ真夜中なんだろう。しんと静まり空気が冷たい。

　視線を隣に向けると、亮一さんの背中が見えた。彼はベッドに腰かけ、ひとり闇を見つめていた。

　眠れないんだろうか。それとも具合が悪いのかもしれない。心配になって声をかけようとした時、彼がため息をついた。

「こんな風に抱くつもりはなかったのに……」

　私が目を覚ましていることには気付いていないんだろう。彼はひとり、暗闇に向かって自分の気持ちを吐と露ろする。その背中には激しい後悔が浮かんでいた。

　私を抱いたことを、後悔しているんだ……。

　ショックのあまり指先が冷たくなった。

　それもそうだ。彼は怜奈さんを忘れられなくて、私と契約結婚をしたんだ。私を抱くつもりなんてなかったのに、こんなことになってしまった。

　怜奈さんへの気持ちを裏切ってしまった罪悪感にさいなまれているんだろう。

　目の奥が熱くなって涙が込み上げてくる。嗚お咽えつを漏らしそうになり、慌てて口を手で塞いだ。

　すると気配に気付いたのか、彼がこちらを振り返った。

「日菜子？」

　私の名前を呼び、顔の横に手をつく。彼に泣きそうなことを悟られないようにぎゅっと目をつぶった。

　彼が私の顔を覗き込んでいるのが伝わってくる。必死に息を殺していると、しばらくして彼がベッドから立ち上がる気配がした。

　よかった。ばれなかった。目をつぶったままほっと息を吐き出すと、額に温かいものが触れた。

　キスをされたんだと気付き、驚きで息をのむ。

　亮一さんは私の髪を優しく撫で、無言のまま寝室を出ていった。

　残された私はシーツの中にもぐり、「どうして……」と呟く。

　彼が好きなのは怜奈さんなのに。私を抱いたことを後悔しているのに。どうして額にキスなんてするの……？

　彼への恋愛感情が大きくなりすぎて、どうしていいのかわからなかった。










溢れる想い




「亮一さん、今日の朝食は亮一さんの好きな和食ですよ」

　リビングに入って来た亮一さんに、笑顔で声をかける。

「大使夫人に日本食材が豊富なスーパーマーケットを教えてもらったんです」

　ダイニングテーブルの上には、炊き立ての白いご飯に野菜たっぷりのお味み噌そ汁しる。卵焼きとサーモンの塩焼き。日本の朝食の定番メニューが並んでいる。

「美味しそうだ」

「よかった。本当は魚の干物が欲しかったんですけど、こっちじゃなかなか売ってないんですよね。もう自分で作るしかないかなと思ってて……」

　笑顔で話し続けていると、「日菜子」と彼が私の名前を呼んだ。その真剣な声に、びくんと肩が跳ねる。

「あ、お漬物を出すの忘れてました。亮一さん先に食べていてください」

　なにか言いたげな彼から目をそらし、逃げるようにキッチンへ向かう。冷蔵庫の前に立つと、はぁーっと大きく息を吐き出した。

　冷静にいつも通りに振舞おうと頑張っているのに、ささいなことで心が揺れる。私が動揺を見せれば、彼に気を使わせてしまう。こんなんじゃダメだ。

　亮一さんに抱かれた翌朝、彼は私に『悪かった』と頭を下げた。

『乱暴なことをしてすまない』と謝り『体は大丈夫か』と気遣ってくれた。真剣に謝罪する彼を見て、胸が引き裂かれる思いだった。

　きっかけはなんであれ、私は大好きな亮一さんに抱いてもらえてうれしかった。何度も何度も私の名前を呼んで激しく求めてもらえて幸せだった。

　だけど、彼にとってあの出来事は悔やむべきものでしかないんだ。彼が謝罪を口にするたびにそう思い知らされた。

『もうこんなことは二度としないと誓う。それでも君が許せないと言うなら……』

　彼はこの契約結婚をおしまいにしようとしているんだ。そう悟った私は、慌てて彼の言葉を遮る。

『亮一さん、大袈裟ですよ。気にしないでください』

『日菜子……』

『事故みたいなものじゃないですか。亮一さんに非はありません。私も昨日のことは忘れますから、今まで通り契約結婚を続けましょう』

　必死に笑顔を作った。たとえ亮一さんが他の女性を想っていたとしても、彼のそばにいたかった。

　あの夜のことを忘れたふりをすれば、亮一さんと一緒にいられる。たとえ心がどんなに痛んでも、気にしないふりをして笑おう。

　私はそう決めたのだ。




　それから一カ月。十二月に入りワシントンは冬を迎えた。まだ積りはしないものの、白い雪がちらほらと空を舞う。クリスマスシーズンが近づき、街並みは一層華やかになった。

　表面上は以前の通り仲のいい夫婦を装っているけれど、私たちの間には緊張感が漂っていた。

　亮一さんは今まで以上に優しくしてくれるし、私はつねに笑顔を浮かべ明るく振舞っている。一見穏やかな日々だけど、あの日のことには触れないようにお互いに気を使っているのがわかった。

　仕事に向かう亮一さんを玄関で見送る。チャコールグレーのスーツの上にキャメルのロングコートを羽織った長身の彼は、ほれぼれするほど魅力的だった。

「行ってくる」

「はい、気をつけて」

　以前の彼なら、いってらっしゃいのキスをねだり、顔を真っ赤にしながらぎこちなくキスをする私を抱きしめてから家を出た。

　けれどそんなやり取りはなくなった。キスやハグどころか、亮一さんが私の体に指一本触れないよう、細心の注意を払っているのが伝わってくる。

　ドアが閉まりひとりになると、口もとに浮かべていた笑顔が崩れた。私はゆっくりと息を吐き出す。

　あんなに激しく抱き合ったのに、心は遠く離れてしまった。それがどうしようもなく寂しい。

　あれから怜奈さんのことはなにも聞いていない。気になるけれど、聞くのがこわい。

　あの夜、彼の飲み物に薬を混ぜたのが誰なのかも、私は知らないままだ。でも、怜奈さんの仕業じゃないかと思う。

　彼女も明らかに亮一さんに好意を寄せていた。ふたりは想い合っているのに、外交官という立場を守るために彼は彼女への気持ちを押し殺していた。

　多分怜奈さんはそれが歯がゆかったんだろう。薬を使ってでも、彼の本音を聞きたかったんだと思う。

　私はふたりの想いに気付いているのに、亮一さんのそばにいたいという自分の気持ちを優先してしまった。そんな身勝手な自分がいやになる。




「明後日だよな。彰と早苗さんがこっちに来るの」

　遅く帰って来た亮一さんに軽めの夕食を準備していると、彼がたずねてきた。

「はい。一日目はここのゲストルームに泊まって、二日目からはあちこち観光するみたいです」

「彰のやつ、久しぶりに日菜子に会えるのを楽しみにしているだろうな」

　苦笑しながら頷く。あの過保護な兄のことだ。きっとワシントンでの生活をあれこれ聞きたがるんだろうな。

「亮一さんはお仕事が忙しいみたいですけど、大丈夫ですか？」

　年明けから予定されている通商交渉の準備が難航しているのか、ここのところ彼の帰りが遅かった。いろいろな関係者と会っているらしく、外で食事をとることも多い。

「もう少しで落ち着く予定だから、問題ない」

「無理はしないでくださいね」

　そう声をかけると亮一さんは「ありがとう」と微笑んだ。




　翌日の午後、兄と早苗さんをもてなすための食材をそろえようと、ひとりで買い物に出かけた。外に出たとたん冷たい風が吹き、首を竦めマフラーに顔をうずめながらバス停へと向かう。

　ワシントンに来たばかりの頃は亮一さんに『心配だから』と言われ、移動はタクシーを使っていたけれど、最近ではバスにも乗るようになった。

　路線バスを使うと観光客ではなくこの街の住人になれたようで、少しうれしくなる。

　スーパーマーケットにつき、大きなカートを押しながら店内を見て回る。十二月に入り売り場は一気に華やかになった。お菓子の家を作れるキットに、赤と白のスティック型のキャンディ。クリスマスの靴下。かわいいクリスマスグッズが所せましと並んでいる。

　その中で、木製のクリスマスツリーを見つけて足を止めた。組み立て式のツリーに小さなオーナメントをひとつひとつ飾れるようになっている。

「かわいい……」

　部屋に飾ったらクリスマスムードが出て素敵かもしれない。素朴で落ち着いた雰囲気だから、シックな色で統一したリビングに置いても浮かないだろう。

　亮一さんに欲しいものは遠慮なく買っていいと言われているけれど、普段はあまり無駄遣いをしないようにしていた。だけどせっかくのクリスマスだし、いいよね。

　亮一さんと私の間には、いまだにぎこちない空気が流れていた。ふたりでこのツリーを飾りつけて、兄と早苗さんを迎える準備をして、少しでも前の雰囲気に戻れたらいいな。

　兄と早苗さんが好きそうなワインやチーズを選び、チキンとスペアリブもカートに入れる。今日の夜に下準備をして、明日オーブンで焼こう。あとは野菜とフルーツと……。いろいろ見ているうちに、カートはいっぱいになってしまった。帰りはタクシーを使った方がよさそうだ。

　支払いを済ませタクシーを呼ぼうとスマホを取り出すと、亮一さんから電話がかかって来た。

「もしもし」とスマホを耳に当てる。

《今出先か？》とたずねられた。私の声と一緒に街の喧騒も聞こえたんだろう。

「はい。明日兄と早苗さんが来るので、食材を買おうと思ってスーパーに」

《大荷物になっただろ。大丈夫か？》

「バスは無理そうなので、タクシーを使って帰ります」

　電話の向こうの亮一さんが、《それがいいな》と笑った。その声の柔らかさに、胸がきゅんと高鳴る。

「あの、木製のかわいいクリスマスツリーを買ったんです。今日亮一さんと一緒に飾りつけられたらいいなと思って……」

　私が切り出すと、申し訳なさそうに謝られた。

《悪い。今日は用があって、帰れそうにないんだ》

「泊りでお仕事ですか？」

《あぁ。明日、彰たちが来るまでにはなんとか帰る》

「そうですか……」

　沈んだ声で相槌をうつと、亮一さんは《悪い》と謝罪を繰り返す。

《これが片付けば、時間ができる。だから……》

「大丈夫です。亮一さんは大切なお仕事をしているんですから、気にしないでください」

《ありがとう日菜子。愛してるよ》

　亮一さんは優しく囁いて電話を切った。

　うれしいはずの言葉は、とても残酷に響いた。

　やってきたタクシーに乗り込み、ぼんやりと外を眺める。

　彼が好きなのは怜奈さんなのに、契約結婚を続けるために私に愛してると言ってくれる。こんな偽りだらけの結婚生活に、意味があるんだろうか……。

　そんなことを考えていると信号が赤になりタクシーが止まった。豪華なホテルの前にキャメルのコートを着た長身の男性を見つけ、思わず身を乗り出す。

　黒髪に綺麗な立ち姿。間違いなく亮一さんだ。

　そう思った次の瞬間、彼の隣に女性がいることに気付いた。黒のロングヘアが美しい日本人女性。ふたりがホテルの中に入っていく様子を、息をのんで見つめる。

　信号は青になり、タクシーは再び走り出す。ふたりが入っていったホテルは、あっという間に小さくなった。

　私はうつむき胸に手を当てる。心臓が今にも壊れそうなほど大きな音をたてていた。

「亮一さん、仕事だって言ったのに……」

　私に嘘をついて、怜奈さんと会っていたんだ。今夜は彼女とふたりきりで過ごすんだ……。

　うつむいた視界に、薬指にはめられた結婚指輪が映った。ダイヤとサファイアが並ぶ美しいリング。

　ダイヤは『永遠の絆』、サファイアは『誠実』そして『慈愛』という意味を持っている。だけど、どちらも私と亮一さんにはふさわしくない言葉だ。

　動揺のせいかめまいに襲われた。青ざめながらタクシーを降り、コンシェルジュの男性の助けを借りて荷物を部屋へと運んだ。

　なんとか冷蔵庫に食材をおさめ、息をつく。熱くもないのに額に汗が浮かんでいた。大きく息を吐き、床にしゃがんで膝を抱える。脳裏には亮一さんと怜奈さんの姿が焼きついていた。

　亮一さんが怜奈さんを好きだってことはわかっていたのに、それでもやっぱりショックだった。

　彼が私以外の女性と一夜を過ごすなんていやだ。優しく微笑みかけるのも、熱っぽく愛を語るのも、甘いキスをするのも。全部いやだ。

　亮一さんは私にしたように、情熱的に彼女を抱くんだろうか。そう思うだけで、身を焦がすほどの嫉妬に襲われる。

　その時胃の辺りに不快感が込み上げてきた。キッチンのシンクに手をつき咳せき込むと、激しい吐き気をもよおす。

　昼食はヨーグルトしか食べなかったせいで、嘔おう吐と感はあるのに吐き出すものがない。ゴホゴホと咳き込んでも胃液しか出てこず、のどが痛んだ。

　肩で息をしながら混乱する。風邪もひいていないのに吐くなんて……。

　そういえば最近食欲がなかった。温かいものを食べたいと思えなくて、ヨーグルトやフルーツですませることが多かった。

　ハッとしてカレンダーを見る。生理が遅れていることに気付いて血の気が引いた。

「まさか、妊娠……？」

　動揺しながら自分のおなかに触れる。

　一カ月前、薬で理性をなくした亮一さんに激しく抱かれた。

　あの夜はふたりとも余裕がなかった。一応避妊具を使ってくれた記憶はあるけれど、きちんと避妊できていたかどうかは怪しい。

　予想外のことに頭が真っ白になる。

　優しい亮一さんのことだ。私が妊娠していると知ったら、彼は自分を責めるだろう。そして子どもの父親として、責任を取ろうとするかもしれない。自分の気持ちを押し殺して。

　彼が本当に愛しているのは、私ではなく怜奈さんなのに。

　私たちの間には恋愛感情はない、お互いの利害のためだけの契約結婚なのに……。




「素敵な部屋ね！　周りの環境もよさそうだし」

　リビングを見回して明るく言うのは、日本から遊びに来てくれた早苗さんだ。

　兄は彼女のうしろを歩きながら「まぁまぁじゃないか？」なんて素直じゃない感想を漏らす。

「で、亮一はどうしたんだ」

　兄にたずねられ、私は胸が痛むのを感じながら微笑む。

「お仕事が忙しいみたいで」

　亮一さんは昨日から帰ってきていなかった。今朝、【仕事が長引いている】とメッセージが届いたけれど、きっとそれも嘘だろう。

　亮一さんは怜奈さんと一緒にいるんだ。兄が来るとわかっているのに帰ってこないほど、彼女と離れがたいんだろうか。そう思うと、胸が引き裂かれるように痛んだ。

「夕食までには帰ってきてくれると思うんだけど」

「そんなに忙しいなんて、日菜子ちゃんも寂しいわね」

「日菜子。亮一に愛想をつかしたら、いつでも日本に帰って来ていいからな！」

　相変わらず過保護な兄に、苦笑いして話をそらす。

「そうだ。今日の夕食はレストランに行こうと思うの。お兄ちゃんと早苗さんはなにが食べたい？」

「どんなレストランがあるの？」

　レストランが紹介された雑誌を手渡すと、ふたりとも興味津々で覗き込む。

　本当は自宅でふたりをもてなすつもりだったけれど、具合が悪くて料理の下準備ができなかった。

　楽しそうにレストランを選ぶふたりを見ながら、そっとおなかに手を当てる。

　昨日はあれから近くのドラッグストアへ行き妊娠検査薬を買った。覚悟を決めて検査をすると、予想通り陽性。妊娠しているという結果が出た。

　検査薬の精度は九十九パーセント以上らしい。私が妊娠しているのはほぼ間違いなかった。

　これからどうすればいいんだろう。亮一さんに話すべきなんだろうか。悩み続けたせいで、昨夜はほとんど眠れなかった。

「それにしても日菜子ちゃん、少し痩せた？」

　早苗さんから指摘され、ぎくりと肩が強張った。

「俺もそう思った。なんだか顔色も悪いし」

　鋭いふたりに冷や汗をかく。ここのところあまり食事をとれていなかったせいで、少し体重が落ちていた。

「そうかなぁ。アメリカの食事で太るかもって心配してたんだけど、逆に痩せたならよかった」と笑ってごまかす。

「なに言ってるの。日菜子ちゃんはもっと太ってもいいくらいよ」

「ホームシックだろ。やっぱり俺がいないと寂しいんだな」

「そうだ、お茶入れるね。美味しい茶葉をもらったの」

　話を変えキッチンへ向かおうとすると、マガジンラックに躓つまずき中身が床に散らばってしまった。

　早苗さんが「私が直しておくわよ」と雑誌を拾ってくれる。そして紛れ込んでいた一枚の紙を手に取り動きを止めた。

「あれ、これって……」

　どうしたんだろうと彼女の手もとを見て青ざめる。それは妊娠検査薬の使用法を書いた説明書だった。昨夜、動揺して雑誌の間に挟み、そのままにしていたんだ。

「あ、それは、なんでもない！」

　頭が真っ白になった私は、慌ててその紙に手を伸ばし体のうしろに隠す。そんな私を見た兄が、不思議そうに首を傾げた。

「どうしてそんな必死に隠すんだ？」

　確かにこんなに必死になるなんて不自然だ。もっと冷静にごまかせばよかった。

「日菜子、もしかして妊娠してるのか？　そうか、日菜子がママになるのか！」

「おめでとう日菜子ちゃん！」

　笑顔のふたりに祝福され、驚いて目を見開く。

　本来なら妊娠はよろこばしいことなんだ……。そう思うと同時に罪悪感が込み上げてきた。

　私はこの子の母親なのに、動揺して落ち込むばかりでよろこんであげられなかった。こんなんじゃ母親失格だ。おなかに宿ってくれた赤ちゃんに申し訳なくなる。

　自分が情けなくて涙が溢れる。そんな私を見てふたりが表情を変えた。

「日菜子、どうして泣くんだ」

「妊娠がうれしくないの？」

　ふたりからの問いかけに、涙をこぼしながら首を横に振る。

　そんな私の様子を見た早苗さんが、気遣うような口調でたずねた。

「もしかして、亮一さんは妊娠をよろこんでくれなかったの？」

「ち、違うの。亮一さんにはまだ妊娠のことを話していなくて……」

　妊娠を知ったら、亮一さんはこのまま結婚生活を続けてくれるかもしれない。責任感の強い彼のことだから、自分の気持ちを押し殺しいい夫でいい父であり続けようとしてくれるだろう。心の中で怜奈さんを想いながら、私のために紳士で優しい仮面をかぶって。

　でも、彼に一生そんな思いをさせ続けるのはいやだ。

　亮一さんを自由にしてあげるためには、妊娠を告げずに離婚を切り出すしかない。

　頭ではそうわかっているのに、彼のそばにいられなくなると思うと胸が激しく痛んだ。

　それに離婚したとして、私ひとりでちゃんとこの子を育ててあげることができるんだろうか……。

　私が葛藤していると、早苗さんが大きく息を吐いた。

「なにか事情があるのね」

「じ、事情なんて……」

　なんとかごまかそうとしたけれど、兄が真剣な声で「日菜子」と私の名前を呼んだ。

「俺たちの間に隠しごとはなしだ。ひとりで抱え込まないでもっと信用してって言ったのは、お前だろう？」

　確かにその言葉は、以前私が兄に向かって言ったものだった。

「なにがあっても受け止めてやるから、話してみろ」

　兄は私の顔を覗き込みながらそう言う。私を心配してくれているのが伝わって来て、涙がまた溢れてきた。

　これ以上隠すのは無理だと思い小さな声で事情を話すと、兄の拳がぶるぶると震え出した。

「亮一のやろう……。日菜子と結婚してアメリカまで連れて行きながら、三年後に離婚するつもりだっただと？」

　地鳴りのような低い声に、私は慌てて説明をする。

「亮一さんが悪いわけじゃないの。この契約結婚は落ち込む私を気遣って提案してくれたものだし、私もちゃんと納得した上で決めたことだから」

「だけど、他に好きな女がいながら日菜子と結婚するなんて、許せるわけがないだろ！」

「彰、落ち着いて」

　早苗さんが宥めようとしたけれど、兄の怒りはおさまらなかった。

「かわいい日菜子が泣かされて、落ち着いていられるか！」

　兄が声を荒らげると同時に、玄関のドアが開く音がした。

　兄はソファから立ち上がり、大股で玄関に向かう。

　ドン！と鈍い音が響き、私と早苗さんも慌てて廊下に出る。兄が亮一さんを壁に押しつけ、彼の胸ぐらを掴み睨み上げていた。

「彰、いきなりどうしたんだ」

「どうしたじゃねぇ！　てめぇ、俺の大事な妹を泣かせやがって！」

「日菜子を？」

　亮一さんの視線がこちらに向けられる。彼は頬を涙で濡らし立ち尽くす私を見て、表情を変えた。

「どうした日菜子。なにがあったんだ」

　亮一さんはこちらに近づこうとする。けれど兄はそれを阻はばむように、力任せに亮一さんの体を壁に押しつけ怒鳴った。

「日菜子に近づくな！」

「意味がわからない。頼むから落ち着いて説明してくれ」

「わからないだと!?　お前は今まで他の女と一緒にいたんだろうが！」

　兄の怒号を聞いて、亮一さんが驚いたようにこちらを見る。

「……昨日偶然見てしまったんです。仕事だと言っていたのに、怜奈さんとふたりでホテルに入るところを」

「日菜子、誤解だ」

「往生際が悪いんだよ！　お前はその怜奈って女が忘れられなくて、日菜子に契約結婚を持ちかけたんだろ!?」

「俺が怜奈を？　なんでそんな話になっているんだ」

　強い視線で見つめられ、戸惑いながら口を開く。

「亮一さんはずっと想い続けている人がいるって言っていたじゃないですか。パーティーで怜奈さん本人もそう言っていたし……」

「そんなわけないだろ。他に好きな女性がいるなら、日菜子に結婚を持ちかけたりしない」

「でも、昨日彼女と一緒にいたのは……？」

「大使公邸でのことを問いただしていただけだ」

　その言葉を聞いて、兄が亮一さんを押さえつけていた腕から力を抜いた。解放された亮一さんは、まっすぐに私を見つめながら説明を続ける。

「日米通商交渉の下準備をしている話はしたよな？　アメリカ国内にその交渉の邪魔をしようとする経済団体があった。君がミシェルと出会うきっかけを作ってくれたおかげで、日本側が優位に話を進められる形になったが」

「それと怜奈さんになんの関係が？」

「怜奈はその団体から賄わい賂ろをもらい日本側のスキャンダルをでっち上げようとしたんだ」

「スキャンダルって……」

「大使公邸で開かれたパーティー中に、日本の外交官がアメリカの女性官僚を凌りょう辱じょくしたなんて、ゴシップ誌が大よろこびしそうなネタだろ。そんな噂が広がれば、日本大使館の印象は一気に悪くなる」

「それが目的で怜奈さんは亮一さんに薬を？」

「あぁ。その証拠を集めるために浜辺とふたりで奔ほん走そうしていた。ようやく証拠がそろって彼女を吐かせた。そのおかげで黒幕の経済団体にも裏から手を回して圧力をかけることができた」

　ホテルで話をしようと彼女を呼び出し、その後日本大使館に移動したらしい。

　亮一さんは、「薬を盛られたくらいで俺が好きでもない女を抱くわけがないのに」と苛立たし気に吐き捨てる。

「でも、あの夜亮一さんは私を……」

　私が呟くと、彼は眉をひそめた。

「あの状況で、ずっと想い続けていた女性に目の前で帯をときながら『好きにしてください』と言われて、理性を保てるわけがないだろ」

「待ってください。ずっと想い続けていた女性って」

「君に決まってる」

　信じられなくて息をのむ。だってこんなの、自分に都合のいい夢を見ているみたいだ。

「出会った頃は妹のようにかわいく思っていた。でもどんどん綺麗になっていく日菜子を見ているうちに、好意を抱くようになっていた」

「本当に……？」

「あぁ。自分の気持ちに気付いたのは、日菜子のご両親が亡くなった時かな。悲しみのあまり涙すら流せずにいる姿を見て、俺が守ってやりたいと思った」

　そんなに前から……。と驚く。

「でも、亮一さんはそんなそぶりまったく見せなかったじゃないですか」

「過保護な兄に牽制され続けていたからな」

　亮一さんの言葉を聞いて、兄は「当たり前だろ」と胸を張る。

「かわいい妹に悪い虫がつかないように守るのは兄として当然だ」

　確かに兄は昔から、亮一さんに『妹に手を出すなよ』としつこいくらい釘を刺していた。

　亮一さんはそんな兄に苦笑してから話を続ける。

「それに、俺は外交官だから年単位で海外で暮らさないといけない。もし恋人になれたとしても、日菜子に海外移住か遠距離恋愛かの選択を迫ることになる。海外で暮らせば慣れない生活で苦労をさせるかもしれないし、遠距離恋愛を選べば日菜子のそばにいてやることができない」

「だから、好意を隠して私を見守っていてくれたんですか……？」

　亮一さんはずっと私を気にかけてくれていた。私が大学に合格した時も、卒業した時も祝ってくれたし、日本に帰国するたびに食事に誘ってくれた。

　高校、大学、社会人と成長していく私をずっとそばで見守り、優しい言葉をかけ続けてくれた。

　彼みたいな素敵な人が私を女として見るわけがないって。妹のように接してくれているだけだろうって思い込んでいたけれど、違ったんだ。亮一さんは八年もの長い間、ずっと私を好きでいてくれたんだ。

　その愛の深さを知って胸が震える。

「恋人に裏切られて泣く日菜子を見て、もう無理だと思ったんだ。ただ見守るだけじゃなく、二度と他の男に傷つけられないように、すべてを奪って俺だけのものにしたいと思った」

「じゃあ、どうして契約結婚をしようなんて言ったんですか？　最初から好きだって言ってくれたらよかったのに」

「恋人に振られたばかりの君に『好きだ。結婚してくれ』と言ったら、こうやってアメリカに来てくれたか？」

　逆に問いかけられ返答に困る。

「慎重でまじめな君を正攻法で口説いても簡単には頷いてくれないだろ。それじゃなくても俺はアメリカ赴任中で口説くには時間がなさすぎた。いろいろ考えて、契約結婚を持ちかけるのが最善の策だと判断した」

「最善の策って、計算高すぎ……」

「日菜子は俺を優しくて紳士的な男だと思っているかもしれないけど、実際の俺は狡こう猾かつで悪い男だよ」

　そう言ってこちらを見る。その視線にベッドで見せた強引な一面が垣間見えて心臓が跳ねた。

「いつも私に見せてくれる優しい顔は嘘なんですか？」

「嘘なわけじゃない」

「でも、怜奈さんにはすごく乱暴な口調だったから、あっちが素なのかなと思って……」

「俺が優しくしたいと思うのは君だけだ。他の女には興味がないから、態度が変わるのは当然だろ。……まぁ、恥ずかしがって涙目になる日菜子はかわいいから、ベッドの上では意地悪したくなるけどな」

　端正な顔に一瞬だけ獣のような色気が浮かぶ。それを見て心拍数が跳ね上がった。

「じゃあ、三年後アメリカ赴任が終わったら離婚するって話はなんだったんだよ」

　兄が思い切り不機嫌そうに問いかけた。

「こちらの要求を通すためなら多少の嘘も必要だろ。俺ははじめから日菜子を手放すつもりなんてなかったよ」

「本当に腹黒いな！」

　兄は鼻にしわを寄せ、涼しい顔で微笑む亮一さんを睨んだ。それまで見守っていた早苗さんが笑いながら兄の腕を引く。

「まぁまぁ。亮一さんがちゃんと日菜子ちゃんを想ってくれてるのはわかったんだし、私たちはお暇いとましてふたりにしてあげましょう」

「は？　三カ月ぶりに日菜子に会えたのに？」

「ようやくふたりが素直になって想いが通じ合ったのよ。シスコンの兄なんて邪魔でしかないじゃない」

「俺が邪魔だと……？　そんなことないよな、日菜子！」

　兄に縋るような表情をされ、気まずくて目をそらす。アメリカまで遊びに来てくれたふたりをもてなしたいけど、亮一さんときちんと話し合いたい気持ちの方が大きい。

「日菜子、なんで目をそらすんだ」

「彰が邪魔だからでしょ」

「そんなぁ……っ」

　早苗さんは駄々をこねる兄を引きずって出ていく。ふたりはアパートメントのゲストルームに泊まるから、明日一緒にランチを食べようと約束をして出て行った。

　亮一さんとふたりきりになり室内が一気に静かになる。話をするためにソファに並んで座ると、亮一さんはゆっくりと息を吐いて私を見つめた。

「日菜子。不安にさせて悪かった」

「いえ、勝手に誤解した私が悪いんです」

　彼に愛されたいと思うなら、自分から好意を伝えるべきだったんだ。だけど自分に自信がなく臆病になっていた。

「亮一さんは本当に私を好きでいてくれたんですか？」

　信じられなくて確認するように問いかけると、ソファの上に置いた私の手に、彼の大きな手が重なった。

「ずっと好きだった。たまたま日本で再会して恋人に裏切られたと聞いた時、こんなことなら我慢せず口説いていればよかったと後悔した。あの夜、泣き疲れて眠った君の寝顔を見ながら、無理やり抱いて自分のものにしてしまおうかって何度も思ったよ」

　亮一さんはいつも優しくて紳士的で、そんな様子は一切なかったのに。

「でも、私を想っていてくれたなら、どうしてあのパーティーの夜『こんな風に抱くつもりはなかった』なんて言ったんですか？」

「聞いていたのか」

「亮一さんは、私を抱いたことを後悔していたんですよね？」

　おそるおそるたずねる。彼は形のいい眉をひそめ視線を落とした。

「……後悔するに決まっているだろ。薬で理性が飛びかけていたとはいえ、いやがる日菜子を押さえつけて無理やり何度も抱くなんて、どうかしていた」

「え、無理やり？」

「日菜子はあの時何度もいやだって言っていただろ？　泣きながら『もうやめて』って懇願されたのにどうしても止められなかった。しかも、気絶するまで抱きつぶすなんて。ベッドの上でぐったりした日菜子を見た時、薬なんかで理性を失った自分を悔やんだ。本当にすまなかった」

「私、いやじゃなかったです……！」

　慌てて首を左右に振ると、亮一さんが目を見張る。

「亮一さんに抱いてもらえてうれしかったです」

　私の言葉を疑うように、「本当に？」とこちらを見つめる。

「ほ、本当です。ベッドの中で泣いちゃったのはあんなに感じたのははじめてでどうしていいのかわからなかったからだし、何度も抱かれて体力的についていけなかったけど、すごく気持ちよくて幸せでした」

　真っ赤になりながら説明すると、彼が安堵したように「よかった……」と長い息を吐き出した。

「あの夜以来、日菜子に避けられていると思っていた。だからこれ以上怖がらせないように俺も距離をおいていたんだ」

「そうだったんですね。私は亮一さんが怜奈さんを好きだから、私を抱いたことを後悔しているんだと思って悲しくて……」

「俺が好きなのは日菜子だ」

　答え合わせをするように、お互いの気持ちを確認して見つめ合う。

「わ、私も、亮一さんが好きです」

　そう言うと、彼が私を引き寄せきつく抱きしめた。私も彼の肩に腕を回し抱きつくと、左手の指輪が視界に入る。

「結婚指輪のサファイアは、私の誕生石だから選んでくれたんですか？」

「それもある。でも、誠実に君を想っているという告白の意味もあった」

　サファイアの石言葉は『誠実』そして『慈愛』。すべてを包み込み慈しむような、まっすぐで深い愛。この指輪にはそんな気持ちが込められていたんだ……。

「日菜子、キスしたい。……いいか？」

　耳もとで囁かれ頷く。緊張しながら目を閉じると、柔らかくキスをされた。

　伝わる体温に、心も温かくなっていく。角度を変えて短いキスを繰り返され、背筋がぞくぞくと震える。

「ん……っ」

　ぴくんと肩が跳ねたのに気付いた彼が、キスの合間に「かわいい」と笑った。

　甘やかすように優しく頭を撫でられ唇が緩むと、彼の舌が口内に入り込む。

「あ……。りょ、……いちさん……っ」

　キスだけなのにこんなにも気持ちいい。

　彼の舌に翻弄されているうちに、胸の辺りの締めつけがなくなった。驚いて目を開くと、彼の手が私の服の中に忍び込んでいた。

「あ……、待って……っんん！」

　長い指が私の胸の膨らみを包む。そのまま優しく先端を撫でられて甘い声が漏れる。

　身をよじって逃げようとすると、彼が耳もとで「いやか？」と囁いた。色気全開の彼の低い声に、体の奥が熱くなる。

「い、いやじゃないんですけど……っ」

「じゃあ、やめない」

　そう宣言すると、彼は私の耳たぶを甘噛みする。服の中の手は感触を楽しむように私の胸をもみしだく。

「あん……っ、ダメ……。本当にダメです……！」

　気持ちいいけど、このまま流されて抱かれるわけにはいかない。私は必死に理性を奮い立たせて亮一さんの胸を押した。

「どうして？」

「赤ちゃんが……」

「赤ちゃん？」

　亮一さんが手を止める。私は顔を真っ赤にしながら頷いて口を開いた。

「その、妊娠してるんです。亮一さんの赤ちゃんを」

　私の言葉を聞いて、彼の目が大きく開かれた。「本当に？」と確認するように私の瞳を覗き込む。

「ほ、本当です。まだ病院には行ってないんですけど、昨日検査薬で調べたら陽性で……」

　彼はどんな反応をするだろうか。不安になりながら話していると、亮一さんは私を見つめ「信じられない」と呟いた。

「よろこんでくれますか？」

「よろこぶに決まっているだろ。俺たちの赤ちゃんがここにいるなんて、うれしくて仕方ない」

　そう言って、もう一度私を抱きしめる。

「体調は大丈夫か？　つわりは？」

「昨日はつらかったんですけど、今は全然」

　昨日は精神的なショックもあって具合が悪くなってしまったんだろう。不安がなくなった今は、嘘のように体調がいい。

「よかった。とりあえず評判のいい病院を探さないとな。参事官の奥さんはアメリカで出産したはずだから、いろいろ話を聞いておく」

　早口で言いながら、彼が浮かれてそわそわしているのが伝わってきた。いつも冷静な彼がこんなによろこんでくれているんだと思うと、うれしくて私も笑顔になる。

「慣れない土地での妊娠は不安だろうけど、全力でサポートする。だから無理するなよ」

「はい」

「それにしても、日菜子と俺の子か。やばいな。家で日菜子と赤ちゃんが俺を待っていてくれるのかと思うと、仕事中もずっとにやけてしまいそうだ」

　口もとに力を入れようとしても笑顔になってしまう亮一さんを見て驚く。普段はあんなにクールなのに今からこの調子じゃ、赤ちゃんが生まれたらデレデレのパパになりそうだ。

「気が早いですよ。とりあえず、赤ちゃんを無事に産んであげるのが第一ですから」

　私がそう言うと、亮一さんは「そうだな」と頷いてから表情を引きしめる。

「日菜子」

　真剣な声で名前を呼ばれた。

「はい」

「俺たちの契約結婚は、今日で終わりにしていいか？」

　その言葉に、私は目を瞬かせる。

「一生大切にすると誓うから、偽りじゃなく本当の妻になってほしい。日菜子、結婚しよう」

　彼からの二度目のプロポーズに、感極まって言葉に詰まる。

「亮一さん……」

　涙が込み上げてきて、両手で顔を覆った。震える息を吐きながらこらえようとしたけれど、涙はとめどなく溢れて頬を伝う。

　こうやって亮一さんと本当の夫婦になれるなんて、夢を見ているみたいだ。幸せで胸が苦しい。

　うつむいた私を亮一さんが抱きしめてくれる。

「日菜子、返事は？」

　その問いかけに、私は涙で声を震わせながら答えた。

「もちろん、よろこんでお受けします」










契約結婚の幸せな結末




　一年で一番寒い季節が過ぎ、日差しが柔らかくなった三月の末。ポトマック川沿いに並ぶ桜の蕾つぼみがほころび、ワシントンは春を迎えた。

　今日は亮一さんと一緒に、毎年大使公邸で開かれる桜の開花を祝うパーティーに参加していた。

　会場では日本酒や和食、色鮮やかで繊細な和菓子が振舞われ、参加者たちが感激の声をあげる。

　ガーデンパーティーなので、参加者は正装ではなくインフォーマル。大使館職員や関係者など身内が多く、ホームパーティーのようななごやかな雰囲気だ。

　亮一さんは濃のう紺こんのスリーピースのスーツを身に着けている。引き締まった体にフィットしたベストがかっこいい。

　私が着ているのは、上半身はタイトで胸の下から自然に裾が広がるワンピース。このデザインならおなかを締めつけないし、シルエットも綺麗に見える。そして体が冷えないように、肩にストールをかけていた。

「日菜子、寒くないか？　疲れたなら中で休むか？」

　今日は天気が良く温かい。気温は二十度もあるのに、心配性の亮一さんは私を気遣い頻繁に声をかけてくれる。

「大丈夫ですよ。ストールもありますし」

「無理はするなよ」

「わかってます」

　私は妊娠六カ月になり、おなかの赤ちゃんは順調に育っていた。安定期に入るとそれまで目立たなかったおなかが膨らみ始め、胎動もわかるようになった。

　出産予定日が近づくとともに自分の体が変化していくことがうれしくて、同時に生命の神秘を感じる。

「日菜子さん、体調はどう？」

　私たちに気付いて声をかけてくれたのは、大使夫人だ。

「ありがとうございます。今日は日差しが暖かいので気持ちがいいです」

　大使夫人をはじめ、大使館職員の奥様たちは私の妊娠をよろこんでくれた。病院の情報を教えてくれたり、妊娠中に必要なサプリメントをプレゼントしてくれたり、とてもよくしてくれている。

「そうそう。出産はどちらですることにしたの？」

「悩んだんですが、アメリカで産もうと思っています」

　妊娠して一番悩んだのが、日本とアメリカどちらで出産するかという問題だった。

　はじめての出産を慣れない海外ですることに不安はあるけれど、日本に帰る時や出産後にまだ小さな赤ちゃんをつれて十時間以上飛行機に乗ることも同じくらい不安だった。

　そしてなにより亮一さんと何カ月も離れて暮らさなければならないし、出産に立ち会ってもらうのも難しくなる。とはいえ産後に体調を崩したらと思うと、亮一さんのご両親や兄がいる日本の方が安心だし……。

　どちらを選んでもメリットもあればデメリットもある。なかなか決められずにいると、亮一さんのお母様が『私がアメリカに行ってサポートするわよ！』と申し出てくれたのだ。

　エステサロンを経営している彼女は、『アメリカのエステ事情も知りたいし、赤ちゃんのお世話もできるし、一石二鳥だわ』とノリノリだった。

　結婚の挨拶をした時から孫を熱望していたご両親は、妊娠の報告を受けて大よろこびだった。まだ性別もわかっていない頃からベビーグッズを山のように送ってくれて、亮一さんの仕事部屋が赤ちゃんの荷物で埋め尽くされてしまった。

　そのせいもあって、私たちは以前住んでいたアパートメントから一軒家に引っ越した。大使館からも近い、お庭もプールもついている素敵なおうちだ。

　ここなら周りを気にせずのんびりと子育てができそうだし、亮一さんのご両親や私の兄と早苗さんが遊びに来た時にゆっくり寛いでもらえるバストイレ付きのゲストルームもある。

「そう。日本からお母様が来てくれるなら安心ね」

　話を聞いた大使夫人が微笑む。

「私もいつでも助けに行くから、なにか困ったことがあれば遠慮せず連絡ちょうだいね。孫がいるから、赤ちゃんのお世話には慣れているのよ」

「すごく頼もしいです。ありがとうございます」

　はじめての出産に不安もあったけれど、ひとりじゃないんだと実感する。皆んながこの子の誕生を楽しみにしてくれているんだと思うと、心が温かくなった。

　大使夫人を見送っていると、亮一さんが私の腰を抱いた。おなかを見下ろし優しい笑みを浮かべる。

「赤ちゃんは動いてる？」

「いえ、全然。眠っているのかも」

　亮一さんは「そうか」と頷きながら私のおなかを撫でる。

　最近は胎動も大きくなり、おなかに手を当てると赤ちゃんの動きが伝わるようになった。

　亮一さんは先週はじめて胎動を感じ、手のひらに伝わるぽこぽこという小さな振動にとても感動したらしい。それ以来、いつも愛おしそうに私のおなかを撫でてくれる。

　ちょっと照れくさくて、でもとてもうれしい。

「相変わらず、ラブラブですねー」

　そんな声が聞こえ振り返ると、あきれ顔の浜辺さんがいた。

「あのクールな瀬名さんがそんなデレデレな顔をするなんてめちゃくちゃレアだって、大使館の女性職員たちが歓喜してますよ」

　そう言われ浜辺さんの視線の先を振り返る。確かに数人の女性職員がこちらの様子を観察しているようだ。

　亮一さんは魅力的だから仕方ないけれど、普段からこんなにモテているんだと実感して、ちょっとやきもちをやいてしまう。

　そんな気持ちを見透かすように浜辺さんが笑った。

「日菜子さん、安心してください。彼女たちにとって瀬名さんはあくまで観賞用で、お近づきになりたいなんて思ってませんよ」

「観賞用……」

「だって瀬名さんは言い寄ってくる女性に塩対応どころか、一瞬で凍死しそうなくらい冷たい態度をとりますから。ねー、瀬名さん」

　浜辺さんに話を振られた亮一さんは、「口説いても無駄だとはっきり態度で示したほうが親切だろ」と当然のように言う。

　いまだにいつも優しくて穏やかな亮一さんが……。と驚くけれど、彼にとってはそれが通常の対応で、私だけに特別に甘いらしい。

　こちらをうかがっている女性職員と目が合い軽く頭を下げると、彼女たちは跳び上がり会釈を返してくれた。その後顔を突き合わせ、なにやら楽しそうに盛り上がっている。

「ちなみに日菜子さんは彼女たちの中で、難なん攻こう不ふ落らくの瀬名さんを陥かん落らくさせた勇者と呼ばれていますよ」

「勇者……」

　知らないうちに自分とはかけ離れたイメージを持たれているなんて。どう反応していいのかわからなくて困る。

「日菜子が勇者なら、陥落した俺は魔王かなにかか」と亮一さんが不服そうな顔をした。

「確かに。仕事中の瀬名さんはめちゃくちゃ怖いから、まさに魔王って感じですね」

「浜辺……」

　亮一さんの視線がすっと冷たくなる。睨まれた浜辺さんは「魔王が怖い。日菜子さん助けて！」と私の肩を掴み亮一さんから隠れた。

　私を盾にして背後に隠れる浜辺さんに驚いていると、亮一さんがこちらに手を伸ばした。私の腰を捕らえ、奪い返すように自分のもとへ引き寄せる。

「きゃ……」

　驚いて瞬きをした時には、すでに亮一さんの腕の中にいた。

「日菜子に触るな」

　亮一さんはそう言って浜辺さんを睨む。

「触るなって。ちょっと肩に手を置いただけですよ？」

「それでも、他の男が無断で妻に触れるのは許せない」

「りょ、亮一さん……」

　独占欲を隠そうともしない彼に、頬が熱くなる。今のやり取りを見ていたんだろう。少し離れた場所にいる女性職員たちから黄色い声が聞こえてきた。

「日菜子さんに対してこんなに激甘なら、生まれてくる子どもに対しても超過保護になりそうですね」

　私を抱きしめる亮一さんを見て、浜辺さんがおもしろがるように笑う。

「日菜子さん、赤ちゃんの性別ってわかってるんですか？」

「女の子みたいです」

　私が答えると、浜辺さんが「うわぁ……」と声をあげた。

「女の子なんですね。将来、娘ちゃんが家に彼氏を連れてきたら、瀬名さん大激怒しそう」

「そこまで過保護な父にはならないようにしたいが……、悪い虫がついたら徹底的に排除はするかもしれない」

「あ。だったら僕が娘ちゃんの彼氏になってあげましょうか？」

　突然の提案に「は？」と低い声が響いた。亮一さんの視線が、背筋が凍りつきそうなほど鋭くなる。

「瀬名さんと日菜子さんの娘ちゃんなら絶対美人だろうし、小さい頃からかわいがって、『将来は僕のお嫁さんになってね』って約束しておけば、悪い虫がつかなくて安心じゃないですか」

「なにが安心だ。お前自身が悪い虫だろ」

「えー、僕は将来有望な外交官だから悪い虫じゃないですよ」

「うるさい。娘には指一本触れさせないし、同じ空気も吸わせない」

「空気も？　ひどくないですか？」

　頭上で交わされるそんなやり取りに、思わずぷっと噴き出す。同時に浜辺さんも表情を緩めた。

「なんか、結婚っていいですね」

　浜辺さんにしみじみと呟かれ首を傾げると、彼は優しく笑っていた。

「仕事中は一分の隙もなく完璧な瀬名さんが、日菜子さんのことになるとむきになったり取り乱すの、すごくいいなぁって思いました。羨ましいです」

　彼の言葉に照れながら微笑む。

「ありがとうございます。浜辺さんにも大切な人ができるといいですね」

「そうですね。見つからなかったら、瀬名さんの娘ちゃんが大きくなってくれるのを気長に待ちます」

　最後のひと言を聞いて、亮一さんの目がまた鋭くなる。それを見た私と浜辺さんは声をあげて笑った。

「そういえば日菜子さん。瀬名さんがアメリカの超有名企業からスカウトされたって知ってます？」

「え？　亮一さんが？」

　それは初耳だ。私が目を丸くすると、浜辺さんは自分のことを語るように胸を張る。

「年明けの通商交渉で、日本はかなり優位な立場になって条件を提示できたんですけど、瀬名さんはお互いに不利益にならないように落としどころを作ったんですよ。もったいないと思いません？」

「それは確かに」

　最大限日本の利益になるよう交渉した方がいい気がするのに。私が頷くと、亮一さんは小さく笑う。

「外交はこれからもずっと続く。一度のひとり勝ちで相手の恨みをかうより、今回は優劣をつけず恩を売った方が後々日本の利益になると判断しただけだ」

　さすが亮一さん、相変わらず計算高い。自分の手柄よりも先のことを見通せる冷静さがかっこいい。

「その外交手腕をかわれて、アメリカの名だたる大企業からオファーを受けたんですよ。対外折せっ衝しょうのプロとしてぜひうちで働いてくれって。しかも一社じゃなく何社も」

「すごい……」

　亮一さんが有能なのは知っていたけれど、アメリカの有名企業から声がかかるほどなんて……。

「瀬名さん、来年辺りには外交官じゃなく大手企業の役員になってるかもしれませんね」

　そんな話をしていると、浜辺さんを呼ぶ声がした。

「あ、僕呼ばれたので行きますね」

　明るく手を振って駆けだした彼の背中を見送る。

「相変わらずあいつはさわがしいな」

　顔をしかめる亮一さんを見て、くすくすと笑った。

「亮一さん、アメリカの企業からスカウトされていたんですね」

「あぁ。断ったけどな」

「民間企業には興味がないんですか？」

「興味がないわけじゃないが、不安定な世界情勢の中で、日本がこれからも平和で豊かな国であるように力を尽くすこの仕事はやりがいがある。それに、生まれてくる我が子のためにも幸せな国を守らないといけないしな」

　さらりと言ったその言葉に重みと覚悟を感じた。頼もしさに胸がときめく。

「日菜子は俺が民間企業に勤めた方が安心できるか？」

　その質問に微笑んで首を横に振る。

「いえ。外交官として活躍する亮一さんがかっこよくて大好きです」

「よかった」

　視線を合わせ笑い合う。その時おなかがぽこんと動いた。

「あ、赤ちゃんが動いた」

「本当に？」

　亮一さんがうれしそうに私のおなかに手を当てる。

「赤ちゃんも、パパが大好きだって言ってるのかも」

　そんな話をしていると、柔らかな春の風が吹いた。髪がふわりと揺れる。目を細め空を見上げると、透き通った青空に桜の花びらが舞い上がっていた。

　その綺麗さに目を奪われていると、指先に温もりを感じる。亮一さんが私の手を握ってくれていた。

　この幸せがいつまでも続きますようにと心の中でそっと祈る。ここに宿った小さな命を大切に育てながら、亮一さんとずっと一緒にいられますように。

　そう願いながら、亮一さんと微笑み合った。
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この先もずっと　亮一 side




　日菜子に出会ったのは、俺が高校生の時。遊びに行った友人の彰の家で、妹だと紹介された。肩の下まである少し明るめの髪に白い肌、品よく整った顔を見て、純粋に綺麗な子だなと思った。

『瀬名亮一です。よろしく』

　軽く体をかがめ目を合わせて言うと、日菜子の頬がうっすらと赤く染まった。

『は、早川日菜子です……』

　日菜子は視線を落とし、小さな声で言う。そして、挨拶をするとすぐに自分の部屋に入ってしまった。素っ気ない態度に、嫌われるようなことをしたかなと不思議に思う。それが拒絶されているわけではなく、恥ずかしがっているだけだということは、何度か遊びに行くうちにわかった。

　日菜子は俺の顔を見ると、緊張でぴんと背筋を伸ばす。気にしていないふりをしているけれど、全神経がこちらに向いているのがわかった。警戒心が強い猫みたいな反応がかわいいと思った。

　そんな日菜子との距離が近づいたきっかけは、彰との会話の中で将来の目標を口にした時だった。俺が外交官を目指していると言うと、たまたま話を聞いていた日菜子は目を輝かせた。

『外交官って、海外の大使館でその国の政府と交渉したり、現地で困っている日本人を助けたりするお仕事ですよね？』

　問いかけに頷くと、彼女は『小さな頃から海外で暮らすことに憧れているんです』と教えてくれた。そのためにずっと英語の勉強を続けているという彼女のまじめさに好感を持った。

　外交官とは具体的にどんな仕事をするのかとか、外交官を目指すにはどうしたらいいのかとか。彼女の質問にひとつひとつ答えてあげた。俺の話を聞く日菜子の表情は真剣だった。

　数カ月後、日菜子から『私も、外交官になりたいです』と打ち明けられた。自分の存在が彼女の人生に影響を与えたことが、なんだかうれしかった。

　いつか俺が外交官として海外で働くことになった時、そばにまじめで一生懸命な彼女がいてくれたらいいな。そんなことを思い、彼女の夢を応援したくなった。

　ある日、父が海外出張のお土産に買ってきたお菓子を日菜子にあげると、彼女は目を輝かせて感激していた。しばらくたってもそのお菓子が未開封のまま彼女の部屋に飾られていることに気付いてたずねると、『亮一さんがくれたから、もったいなくて食べられないんです』と言われ、思わず笑みが漏れた。

　最初はあんなに警戒心が強かったのに、いつの間にか懐いてくれた日菜子がかわいくてたまらなかった。

　日菜子のよろこぶ顔を見たくて、かわいいお菓子や雑貨を見つけると彼女にプレゼントするようになったし、海外出張に行く父には女の子がよろこびそうなお土産を頼むようになった。日菜子は『いいんですか？』と遠慮しながらも、うれしそうに受け取ってくれた。

　日菜子の笑顔を見ると癒され、もっとよろこばせたいと思うようになっていた。

　過保護な彰から『日菜子に手を出したら殴るぞ』と忠告されるたび、『かわいい妹としか思ってないよ』と笑っていたけれど、その頃にはもう彼女に惹ひかれはじめていたんだと思う――。




　ひとり掛けのソファに腰かけぼんやりとしていると、試着室のカーテンが開かれた。顔を上げた俺は思わず息をのむ。目の前に天使がいた。

　純白のウエディングドレスに身を包み、こちらを見てはにかむような笑顔を浮かべるのは、最愛の妻の日菜子だ。

　肩ひものないビスチェタイプのドレスは日菜子の華奢な首筋やデコルテがとても綺麗に見えるし、そこから続く豊かな胸もととくびれたウエストは思わず抱きしめたくなるほど魅力的だ。

　ドレスには全体に繊細な銀糸の刺し繍しゅうが施してあり、キラキラと光を反射する小さなビースが縫い付けられている。ゴージャスなのにクラシカルで上品。清せい楚そでかわいい日菜子にぴったりのウエディングドレスだ。

「あの、どうですか？」

　俺が黙り込んだままだからか、日菜子は不安そうにこちらを見る。俺は瞬きをすることも忘れて立ち上がった。そしてそのまま彼女に近づく。

「亮一さん？」

　首を傾げてこちらを見上げるかわいい日菜子を、無言のまま抱きしめた。腕の中の日菜子が「きゃ！」と小さな悲鳴をあげる。

「ちょっと、亮一さん……っ!?」

　慌てる日菜子を抱きしめたまま「……かわいすぎる」と呟く。

「目の前に天使がいるかと思った」

「そんな冗談を言ってないで、離してください！」

「冗談じゃなく本気だよ。このドレス姿を他の男にも見られるのかと思うだけで、嫉妬してしまいそうなほど綺麗だ」

　耳もとで囁くと、日菜子の白い頬が一気に赤く染まった。頬だけじゃなく首筋やデコルテも上気して、色っぽさが増す。

「やっぱり結婚式とはいえ、こんな魅力的な姿を俺以外に見せるのはもったいないな」

「もう、なに言ってるんですか。そうやってからかわないでください」

　困り顔の日菜子が、俺の胸を押しながら言う。

　からかってなんていないのに。そう思いつつ渋々彼女を抱いていた腕を緩めた。

「挙式ではベールをつけるので、また印象が変わりますよ」

　俺たちのやり取りを見ていたスタッフが、カタログを持ってきてくれた。

「わぁ。このベール素敵ですね」

　日菜子が見ているのは、繊細なリバーレースで縁取られたクラシカルなベール。

「確かに上品で日菜子のイメージに合ってるな」

　それに、ベールが肩を覆うおかげで露出も控えめになるし。と心の中で呟く。

「じゃあ、このドレスに決めていいですか？」

　彼女の質問に微笑んで頷いた。




　今日は都内のホテルのウエディングサロンに、結婚式の衣装を選ぶために来ていた。

　失恋した彼女を強引に口説き、契約結婚をしてそのまま海外生活をはじめてしまったせいで、結婚式をあげられずにいた俺たちは、三カ月前にアメリカ赴任が終わり日本に帰って来た。

　盛大に披露宴をしてもよかったが、日菜子が『入籍してから三年もたってるんですから、今さら恥ずかしいです』と言うので、身内だけの結婚式をあげることにしたのだ。

　日菜子のドレスと俺のタキシードを選び終えると、キィと試着室の扉が開いた。その扉の隙間から、もうひとりの天使が現れた。

　体は扉で隠し、顔だけをちょこんと覗かせてこちらを見る。けれど俺と目が合うと、すぐにかわいい顔をひっこめてしまった。

「あれ？　誰かいた気がしたんだけど。気のせいだったかな」

　そう言うと、扉の向こうからくすくすと笑う声がした。そしてしばらくもったいつけてから、「ばぁ！」とこちらに顔を見せる。そのかわいさに頬が緩んだ。

「愛あい莉り、おいで」

「はぁい」

　無邪気な笑顔を浮かべて歩いてくるのは、愛娘の愛莉だ。

　日菜子ゆずりの綺麗な茶色の髪に、くりくりの大きな瞳。白い頬はこぼれおちそうなほどもちもちで柔らかい。

　二歳半になった彼女は、好奇心旺盛でおしゃべりもうまく、そして天使のように愛らしい。そんな彼女を抱き上げると、小さな手を俺の首に回しぎゅーっとしがみついてきた。愛おしい重みと温もりを感じて、自然と笑みが漏れる。

「衣装選びは終わったかい？」

　愛莉の後から入って来たのは、俺の両親だ。

「はい。無事に終わりました。愛莉の相手をしてくださってありがとうございます」

　私服に着替えた日菜子が、父と母にお礼を言う。

「いいのよ。かわいい愛莉とカフェでお茶ができて楽しかったから。ねー、愛莉」

　母にそう言われ、愛莉も「ねー」とにこにこ笑う。衣装選びの最中、両親が愛莉の面倒をみてくれていたのだ。

　結婚前から孫を熱望していたふたりは、初孫のかわいさにメロメロだった。アメリカにいた頃はあまり会えなかったこともあり、日本に帰国してからは孫への愛が爆発している。

　休みの日には愛莉を連れてあちこち出かけたがるし、洋服やおもちゃもたくさんくれる。あまり度を越すと迷惑だとは伝えているが、高校生の時に両親を亡くした日菜子のことも本当の娘のようにかわいがってくれているから、ありがたいとも思う。

「愛莉、ちゃんとおりこうにしてた？」

　日菜子の質問に、愛莉は「うん！」と胸をはる。

「ケーキたべたの」

「よかったね。なんのケーキを食べたの？」

「えっとね、いちごと、ぶどうと、バナナと、みかんと……」

「そんなにたくさん食べたの？」

　指を折りながらフルーツの名前をあげる愛莉に、日菜子が目を丸くする。

「フルーツがたっぷりのったパンケーキを食べたのよ」

　母の説明を聞いて、日菜子が「なるほど」と納得して表情を緩めた。

「日菜子ちゃん。素敵な衣装はあった？」

　母の質問に、日菜子は大きく首を縦に振る。

「はい。亮一さん、タキシードがものすごく似合うんですよ」

「亮一は外交官だから、普段からフォーマルな格好に慣れてるものね」

「そうなんです。ストイックなのに余裕が漂っているのが本当にかっこよくて……」

　ぎゅっと手を握りしめ熱弁する日菜子に、思わず苦笑した。

「結婚式の主役は花嫁だろ。新郎のことなんて誰も見ないよ」

「見ますよ。むしろ花嫁がわき役になる勢いで見ます」

「バカだな。こんなかわいい花嫁がわき役になるはずがない」

　そんなやり取りをしていると、母がぷっと噴き出した。

「本当にあなたたちは、いつまでたってもラブラブね」

　母の言葉を聞いた愛莉が「らぶらぶね！」とうれしそうに繰り返し、日菜子の頬が真っ赤になった。

「でも、一番の主役は愛莉になるかもしれないな」

　父が無邪気な愛莉を見ながら微笑む。

「あいりがしゅやく？」

　名前を呼ばれきょとんとする小さな彼女を見て、俺も「そうかもしれないね」と同意した。

「パパとママの結婚式の時、愛莉にもかわいいドレスを用意してるからね」

　日菜子がそう言うと、「ドレス……！」と愛莉の目が輝いた。

　結婚式当日は愛莉も白いドレスを着る予定だ。目鼻立ちがはっきりしている彼女がドレスを着たら、世界一かわいらしいだろう。参列者たちが愛莉にメロメロになるのが想像できる。

「亮一たちは、これからどうするんだい？」

　ホテルのロビーに向かっていると、父にたずねられた。時計を見ると十八時を過ぎたところだった。

「衣装選びで疲れたから、軽く食事をとって帰るよ」

　たくさん並ぶ衣装の中から好みのものを見つけて着替えてを繰り返す衣装選びは、想像以上に気疲れした。何着もドレスを着た日菜子は俺よりもっと疲れているだろう。

「それなら、今日は愛莉をうちで預かろうか。明日は日曜だし」

　父の提案に俺が返事をする前に、愛莉が「うん！」と頷いた。

「じぃじとばぁばと、ねんねする」

　好奇心旺盛で物怖じしない愛莉は、ひとりでお泊りも平気だ。

「でも、ご迷惑じゃないですか？」

　日菜子の言葉に母が「迷惑なわけないじゃない」と笑う。

　日本に帰って来て三カ月ほどだが、愛莉は何度か俺の実家でお泊りを経験していて、いつでも泊まれるようにパジャマや着替えも用意されている。

「明日の朝は、ばぁばと一緒にサンドイッチを作りましょうか」

「わぁい、サンドイッチ！」

「夜はじぃじが絵本を読んであげるからな」

「うん！」

　元気よく頷いた愛莉に、父と母は目じりを下げる。

　そんなふたりが愛莉を連れて帰り、残された俺たちは顔を見合わせて苦笑した。

「うちの両親が強引で悪い」

　俺が謝ると、日菜子は笑いながら首を横に振る。

「いえ、かわいがってもらえてうれしいです。愛莉もとても楽しそうだし。皆んなに愛されて、愛莉は本当に幸せものですよね」

「そうだな」

　確かにその通りだ。愛莉は周囲の人たちに愛されて育っている。俺の両親や彰や早苗さんはもちろん、アメリカにいる時は大使夫妻や同僚たちも愛莉をかわいがってくれた。彼女の天てん真しん爛らん漫まんさは、周りの優しさのおかげだと思う。

「これからどうしましょうか。亮一さんはなにが食べたいですか？」

　彼女の質問に、「そうだな……」と少し考える。

「せっかくだから、このままホテルに泊まらないか？」と提案すると、日菜子は目を瞬かせた。




「素敵なお部屋……」

　客室に入った日菜子がため息をついた。リビングとベッドルームを合わせて百平米以上ある広い空間に、ブラウンを基調としたシックな内装。窓辺に立つと東京の街が見下ろせた。

「すごい景色ですよ。数えきれないくらいビルが建っていて、東京の夜景って感じがする」

　日菜子は窓の外を見て声を弾ませる。そんな彼女に近づき、後ろからぎゅっと抱きしめた。

「確かに、ワシントンの景色とはまったく違うな」

　なんて相槌をうちながら、日菜子の首筋にキスをする。

「亮一さん、くすぐったいです」

　身をよじり笑っていた日菜子の声が、次第に甘く濡れていく。服の中に手を潜らせると、細い腰がぴくんと跳ねた。

「ん……っ。ダメです……」

「どうして？」

　肩越しに顔を覗き込むと、日菜子が恥ずかし気に長いまつげをふせる。

「だって、シャワーとか……」

　俺たちは夫婦で、もう何度も抱き合っているのに。いまだに初々しい反応をする日菜子がかわいくて欲情を煽られる。

「悪い、待てない」

　そう言ってうなじを軽く噛むと、日菜子が「あ……」と吐息を漏らした。その隙にブラウスのボタンをはずし、柔らかい胸を指先でなぞる。

「待って……。こんな明るい部屋で、恥ずかしい」

　窓の外は日が落ち、窓ガラスには明るい室内が反射していた。日菜子はガラスに映る自分の乱れた姿を見て、恥ずかしそうに首を横に振る。

「待たないって言っただろ」

　首筋にキスをしながら指を動かした。そのたびに日菜子の体が小さく震える。

「んん……っ。亮一さん、なんだか今日、強引です」

　瞳を潤ませそう言う彼女に、「誰のせいだと思ってるんだ」と苦笑した。

「え？」

「日菜子が俺を煽ったんだろ」

「私なにもしてませんよ？」

「ウエディングドレス姿の日菜子が綺麗すぎて、衣装選びの最中ずっと抱きたいと思ってた」

　俺がそう言うと、日菜子は目を丸くする。

「そんなことを考えていたんですか？」

「あぁ。綺麗な胸もとやくびれたウエストを見せつけられて、平常心でいられるわけがない」

「もう、ウエディングドレスは愛を誓うために着るんですから、そんなよこしまな目で見ちゃダメですよ」

　頬を膨らませる彼女に、「じゃあ日菜子は？」とちょっと意地悪な視線を向けた。

「タキシードを着た俺を見て、欲情しなかった？」

　俺の問いかけに日菜子は「それは……っ」と言葉を詰まらせる。俺がタキシードを試着した時、日菜子からの熱っぽい視線を感じていた。

「俺に抱かれたいと思ってただろ」

　俺がそう言うと、日菜子の頬が真っ赤に染まった。

「……亮一さんの意地悪」

　潤んだ瞳でこちらを睨む。その表情が煽情的で、ぞくりと背筋が震えた。軽く唇をなめてから日菜子の耳もとで囁く。

「なぁ、日菜子。今日は手加減なしで抱いていいか？」

　普段自宅で抱き合う時は、寝ている愛莉を起こさないよう、日菜子は必死に声をこらえる。もちろん俺もあまり大きな音をたてないように優しく抱いていた。

　愛を確かめ合うような穏やかなセックスもいいけれど、今日は時間も音も気にせず、本能のまま日菜子を抱きたい。

　俺の問いかけに、日菜子は小さく頷いてくれた。恥ずかし気にうつむいた日菜子のうなじにキスをして、そのまま抱き上げる。

　ベッドルームに移動し組み敷くと、こちらを見上げる日菜子の瞳が熱を帯びていくのがわかった。欲しいと思っているのは俺だけじゃないんだと伝わってきて、興奮が増す。

　触れるだけのキスを繰り返すと、お互いを求めるように自然に唇が開き、キスが深くなった。服を脱がせ日菜子の体をじっくりと愛撫する。

「あ……っ」と吐息を漏らし快楽に身を震わせる日菜子が色っぽくて、体が熱くなった。

「入れるぞ」

　そう断ってから、日菜子と深く繋がる。きゅっときつく締めつけられ、呼吸が弾む。

「あ……、んん。亮一さん……っ」

　激しく揺さぶると、日菜子が甘い声をこぼし、必死になにかを訴えた。

「なに？」

　彼女の口に耳を近づけると、「ぎゅってしたい……」と掠れた声で呟く。

　かわいいお願いに頷いて、繋がったまま日菜子をきつく抱きしめた。密着した体からお互いの熱や脈が伝わってきて、まるで溶け合ってひとつになったような錯覚を起こす。

　ずっと好きだった日菜子が腕の中にいる。強引な契約結婚から本当の夫婦になり、今ではかわいい娘までいる。その幸せを実感して、胸が詰まった。

　そんな俺の気持ちが通じたかのように日菜子がこちらを見上げ、幸せそうに微笑んでくれる。

「日菜子、愛してるよ」

　耳もとで囁くと、日菜子の目が涙で潤んだ。

「私も……」と頷いた日菜子にキスをし、また繋がりを深くする。そしてベッドの中で何度も愛を確かめ合った。




　挙式当日は気持ちのいい晴天だった。

　大聖堂を思わせる荘そう厳ごんなチャペル。高い天窓からは自然光が降り注ぎ、入り口から続くバージンロードを柔らかく照らす。その祭さい壇だんの前で、俺は花嫁を待っていた。

　参列席には家族や友人たちが並んでいる。俺の両親に抱かれた愛莉と目が合うと、「パパ！」とうれしそうに手を振ってくれた。白いドレスを着て頭に花冠を付けた愛莉は、本物の天使のように愛らしい。

　俺たちの挙式は、愛莉も参加できるアットホームな内容にした。入場と宣せん誓せいは夫婦ふたりで。その後は愛莉に指輪を運ぶリングベアラーをしてもらい、指輪の交換をする予定だ。

　かわいい愛莉に優しく笑い返し、視線を扉に向ける。

　綺麗な音楽が流れ、扉が開かれた。そこにはドレス姿の日菜子と、彼女をエスコートする彰が立っていた。

　髪を結い上げレースのベールをつけた日菜子がこちらを見て微笑む。その美しさに息をのんだ。

　日菜子は彰にエスコートされながら、ゆっくりとバージンロードを進む。

　参列者たちが日菜子の横顔を見て、ため息を漏らすのがわかった。可憐で清楚な彼女の花嫁姿に皆んなの目が奪われる。

　もちろん俺もそのひとりだった。瞬きも忘れて見つめていると、日菜子が俺のもとまでやってくる。

「亮一、日菜子と愛莉を一生幸せにするんだぞ」

　彰にそう言われ、「もちろん」と頷いて日菜子の手を取った。美しい祭壇の前で、ふたりで見つめ合う。

　これからの長い人生を、日菜子と一緒に歩んでいく。使命感と幸福感が込み上げ胸が熱くなる。

「綺麗だよ、日菜子」

「亮一さんも、世界一かっこいいです」

　小さな声でそんな会話を交わすと、「パパ、ママ、すてき！」と声がした。

　声の主はもちろん愛莉だ。彼女は目をキラキラさせてこちらを見ていた。その無邪気な表情に、日菜子と顔を見合わせくすりと笑う。

　誓いの言葉はふたりで言う予定だったけれど、今回の挙式は人前式で堅苦しい決まりごとはない。

「おいで、愛莉」

　そう呼ぶと、白いドレスを着た愛莉が笑顔で駆けてきた。天使のような彼女を抱き上げ、柔らかい頬にキスをする。

「このまま三人で愛を誓おうか」

　俺の提案に、日菜子も「いいですね」と頷く。

　参列席にいる両親や彰や早苗さん、そして友人たちや、アメリカからわざわざ駆けつけてくれた浜辺。たくさんの大切な人たちから温かい笑い声と拍手が起こった。

　愛莉を腕に抱き、日菜子を見つめながら愛おしさに胸がいっぱいになる。

　明日も明後日もそしてこの先もずっと、愛する人と一緒にいられますように。この幸せを守り続けていきたいと強く思った。
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あとがき




　目の前でチャペルの扉が開いた。俺は、妹の日菜子をエスコートしながらバージンロードをゆっくりと進む。祭壇の前で待っているのは、高校時代からの友人である亮一だ。亮一は目を細め、ウエディングドレス姿の日菜子を愛おしそうに見つめていた。

　その表情を見た俺は、『幸せそうな顔をしやがって』と心の中で呟く。

　日菜子と亮一は三年前に入籍し、今では愛莉というかわいい娘もいる。それでも大事な妹を奪った亮一の顔を見ると、いまだに少しだけ悔しい気分になる。

　そんなことを考えていると、隣を歩く日菜子が「お兄ちゃん」と話しかけてきた。

「今までずっと私を見守ってきてくれてありがとう」

　日菜子は視線を前に向けたまま小さな声で言う。その言葉にぐっと胸が詰まった。

　日菜子にとって俺は、過保護で口うるさい面倒な兄だったと思う。それなのに、いやがるどころか感謝してくれる日菜子の優しさに目頭が熱くなる。

「日菜子の花嫁姿、おやじとおふくろにも見せたかったな」

　声を震わせながら言った俺に、「きっと天国から見てくれてるよ」と日菜子が微笑んだ。涙をこらえるために上を向くと、チャペルの天窓から眩しい光が降り注いでいた。

「あぁ。きっと見てるな」と頷く。こんな気持ちのいい晴天なら、天国からもこの結婚式の様子がよく見えているだろう。

　幸せそうな日菜子を見て、よろこんでいるだろうな。満足そうな両親の顔を思い浮かべると、自然と俺も笑顔になった。




　毎回あとがきの代わりに短い番外編を書いているんですが、今回は過保護な兄の彰目線のお話を書いてみました。外交官ヒーローということで、海外が舞台のお話を書けてとても楽しかったです。

　ゴージャスで色っぽいイラストを描いてくださったれの子先生、担当の篠原さんをはじめ、この本が出るまでにご助力いただいた皆様。心から感謝しています。

　そして、たくさんの本の中から本作を手に取ってくださり、本当にありがとうございました。またいつか違うお話でお会いできるように、これからも頑張ります。




きたみ まゆ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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激情を秘めたエリート外交官は、最愛妻を啼かせたい


～契約結婚なのに溺愛で満たされました～
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